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本山真珠ビ J レ

設 計 / 株 式 会 社，甫辺設計

施 工/ 株式会社松村組

窓イ土織

窓寸法/ 177S( W) X 1125(  H)  

仕 上/ 楊極酸化被膜

慢良断熱建材認定品事21159- 009

引代建築に要求される窓開口部は、自然の光とmAを憎かに採り入れた快適な住宅問を

削ることにあります。 また同時に建物全体の美観にも大きな役訓をもっています。 しかも、行エ

オ、/レギーの立場カ B らは、高 い断熱性が、快適空間としての光のコントロールや防 音、更には

メインテナンスに手間がかからな t ，，};-Xなど、来c( 二木主々 なファクタ ーがあります。

エノレミン窓はこれ らファクタ ーの全てに自信をもってお応えていきます。空気汚染や! 括汗の

ひどし、地域や、阿古暑や極寒の地域ても建物の中には快適さをお約束します。

製品 1J : カヲスやブラインドの組込みまで全て玉場/I-: i丘、しかも施工も当社の責任 施 卜で

すので、安心してお任せいただけま す。建物のグレー ドアッフ。にエ ノレミン窓をお役立てくだ

さい。

ー司:l fii'i rの//¥1にベオ、シアンブラインドぞ|人JI泌させu ，，/ 転、|析熱窓のエノレミン窓 IJ :、スエ ーデ、ンて /lfl 1t さ

れ、全 /II Wで)1万11 (I"J 信頼を1-;; ているIEI際仏です。わが1"1ては、、片付が昭和39"f - に技術導入し、 11 本の

気候H¥¥Iーに介うように改良した同期的な窓として、全1"14 ，OOOi' 1以 1.の建物に保! 刊されて L' ;I:す。

信訂Ａ日本工ル三コヲ・ｾＺｊ株式会社
It: : : : : U==U 本 社 干 101 東 京 都 千 代 田 区 岩 本町 1- II 



‘ ホテルオークラ神戸見学会

今、神戸港で注目されているウォーターフロント公図メリケン パ

ークに、ホテルオークラ神戸が誕生しました 。

メリケンパークは、神戸港発祥の地メリケン波 l上場と旅符船発着

て、賑わいポートタワーのある Ｑ Ｑ Ｍ Ｑ 突堤の川を ｪＺｬ Ｑｾ め立ててＭＱＱＧ Ｑ ・年につく

られたもので、公園 ・広場のほかに l況に海洋悼物館、フィ ッシュダ

ンス ( レストラン、バー ) はできあが っており、今回ホテルオークラ

神戸が竣工することにより、メリケンハークの全体計画が完成する

ことになります 。

日 時 3 月13 日( 月)

集合13:30 解 散16: 00

集 合場所 現 地 正 面 玄 関

※ j  R  . 阪神電鉄「元町駅」から

南 へ 約500m

定 員 50名

参 加 費 会員 500円、一般 1，000円

※ 当日、受付にていただきます。

申込方法 ハガキか F A X または電話で 3 月

6 日( 月) までに日本建築協会 'J¥. 業

謀 ( 干530 大阪市北区梅田 1- 1 大

阪駅前第3 ビル21階、 F A X 0 6- 348

-0634、f t 06- 348- 0635) へお申込

みください 。催し名( ホテルオー

クラ神戸見学会 ) 、氏名、会貝 ・一

般の別、勤務先、参加証送付ー先、

電話番号をお知らせ願います 。

※ 追って参加証をお送りします 。な

お、申込者多数の場合は抽選にて決

定します 。

そして当ホテルは、神戸 の凶| 祭コンベンシ ョンシティー開発情処!

の一 興を組うべ〈往設されたもので、 500の客室、 2 ‘ 100m'の大宴会

場 、 大小 宴会 場16宅、レストラン、結婚式場、ヘルスクラブ等の他

に、ビ ジネスコーナ一、文化教主など情報化 11寺代に対応する機能を

そなえています 。デザインは、ホテルオークラの伝統を受け献し、だ、

日本的な泌ち; { i ; し、たものにな っており、くつろぎと気品と .[(1写さを

介わせ持つ内外観をつくり上げています 。

宇佐街神戸の新名所をこの機会にぜひご見学ください 。

メリケンパークにできたホテルオークラ神戸( 左に見えるのは海洋博物館とポートタワー )

. 建築概要

所 在 地 神 戸 市 中 央 区 波 止 場 町48

設 計観光企画設計十1

施 工鹿 ｽｾ｢ ｾ建設 ・ 大成建設 ・ 大林組 ・ 野村主ＡＡ［

設工業 J V  

敷地面積 30. 944m'  

建 築 面 積 12 ，800m'  

延 床 面 約 64 ，191m'  

機造 )'J ，I.I見 S R C + S 、 B 2 、35 F 、 P 2  

高

外

さ 135m

袋 町 l(ii 陳 タ イ ル1J 込 P C版、 -1111アル

ミカーテンウォ - J レ

!I¥; 層棟御影石、イ ンド砂岩、磁 r. ii タ

イル、アルミ化事庄グリル

工 期I 1987年 3 月 1 日- 1989年 4 月15日

4 図書室だより

， 

- 昨年12月、本会小会議室にスライド式訪架を設置しました 。

・正会長 水間秀三氏から 1 月17 日、図書室用として次のとおり、氏

の蔵舎の寄贈を受けました 。 務理の 上、 公 Ｑ Ｔｾ ｊ 資料と して活用させて

いただきます。誌上をも って謝意を表します 。

建 築 雑 誌(各月号、年報等 ) 106冊、新建築 ( 各月号 ) 41冊、単行本

31冊、そ の 他31冊 計 209冊

- 利用状況 ( ' 88/ 11 - ' 89/ 1 ) は次のとおり 。( ) 内は ' 88. 9か句の累計

会員 その他 計

ｼ出ｾｊＮ 2  (  5  )  13(15) 15( 20)  

閲覧+ コピー 1 ( 2 )  6 ( 10)  7 ( 12)  

百十 3  (  7  )  19( 25)  22( 32)  

- 主な閲覧資料

建築と社会、建築知識、 a 十 U 、都 rlif I'.'包

‘ '89世界デザイン博覧会・建築デザ

イ ン 競 技一 審査員決定と賞金の変更一

今 年 7 月15 日- 11 月26 日に1， 1片屋市で開催される際記" 1 '4覧会の建

築デザイン競技 ( 日本建築協会後援 ) の下記項 Hに、決定と変更が

ありました 。

・決定 審倉 u 内 井 昭i哉( 件J) ドII! { J 撞建築設計 'IHt';庁)

高松 イI11 日松仰建築設計 '1与務所)

も綱毅月度( も綱駁晴建築目1>務 所)

諸星手口夫( 111;界デザイ ン会 議 実行 委Ul l )

J長 尻也( J II 界デ ザ イ ン 博 覧 会 総 介フ・ ロデ ュ ーサ ー)

- 変更 賞 金 総 額 5007J 円

最優秀1 ' ¥ l 点 200万円

優 秀 1'[ 2 点 80万円

デザイン t"f5JI J11 2 点 40万円

奨励' l ' t 若干点

担第 と社会 1989年 2 月号 1  



2  

. ビ デ オ 映 写 会 .

ア メ リ 力 の ウ ォ ー タ ー フ ロ ン 卜 開 発

ニ ュ ー ヨ ー ク 、 サ ン フ ラ ン シ ス コ 、 サ ン ア ン 卜 二 オ

(ilJ lji1' : ノ、ル、ビジ ョンフロテ昨ユース、発光総介ヒジョン ・ウォ タ フロント 119. . . ' 1象センター)

高度成長を椛た今十| の郷市の課題は、高度に似合[1りな機能を内包しなカ、らも、アメニティーのあ

る都市空川を創出することにあるといえましょう 。特に故近は、海、川、制の環境似全が注目され、

美しく人IUI にil'i/ いを与えるようなウォーターフロント開発が求められています。 そこで世界の故先

端を行〈アメリカのウォーターフロント開発の 'Jq，州を数点、ヒデオを通して見てみたいと思います。

I  

ニューヨーク

テレポート、 24時/lI/-I'i /lrli として、

常に究主識であり続けるニューヨー

クの最新の開発地区、バ ッテリー

ノマーク、ロウアー ・7 ンハ ッタン、

スタ ソテン ・アイランド等。

ニューヨークのバッテリーパークシティー

2  

サンフランシスコ

フィ ッシャーマンズワーフ、リゾ

ートタウンのサウサリー卜、住宅

開発としてのフォスターシティ等。

日 時 1989年 3 月 18 日仕) 14:  00- 16 :  00 

3  

サンアン卜ニオ

河川の利用を知的な戦略と級密な

配I語、で進め、コンベンンョンシテ

ィーとして都市の価1fft を高めてい

る。

ニューヨークのピ717‘ 書

てつ〈られたシ

ョッピング レストラシ4釘

場 所 ( 初 日 本 建 築 協 会 会 議 宅 ( 大 阪 駅 前 第 3 ビル21階)

参 加 N - -JiJ:l; ＱＮ ∞ ＰＱ＼Ｏ 、会 Ｑｾ ｾｏ 円 Ｈ 合、資料、ＨＱ［Ｇジ ユー ス Ｉ

定 H 30?' ， 

1/1込 }j 法 ノ、ヵキか F A X または電話で 3 )  J  101 1('付までに 11 ; 1 叫主築協会' ド業課 (干530 大阪di-/ 仁|メ杓tト111 -

l  大ｼ氏以 ｬ￬￭ｊｾ￬ 3 ビル211i 皆、 F A X 06 348 0334 、宮 )6 348 ( 335) へお 1[ 1込みください。

m: し:Y， (ヒテオH央" 子会 ・アメリカのウォ ー ターフロン卜開発) 氏名、 一般 ・会以の別、勤務先、

参}JII ，;I Ei 81'/ 光、屯ぷ番号をお知らせ別lし、ます。

※ 追って 参}JII 日I1ーをお送りします なお、1 [ 1込行多数の場介はfltl 選にて決定します

イト

ワールド・町一ド

. センターかもハド

ソンリパ一元弘、のワ

ー ル ド フ ァイナン

シャル・ センターを

見下ろす



北欧生まれ。しなやかな白木素材のぬくもりと、伝統ある確かな技術。

ルーフウインドウは、世界のブランド rベルックス」です。

・あ らゆる屋根材 に対応でき 、取付工事も簡単です。

. 内枠にはインテリア性豊かなスウェ ーテーン産の白木( パイン材) を

使用。外枠は耐久性にすくーれ、屋根材 になじむアルミ外装板です。

・断熱 ・遮音性にす守れた ベアガラスを標準装備しています。

・中軸 180度回転 により、室内から

外側ガラス面の掃除ができます。

また、窓を閉めたまま上部フィ ｾ 語『

ノレターを通して空気を流入させ て'f/ q::_  

ることができるので、雨の日 等の // !I IA ・

q  / I h'l .  ベ ル y スオリ γ ナル

換気 に便利です。 /LI ! LI 換気システム

. ブラインド 、開閉キ ッ ト等のオプションも多彩に用意しています。

Ｎお 求 めやす い 価格です 。 ￥ ＴＸ Ｎ ＰＰＰ ｾ ￥ ＱＰＱ Ｎ ＰＰＰ Ｈ 雨押え含む Ｉ

i m回 日本ベルックス株式会社

本社/ 〒 151 東 京都渋谷区千駄 ヶ 谷 トト 14 ホアリ ーナビル3 F T E L.03( 478) 814 1(代)

大阪/ 〒 532 大阪市淀川区西 中島3- 10ー13 物産ビル2 F T E L .06( 3∞) 5036(代)

G G L ・8 ( 外枠本体 :W1340X H  1400帽) ￥ 88.0ω

ｲ ｩＢｾ＠

ょ・u

r' r-

(  "  ， 

凶 Ｂｾｉ 附



みえてくる、明日のかたち

h ll erS町四3α7

エンジンがつけりれる

汎用ファイル・サーノずの

上位機種

ス ツケース・サイズのパッケージに豊

富な鉱張オプションが用意されている

最上位機種

イニターグラフから、新. EWSシリーズ誕生。

すべてのシリーズに、 Ｕｍｉｐｓ の高速プロセ ッ サ、 ｃ ｌｬ ｐｐｅｒ ™ を搭載 。 さらに、業界標準 Ｈｕｎｉｘ 、 ｘｎｓ 、 ｔｃｐ Ｏ ｉｐ 、 ｎｆｓ 他Ｉを大幅に採用し、

あらゆる作業環境・ネy トワークで‘威 力 を 発 揮。今、 E WSても、インターグラフが最 先 端 で も

インターグラフのE WSの中て、最も

匝E・I・E 価 格 対 性 能 比 が 優れたシリーズ。

齢団副Ｎｴ［ｉＮＮｾ毎 秒 ＲＵ ， ＰＰＰ ベ ク トノレ の 拍 ｩ 匝ｼ速 度

と4096色中32色同時表示のカラー ・グラフィック処

理能力をもっGS クずラフイツク ・フ。ロセッサを搭載。

全シリーズの中間に位置するパラ

院E・I・E ンスのふ、モデルJ ンタープ ロ220

民 団 副 団SJ 1: 240、汎用ファイノレサーノf のイン

ター サ ー ブ 200をラインア、ノフ; インタ ー プ ロ240

は、ハ ー ドウェアじよるク‘ロー シェー デ諸ンクo 毎干少

100，000ベクトノレ以上の描画速度、 1，600万色中

512色の同時表示を実現するG Xクマラフィック ・プロ

セッサを搭載してL、ます二

.....y_._w全シリ ース。'ヤ最高の能力 をもっ

切mI 3oOシリーズ( ; 1. 、インタープロ、イ ン

ー副司副1=ヨ タ ーアク 卜、イ ンタ ービューの各々

に340と360の2モデル、そしてイ ンターサーブ300を

ラインアッフ: 360は22MF L OPSもの処理能力を

もっ ホフローティング・ポイン卜・エンジンH を捲載し、

超 高速グラフイ、ノクスや解析 計 算に最 適 です二

武藤工業株式会社 東京都目黒区中目黒4-6-1 干 153 T E し(03) 760引 11日

I lI ler Acl 一一一一一一200ンリーズと300ンリーズに用意された

テ'ュ) ' J レ・スクリ ン・ワ アステーンョン

資 料 請 求 券 l  

・カタログを差 し上げますハガキに希望製品的資料

同求券をお貼りのうえ、左 le住所結合企画宜までと酎

， INT E R GR A P H ・

退くださL 、 - - - - ー一一一一一一l



r建築 と社会J 2 月号表紙

・作品名 「シェルドーム J

・Wf i 竹中工務 ｉｾｪ 大阪本応

J.!i Ji';百i ・h上Jll' 、ード V A X

11 / 751、 INTERGRAPH- IN-

TERPR0220、Y.H. P. HP9000 

/350SRX ・使用ソフト

ｉ ｎ ｔｅｒ ｇｒａｐ ｈ 、 ｉｾ 干 上製 .ン
エル司 ｈ ｾｬ が句 Ｉ のお開放率を

持つ竹中式| 泊目l ドームを般討

した・1>例である . レイトレー

ンングを mいて、 ドームの透

過性を表現し - j;U剛スタン

ドから 鋭た ドームとｾ と の合

成は、 )) fl抜↑生を主題にして い

る。

. 特集予告

3 月号/ 色の復績

/ 東海の文化と伝統 11 lIill ，1  

4 月号/ 省力化のための材料 ・工法

5 月号/ まちづ くりと法{仮林)

6 月号/ 地方と博覧会内定)

7 月号/ 都市環境創造と設備 l

書 長 佐 野正一

副 書 長 足立 平 ・市川 宏

松村雄二 ・薬袋公明

嵐集委員 全 ( 昭和63年度)

. 編集理事

金 井 弘次

金 書 潔

小島 』控

除 曹司-

mn 鮮明

竹 中 練一

長谷部朔nJ I

松 村 隆三

若 山 繁

渡辺 Ｎ ｾ＠

. 編集願問

東 孝光

. 編集委員 昼

長谷部朔郎

R行上回 口也

・特車小委員会

合 計画; f . 骨科書

合計画系

向 島 健二

iii J崎 秀直

小 iiIT 久 F

鈴 木 克高

高 111 f圭子

0 11. 1' 1'  u証人

平岡 博

古村 英tl i

合建築計 画 果

n: 副 敏 史

O 加藤 弘 脱

。 ｉ Ｍ Ｎ ｴ ｾ 秀防

北村 潤

噛 ｬ 司司 ｉ ｾ 二

IH f  l'll 噂

喋 耕

西川 純一

前川 治 産

牧' ff，11英正

三宅 湾

事様，11 ｐｾ ［ｘＡ＠

山 中 恵子

山本 匡

矢 野 怖 見

合インテ'11 住宅*'

石官 煙車

ーノ 瀬 満 雄

k Jl証 国H

O 加 藤 JJ 

神 谷 両'1

ｾ ｴｩ ｩｉｔ かはる

北 山 下4与

酢'1111 哲 抑

制 111 ｾ持 ａ 証

明I也 究 此

合 構造 骨 科 書

相l 以 一義

治 孝 軒

辻岡 町F雄

福山 国夫

O 外聞 '1  

勉

幸

一

治

義

進

修

之

彦
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郎

全
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昭
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二
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前
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夫
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「

洋
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利

人

胎

引

志
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朗
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吉
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恵

科

浩

信
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宏

峰

秀

三

附

利

史

舟

勝
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征

科

陣

例

主
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書

朱

公

修

良

伸

治

一

普

幹

向

ろ

量

百

郁

裕

邦

恭

紀

光

施

明

明

裕

円

口

正

崎

俊

寛

治

常

孝

+

和

骨
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総 合 保 養 地 域 幣11i!i法の 制 定の fT4i t 1'1'  i羊一一 i 8

リゾートを言語る

リ ゾ ー ト 事 情 論 リ ゾー ト快線29 ・プ ロロ ー グ 凶 中 直人一- / l {)

そ れ な り に リ ゾ ー ト / j主 総 剛 生. 日本 の リ ゾー トの 燥 しさ / 北 村|内 k 自 然 を 助 け

る心 / 上 川 被己主 ，i l l : びは自分でつく ') たい / 坂 田 尚 男 . ぬの リゾー卜 / 河 野 tN之.

文 化 の 産 業 化 、 な い しは 精 神 的1薗 似 観の 商 品 化/ 西 尾 直 . 行 き た い 人 と 行 け る 人 /
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下 関 市 立 中 央 病 院

設 計 山 下 設 計

設 計 監 理 下 関 市 山 下 設 計

施 工 大林組・熊谷組・問組・栢野建設・友田組 ・福永建設共同企業体

旧下関市立中央病院は昭和25年に前身 2 施設の統合によ って発足し、市域住民の信頼に応え多くの実績

を銭してきたが、老朽化、機能拡充による狭陥化が深刻化してきたため、今回全而主主替えとなったもの

である 。

敷地は市中心部の運動公園内、| 日市営下関球場跡地が 当てられ、 旧病院からも近く理想的な新築移転が

可能とな ったのである 。周囲は緑に悶まれ、眺望は il iJ にまで広が り交通は至便と、病院の立地条件とし

ては最高の環境にある 。当病院の役割は①高度特殊先駆的医療の確保、②臨床研修を担当する病院、③

総合保健医療センターとしての機能の隊保、 ④地域の医療従事者のための情報交換、施設の相互利用 等

についての中心的役割等であ る。

敷地周辺道路は南側を起点に北1 1 ! リで 4 . 5 m下 って取付いているため、この高低差を 利用し て敷地 を二段に

j主成し、南j Rl J を l 階 来院者に対するメインアプローチレベルとし、 北側 を地階サービス用レベルとして

利用し ている 。玄関ホールは 2 層吹抜けとしてカーテンウオールで被い、受付から l 、 21ド階; 渚皆に亘る外来

診療苦剖部l目iへの誘星導主をt明F別1.快|

ている 。外来待合いは納裁を施した中庭を閤んでゆ ったりとしたスペースを確保し、病棟は 中廊下とし

て各室が外部に面するよう配慮するなど全体に 亘っ て極力自然環} J l を取 り込む建築機成としている 。

医療聞での特徴としては i生命救急医療に蚤 『写がおかれ、 j生急部r' l . 中央手術苦11 . J血管出 ;jfJ 室 .I C U等の関

連を明快に捺理し、迅速かつ安全な 処置が行えるよ うな動線計画とし ている 。 21: 皆の医局管・理部には隣

接して講堂・ 会議室 ・凶書室等が設置され、研究研修の場として地域の医療従事者の利用をも考慮、した

計画とな っている 。設備面では設備i階を設け 、病院の成長変化メンテナンスに対応している 。 カルテ搬

送にはコンビュ ー タ- f lJi l禦によるベルトコンベア ーシス テムを線用している 。 ( ＧｩｾＧＡｦ ｪＧ 宗 武 Ｏ 山下設計 Ｉ

⑨ 

1  ，皆平面図 1  :  1600 病棟平面図 1  :  1600 
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所 在 地 山 口 県 下 関 市 向 洋 町 1 - 1 3ー l

敷 地 面 積 27 ，742. 68 m'  

建 築 面 積 8，104 .74m'  

延 床 面 積 25 ，682. 83 m'  

構 造 規 模 RC及 びSRC、BI F ， 6 F ， PI

工 期 昭 和60年 12月一昭 和63年 l 月

最 寄 駅 新 幹 線 新 下 関 駅 、 J R下 関 駅

渇 影 SS 九州

手術室 I CU 

7  



基 礎 化 学 研 究 所

設計監理 日建 設計

所 在 地 京 都市左京区高野西開町3 4 - 4

敷 地面積 3，306 .82
m

'  

建築面積 1，073. 21 m'  

延べ面積 2，926. 64
m

'  

構造規模 R C、一部S 、3F、一部4F

施 工 清水 ・大林・鹿島・ 熊谷・大成 ・竹 中・戸田共同企業体

工 期 昭 和62年 7 月一昭和63年 5 月

最 寄 駅 京福電鉄出町柳

撮 影 島 修一、55東 京 末 魔 久 詔

nオ同法人J & 従化学研究所は、 1981年に 倣 ｊ 也は、ｊｩＧＺ ｭｬ 市内の高針川左 ｊ Ｍ ｾｾＺ ｾｦ い、のは ｬ

ti ，'; JI 謙一 昨 |ゴが、わが[ E[ 初め てノーベル I'ii'トな処で、 iEl f ITには 2 本の Mi の大聞がl叱

化学れを受 1' t された のを 機会に、化学の にあり、京都大学などにも ｩ Ａￍい Ｎ ｉｾＢ まれた

ｊ ，ｾ健里ｪＡ論分野の研究を充尖させることに 環境にある 。

よって、わが国の科学の発展に寄与する 雄物( 立、これらの摘を中心 lこ配位した Jd

ことを bl (1守として設立されたものである 。 入りの ｉｦｾ をと ＱＩ 、玄関音 ｉＱ は Ｒ Il'i 11)¥似のピ

込 ￟ 常体 ［｛￬ｬ｛ は、専任研究 ｮ を少なくし、ｾ ロティと、その上部の大セミナー宅から

以研究uによる、いわゆるプロジ ェク ト なり、 ー }J 、内部では、 l吹版、スカイライ

万式に ifl きをおいた、 [E[際的に聞かれた ト、財 1.雌閥、ラウンジなとを rl' 心 lこMf

y ステムをとり、底! 諭研究を主とした地 究局窓を並べて、視覚的な凡i凶しを良〈

設として、大小の研究宅、コンビュータ することにより 、研究員 のコミュニケー

宅、図在室、セミナー宅などを充実させ ションがうまく計られるように心懸けた 。

ている。 ( 水嶋勇日11 / 日!tl ! lJ[計 )

8  控 是 と 社 会/ 1989' ド 211 り
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ノーリツ八王子基礎研究所・商品研究所

設計監理 昭 和 設 計

施 工 鹿 島 建 設

所 在 地 東 京 都 八王子市石 川 町728ー l 、 8

敷地面積 4，124 .71  m'  

建築面積 基礎研究所 408. 55m' 、商品研究所 649 .822m'

延床面積 基礎研究所 7 19 .1 8剛、商品研究所 1，455. 788m'

構造規模 基礎研究所 S 、8 1、I F、商品研究所 R C、目 、IF

工 期 昭和62年 l 月一昭和 63年 10月

最 寄 駅 J R横 浜線八王子駅

撮 影 ss 東京

ψ 施設は、神戸に本社を置く総合住宅設備機i * . I いた商品研究所である 。 lx: 家や小学校と隣接し傾斜地ということもあり、

ーカーである/ ーリツ( 掬の関東地域の新しい研究 設計にあたっては、快適な生活空間と新しい生活 2 棟とも最下階はドライエリヤをまわし地中に入

所である 。 ↑iti報の提案をする、先端産業の企業としてのイメ れることで、建物全体の高さを低くおさえ周辺の

，J i" illi iJ也は 、古くから織物の町 で有名な八二E子市の ージをアピールすることに留意した 。 11鋭にも配f昔、した 。

Ｂ Ｑ Ｂ 心 から 北 西へ品ｾＩ 4  kmで、都道 153号、八王子 ・立 外観デザイ ンはメタリ ックて" ンンプルな印象をあ 外部域廃は 、緑が多か った旧ぶどう 知! のイメージ

川線に聞している、 j5:く には|司学院大学:等がある、 たえ るこ とを抱一図し、 水平方向 の構成を主と した、 をこわさないよう 、 また周辺にあたえる ［ｪｴ ｾｾ Ｚｾｾｻ を考

ぶどう知l跡地の利用で、商科而の般地でがjjiij 道路 外装はアルミ パネル仮 リ、横長の述窓アルミサ y えて 、制裁を桁極的に行 った。擁壁古11b  fl !巾討ので

よ り の高 ｦｊ ｜差がキ ｾＩ Ｑ Ｒ ｭ 位Ａ 支 ある 。 ンを取付けた 。 ポイントは半円径とした階段室て¥ きる特殊ブロ ンク機墜を 利用し 、、、総の復活々 につ

佳物は 2 陳 あ り、 燃焼関係の 研究 ・実験を主とし 内部は 吹抜とし、 外者11はアルミカーテンウオール とめた 。

た ｊ ， ｾ礎 研 究所と、新製 品 の開発と展示に重点を置 に全面ハーフミラーガラス張 り とした部分である、 ( i易地龍一 / 11f{ 剰1設計)

11 



赤松ビル( 天王寺東映ホテル)

設計監理 広 谷建築綜合事務所

施 工 熊谷組 大 阪支庖・ 福川建設 J V

12 建議 と社会/ 1989' 1' . 2 JJ ¥) 

所 在 地 大 阪 市天王寺区悲田 院町 81- 3他

敷 地 面 積 1，357. 44 m
'  

建築面積 950 .85 m'  

延 床 面 積 9，345 .80m
'  

構造 規 模 S R C、 B 2 、 13 F  

工 期 昭 和62年 4 月~昭和 63年 11 月

最 寄 駅 J R、地下鉄天王寺駅

撮 影 島 修 、S S大阪

天卜ｾ Ｃ ｦＺ駅は大阪の南の玄関口として、 Ｑ内 ｩ弁 Ｑ <カか‘ ら 大

阪耳駅 ｩｊｾ と ［ Ｑ ｌＴんして

たが、新幹線 ｉ ｾｕ［ 函と大阪万博の大プロジェクトを

契 機 に 大 阪 北 部 の 急 激 な 1)日発がi ! 主み 11町 駅 周 辺 の 続

前 地 位 も 大 き な 絡 差 が で き た 。 そ れ に 14ーな い 大 引

ホテノレも大阪駅周 辺 に 続 々 と 誕 生 し 、 い ま や 大 E

4 周 辺 は 完 全 に 取 り残 さ れ た 感 が あ っ た。

だが近年関西新国 際 空治の以州 ｾ ｲｪ Ｍ ｬ 決定によ リ、 ょ

うやく大阪南部も: ! f ーをふき返し 、今 や tk辺 、 道 路

町Il ml: 日発 を 含 め 大 阪 の 開 発 の 中 心 は 完 全 に 南 l'iI lに

手事 っ て い る 。

そんな "'1" 、天! ' . - . ' f ' ! 択は新空港へのメインアクセスの

表 玄 関 口 と な り 駅 周 辺 は 大 き く 脚 光 を rii び 大 変 身

をと( [ ょうとしてし、る ロ

活 ， ｊｾｾ ヒ口に書 ＱＺＱＱＱ 坊［をキ苦営さ ｴｬ てし、た，か杉 ｾｈｕ ￹Ｇ Ｈ 十羽カ ず二 ｴ

I也有効 利 用 の 一 段 と し て ま た 地 域 社 会 の ア メ ニ テ

ィ な コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ の提 供 と 国 際 ビ ジ ネ ス 7

ンの宿泊地設としてホテノレ，辿設を計図l さ れ た 。

ホテノレは附 ｊｉｾｉｉ Ｎ央がｊｬｬＺＱｉ央ホテノレチェーンとして Ｍ ＱＱＨ［

Hnし迅t 話 に あ た る 。

計画に際しては雑多な暗い芥| 到うえの駅北口のイメ

ー ジ を i1、伏すべ〈、外観に 1111而 を 多 用 し ラ ス タ ー

タイノレを貼ることにより変化のある IY'J る い 縦 し み

やすい存抗感のある 外観 とし、機能的には会 Ｑｾ IIJIJ 

ス ポ ー ツ 7 ラ ブ 、 ブライダノレ|品Jj 阜、 会 議 室 、 宴 会

場 、 コ ー ヒ ー ラ ウ ン ジ 、 レ ス ト ラ ン 、 桁 i (1室 を 備

えた I也版 社 会 に お け る ア メ ニ テ ィ 、 コ ミ ュ ニティ

プラサf ホテノレを目 指 し た 。

位: 物略図は前而道路より後退し fIII 正Eをi設 け る こ と

により、 ｬｪｩ 巡からの騒音を少しでもね ｬ らげ悦党 Ｈ ｉ ｾ J  

に も ゆ と リ を 設 け た 。

1 1請 は ロ ビ ー 、 フ ロ ン ト 、 ブ ラ イ ダ ル コ ナ 一 、

カ フ ェ テ リ ア を 設 け 、 ま た ビ ジ ネ ス 7 ン の た め の

ビ ジ ネ ス コ ー ナ ー を 設 置 し フ ア y ク ス 、 ワ ー プ ロ

等 の 利 便 を 考 え た 。

地 下 l 階は東急不動産経営の東急、 ス ポ ー ツ オ ア y

ス 天 王 寺 が 女 性 専 用 の ス ポ ー ツ ク ラ ブ と し て UJJ 市

され 開 業 前 よ り 大 変 な 人 気 を 博 し て い る 。2 、31; 持

は 法 会 場 と し て 可 動 間 仕 切 り に よ リ 大小 区 凶 可 能

とした 、 4 1滑はブライダノレフロアーとして結納 式

場、 T.i J 立 場 、 衣 袋 室 、 美 容室 、 チャペノレ転 !日 会 l議

記 を l犯し た。 式 場 前 に 庭 図 を 設 け ;i : E 厳な儀式の1芋

閉会tiit リをした 。

5  ｲ［ 皆よ リ Ｑ ＲＱ［ 皆は杭 ｉ ｾ を含む宿 泊記 フロアーでンン

グノレルームはタブノレベ y ドを 使 用 し 、 ゆ っ たりと

したノ〈スユニ y ト で 国 際 派 ビ ジ ネ ス 7 ン の一 時 の

きたら ぎ と 疲 れ の 回 復 を 計 れ る よ う 配 慮 した 。

131; l Tはト ，7 " レストランとしてレストラン 、 ステ

ー キノ、ウス、和食コ ナーを設け、: ぞ r(ij の バ ル コ

ニ ー に M込 を 配 す る こ と に よ リ i卓 望 す る 生 駒 j坐山

と一 体 感 を 持 た せ た 。

このホテノレの存在カず走塁隊商IJ と な り 、 周 辺 の 十r:rl井])1':

が 促 進 さ れ 、 愛 さ れ 、 大 阪 南 青11の 発 展 と と も に 、

このホテノレカサ也I或のンンボノレとしていつまでも成

長 し て く れ る 事 を 願 っ て や み ま せ ん 。

(  rtlt 谷 成ー / 広 谷 怨 築 総 合 事 務 所 )
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出 版 委 員 会 だ よ り

' 88年の総括と '89年の方針

'88年12月16 日幽17 : 00- 18 目 00、協会の小会

議室で'88年最後の委員会を関きました 。

最初に吉田隆氏 ( 学芸 出版社 ) より最新の

「プ ロのノウハウ 」、「建築技術選書」の経過

報告がありました 。編集進行中のものは、①

~④です。

① 「コンクリート工事の現場学 〈プロのノウ

ハウ 〉力[1 ｊｾ 秀治著」

項目を 100に分け、資料の多い写真・図表を

本文と引き合わせ中、 12月中に著者の手元に

初校刷リを届ける 。若者は 「正月休み返上」

で校正をして、 l 月下旬に校正原稿を送り返

す。89年 4 月発行の予定。

②「建築と緑 〈建築技術選書特装版〉瀧光夫

著」

写真 ・図版と本文のからみが俊雄で編集者

は頭を痛めている 。一部にカラー写真 をいれ

二色刷リとする 。著者は最新の情報をいれた

いと布| 刻中 。 1 月中に完全原稿を引き渡す。

「花の万博」を控え、期待のもたれる本て¥

当書を使 った講演会を予定している 。 r著者

に頑帰 ってtt おう 」 という委員の声が多か っ

た。89年 5 月発行の予定。

③ 「場所打ち杭の設計と施工 〈建築技術選書

特装版〉阪口理著」

本文原稿カ、足りず追1) 日原稿を依料1する 。学

会指針に合わせ力ｬｉ ｾ ｬ ￮Ｚ 訂 正は完了した 。 原稿一

式は受けとるも、一部の写真 ・図版は未受領。

目下、本文を組み上げ中 。 本書を使った講演

会を予定している 。89年 5 月発行の予定。

④ 「デザイナーが学ぶ情造計画 〈建築技術選

書特装版〉須賀好高若」

88年脱稿 ・89年 5 月発行予定のもとで作業

を進めている 。ベテランの筆者だから心配す

ることはない 。写真 ・図版を盟富に入れ、デ

ザイナ一向きの本に仕上げて f'( う。

続いて、その他の本の進行状態を話し合い

ました 。

「雨仕舞のトラブル50 : 細谷栄一着」

全体の60%ができた 。鋭意努力中である 。

「建築照明の設計と実際 : 東宮傍若」

88. 12.13付ノ、ヵキ回答: 写真 ・資料 ・デー

タを整理しています。設計業務に追われ原稿

がなかなか手につきません。山田先生には時

折りお電話を医 ｬ｜Ｑｾ し恐納しています 。 本年早

々に執筆計画を立て、実行に努力致します。

山 田 修

「インテリアコーデ ィネート 100 : 町田アカテ

ミー著」

88. 12. 12付ハガキ回答 : 前回のお問い合せ

の時に、脱稿予定を '88年 12月末て-"jlli 絡し、たし

ました 。 そのために鋭意努力をいたしており

ますが、現在約 2/3 経度まで進行 中です。誠

に申しにくいのですが、今後 1 - 2 ヶ月ご猶

予下さい 。

「和風建築を美しくつくる方法: 二村和幸著」

'88 .12.13付ノ、7] ' キ回 答 : 当初計画していた

分の原稿を 8 月に入稿しました 。 ちょうど和

菓子庖舗 2 件を設計施工中です ので、もしお

許し頂けるなら これ らの竣工を待って資料と

して入れたいと思っております。12月 6 日に

倣 ;ji 3 - が完了し現像仕上げを待 っています。 い

ましばらくご猶予をお願いいたします。

「杭基礎 の設計 : 八尾真太郎著」

88 .12. 13付ノ、ガキ回答 : 返事が遅れて申し

訳ありません 。数年来、本企画の件で続々考

えて参りましたが、小生自身が基礎構造の種

々の分野に研究テーマを広めまして、研究成

果が日進月歩である実状とな って参りました 。

本としてまとめるには未だ熟し切れずの感カ、

強〈、一方これ以上立委員会 に ご迷惑をおか

けするのも心苦しく存じます。勝手ながら中

断欽すことにいたしました 。 ご了解戯ければ

と存じます。

以下のものは、未回答でした 。

「室内空気汚染と換気. 栖崎正也著」

「建築写真の撮 り方 : 平升ニ迎ほか著- J  

「摘造図面の描き方とチェ ックリスト . 川村

佳 ｾ ｉ ｊ 著 」

「鉄筋工事の現場学 : 高統久雄・佐藤一男著」

次に新しい企画として、下記のものが検討

されました 。

「建築法規の知識と学び方 : 高木任之」

山田委員が著者と会 って制部を 相談し、目

次 ・内容を決めてくる 。ベテランの若者だか

ら、意外と早〈仕上がるのではないか。89年

6 月脱稿を目指す。

「アスベスト問題と処理の実際 . 体j ; ) アスクの

斉藤課長著」

市嶋委員 と吉田隆氏にフォローして1・I う。

民修は大学の先生、もしくはアスベスト ttlJ 会

の方 とする 。資料 ・テータは盟富にあるが、

どのようにまとめるかを検言守している 。

「庖舗設計とインテリア : Ｉｾ村工業社Ｚｴ￭ Ｚｊ

市山鳥委員を通じて目下交渉中 。 どのように

展開していくかは未定。

「法規関係の面白いテーマ ( 本名は未定 ) ・大

阪府または大阪市の縫築行政初当者 ( 俊数て

も可 ) 若」

鮫島委員を窓口にして折衝して nう。 とう

なるかは未定 である 。楽しみでもあり1 ，: しみ

でもある 。

「日本近代・現代建築構造変遷史 : 片倉健blf

若」

須引委員長を通じて片合先生のところまで

は話がいっている 。 その先の展開は不詳。

「クリーンルーム 清水建設(的 安 永 昌ー」

検討中。

「コンビューターのトラブル 〈パソコン入門

書〉 脇山広三教 」

極めてむずかしいテー 7 である 。検討し て

1・1っている 。

「住宅のリフォーム : 谷山紀ず符 」

資料U:受けと ったが本にすることが幽仰で

ある 。検討中である 。

*  *  *  

いつもの こ とながら、著者保しにはない知

必をしぼ ってお ります。末記の委員が情報 を

交燥しながら、各委員ヵ、お腕1ｾ、しやすいＱ，者

に最初のお伺いを立てています 。 多忙な方に

おl凱いしていることもあ って、必ずしも予定

通りには進んでおりません 。

出版は、著者と制集者が対等の立場にた っ

て、相助け相励まし合いなが ら 「知的生産物

を生み出す創造的作業」 です。簡単に進む仕

事ではありません 。その喜びと告しさは、 表

裏一体に形成されています 。それゆえに、委

員は著者に 対する呼びかけをち ゅうちょして

います。

ちゅうちょを采りこえ務者を激励するのも

わたしたちの仕事だと考えています。呼びか

けを受けられた若者の先生がたには、力強い

ご返答をいただきますれは. 幸いです。

最後になりましたが、今後い ろん な/ ) に出

版委員が執筆を依中れするかと存じます。 その

折には、どうぞよ ろしく ご検討下さし、。 出版

委員名を下記に記しておきます。

委員長 : 須釘好高 ( 近畿大学 ) 、副委員長 :

山 田 修( 工芸高校 ) 、委員 市嶋久嗣 ( 大林

組 Ｉ 、川道麟太郎 Ｈ 関西大学 Ｉ 、川村 佳 ｾ ｉｊ ( 川村

建築構造 ) 、鮫島 治( 大阪! 自 ) 、谷川康信 ( 大

阪工業技術専 門学校 ) 、 牧 野 茂( 竹中工務庖 )、

松尾恭 ifi (松村組 ) 、安田 孝( -t! ¥南大学 ) 、京

極辿う在、 ( 学芸 出版社 ) 、吉田 附( 向上 松町至

リL ( 建築協会 ) 、iSi 本 勉( 同)。

( ゃま だ おさ む ｈ｜ 仇委ｬＭ￭ 会 ｩｴￌ ｉｊ ｾｕｌ とＩ
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学 芸 和 風 建 築 叢 書<1>

仙 巌園 茶 席

広 間 ・ 小 間 ・ 立 礼 席 の 詳 細

監 修 和 田 精 一 写 真 高 城 楢 三 郎

企 画 ・編 集 建 築 フォーラム

学芸出版社 1988年 11 月15日刊 6. 800円 176頁

名勝機民主| 刻、( 1 1 . 181昼間茶l払 の 立 匠 と 技 法 を 詳 細

な図版とＺｱＮ ｊｾ によ って 初介した画期的な Ｍｲ ｾ ｲＭ 。

ここに は 数寄 屋普 ［Ｇｨ ｾ ￍｦ の伝統を支える 現代 の匠

の あ く な き 探 究 と 修 糾 が 結 実 さ れ て い る 。

名 工 か ら 名 工 へ と 受 け つ が れ る 伝 統 的 和 風 位

ニニ 4

築の車内布l' と技 が 図 耕 一巻 と し て 見

世 界 の 台 所 博 物 館

宮 崎 玲 子 著

キ白 書房 1988年 12月10日刊 2. 000円 106頁

北 から南、 IfI ;出[50 力 国 余 の 〈台 所〉 が こ のー

附の 中 に 納め ら れ て い る 。 J_;， く、、、 」じめ 111は 鍋

を吊 リ 、 南 の l主lは 鍋 を; 泣 く か こ の ユ ニ ー ク な

仮 説 も t27;I な・IWII 、 :写 氏、手t 者向身の仲I : i ! Iに

よ って 見' j' ;に J U正されてし、〈 。 現地J f i l . H 30年、

往築家の手による 一 大食 ｾｲｭ 図芯 。

建 築 と 新素 材

樫 野 紀 元 著

鹿島 出版 会 1988年7 月 10 日刊 2.500円 214頁

主主築が袋ボする Ｎｲ ｬ Ｚ 能 と条件に対して、Ｎｲｵｾ，取

材 は ど こ ま で 対 応 し 得 る の か 。 ま た 、 そ の み

入 純 聞 は ど こ ま で 可 能 か な ど に つ い て 、 適 切

な 'IWII を 挙 げ な が ら ま と め ら れ た 本 ; ': : は、ま

さ に 往 築 へ の 新 ぷ 材 導 入 の 格 好 の 道 楽 内 i
l

::。

、、 こ れ か ら の 建 築 H を 巧 え る 上 で も 示 唆 添 い 。

P E R S - T E C H 

ノf ー ス テ ック

宮 後 ， 告 著

学芸 出版社 1988年 11 月 15 日刊 2. 800円 104頁

'"' ー ス を 身 に つ け た い 人 の た め に / と ハ ー ス

教 育 20年 の キ ャ リ ア を も っ li 者 が お く る 待 噌

の テ キ ス 卜 。 ハース技法のノウノ、ウとチ エン

クポイ ントを わ か り ペコすく初介し、カラフノレ

な イ ラ ス ト と Nli i紫色・向干 品見て♂t，Y;日k さi. l 、 ま さ に 、

前 飽 き る こ と な く 係 実 に 学 べ る " / 、ース決定 版。
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建築と新素材

個鹿野陣 元

1I，'HJ ト託押〉ンヨン約'.!lIl

抵 島 冊 目

剛帽脇信唖

慮鵬期ヘ闘う

= ューメディア

. . 刷完属奮会

居 住 者のマンション管 理

関西介譲共同住宅管理組合協議会の，舌動に関する記録

監 修 梶 浦恒 男

関 西 分 譲 共 同 住 宅 管 理 組 合 協 議 会 編

都 市文化社 1988年 12月1日刊 1. 900円 296頁

7 ンションの包: 理 組合 の 述 絡 組 織 rl比l住 tgJ j

が、 7 年 nnに わ た る ? ンンヨン竹' . f ! 1! の 符 験 と

交 流 を ま と め た も の 。補修問題、 災答と保険、

区 分 所 有 法 と 組 合 規 約 な ど 、7 ン シ ョ ン 居 住

者 が直 Ifii す る 機 々 な 問 題 に 対 し 、 本件 の 「記

録 」 は 説 f!}. 力 を も っ て 迫 る 。 待 望 の I!? の 登場 。

インテリジエントノ¥ウス読 本

暮らしと情 報 の 明 日をひらく

郵 政 IH研 究 会 編

ビジネス 社 1988年 12月15日朝J 1. 200円 272頁

4ZZ?の .m: に 「 未 来 を カ タ チ に し た い 少 の {工::'i::

川 " そ の 全 貌 と 無 限の 可能 性を奇::1介 J とある 。

ｩｦｾｉｉ 改ｼ品 ｬ 係者の自主的な研究会によ っ てまとめ

られ た ユ ニ ーク な3完本。 インテリジェントノ、ウス

の シ ス テ ム や 設計 上 のポイントミ? をためしい

やri 絵 と や さ し い 言 葉 で 説 明 。 Mi:. 1.五、" l ! ( の住宅

の I117干が き こ え て く る。

こ こ が 違 う プ ロ 達 の 生 き さ'ま

フレ、ソシュ建 築人をめさ守して

山 田 修 著

学芸 出版社 1988年7月30 日干IJ 1β 口口円 240頁

ｩ せ築設 Ｎ Ｑｦ ・ 椛泣 ー パースの 各 Ｇｉｾ 筏 所、住設会

社、職人道 Ｈ［ 在官業 Ｉ など 「 建築業 界 の 叩 ｉＢｉｾ 哉

附 の 実 態 J を 大 胆 に か つ 分 り や す く 託j主 さ れ

た ｲ ｾ 伴虎 の 巻 』。 ここに は ， 建築人の ＧＱ 三の ｪ Ａｩと

'1'. き隙 が 紛 ら れ て おり、 r iltj 力溢れた住吉長人の

誕 生 を J と開( [ う Jst 者の熱き忠、いが込められて

いる 。

成熟期へ向うニューメテ河ア

一 一高 度 情 報 化 社 会 と ニ ューメテV ア Vol. 4

産 業 開 発 調 査 会 編

産 業 情 報 1988年 10月刊 24. 000円 741 頁

21世 紀へ 前J l t て ま す ま す 進 展 す る J Ji度 的 報 化

討 会の今後を展望する 」て で 、ｩｊｬｾ と 思われる

政 書Ir の 政 府 関 係 資 料 を 制 集 し た も の 。 f山政省

の 「 屯 公 通 信 高 度 化 ビ ジョン 」 を は じ め 、 各

行 ｲｩ Ｂ の 地主主情報 化 施策 の 動 ｲ ￭ ， ｊ などを ｉ ｾｾ ｾ 山な Ｚ ｉ ｾ

j911 と健l表 で 紹 介。 ニ ュ ー メ デ ィ ア の r ( 1  ｲ ｬｾ Ｚ ｊ 。



- 私が読んだ本

『アメリカンホームの文化史」などについて

有 村 桂 子

私の ｾ ｾ Ｇ ￩ ｦＡ ピ Ｑ ミ活は大きく匹 ｬ つにわけられる 。 一つ ら、 世界の博物館 シリーズのうち 「アメリカ歴史 枇 j!:i: の売れ っ-(、 UJ! f' 千餓子さんの歯切れのよい

はその時々の設計している随員) t に関連のあるもの 技術博物館』 をもう 一度1m- 、てみた 。 数 11せの評論集 l立、読むこと に多少気 JIC、かしさをすよ

て¥現在は小学校の計画を進めており 、多 くの参 もう 一 つかなり而白か ったものに行色 l血道氏の える 。 しかし読み終 った時その楽天性に励まされ

考図書の中で而白かったものは、長倉康彦先生の r食事の文化 z論』がある 。 氏 の 著 作 r住月号釜山1の る。夜、の友人に熱烈! な千餓子ファンがし、て、何か

ｱ ｾｦｩ かれた 学校 』 と子安美知子さんの 『 ミ ュ ンへ 人'Ul 学』 も大変参考にな ったが 、『食 '1'; の 文化 論』 少しでも 批判的なことをいうと、 「それはあんたの

ンの小学 生』 てあった 。r聞かれた学校』 は一知支 も興味ひかれる本であ った。米食の問題、日本人 勉必不足や、反省せんとあかん」 とや っつ け ら れ

業に加えて児童の個性を生かすための教育、色々 の食生活にノ、レが日常ー化していく過紅、飲梢の変 る。 I:l Hくところによれば熱烈な千鶴-f 7 7 ンが、

なヴラエティにおんだ教育の展開を可能とするた 選、プランデーの水' ，Ifll がどのような情況の中から 彼女には数多くいるらしいが、そのカリスマ性は

めの施設内谷のあり方について熱をこめて語られ 出て来ているのか、食事作法の変選 、古代ロー 7 この不係定な1 I : 'f 代 の 中で彼女のもつ l明快な論血性

ている 。 五年 同lij にも読んて" 感激したが 、今読みか の ｪ Ｇｬ ｬｩ 長は 、 奴隷を ￻ｲｲ ｬ 料 にして 、人 ｉ ｾＧ ｊ で養地したウ と楽天性にあるのだと思う 。 評" 命が 人 を感動させ

えしても先生の熱意がひしひしと感じられる 。 ツポの料理を' 賞味したという記録があるという、 たH寺代と異なり、 言業自体があまり意味をもたな

コ ュ ン へ ン の小学 生』は、ミュンへンの y ユ タ あくなき食の快楽の追求は、そら怨ろしいところ くな っている現代のi'，'i i兄の 中て千品有のことといわ

イナー学校で娘さんを学ばせた体験記である 。子 まで行きつくという話、、、食事文化の変谷と場の| 基l ねばならない。

{共の能力 発達にあわせた 、楽し げ で、芸 術的 な生 係" など住居の問題を考えるにしても都市の問題 凶つ自の生活は、小説を訂L むことである 。私 は

活の 中から知的な興味を 引 き出していく学校生活i 知細小説が嫌いで、小説は長ければ長い従よく

の様子がひしひしと伝わ ってくる 。子安さんはご

専 門 が ドイツ文学であるため、シュタイナ- 学校の

建 築 や 室内空IMI に関して 、 この教書ーでは 笑|祭に生

活したお娘さんや、 P. T. A として学校にかかわ っ

た著者の感想や言 及が少ないのは多少残念である

が 、 ' DI E  WAL DORF S CHUL E BAOTJ を一緒に

みながら考えると 、後ましい教育成境である 。

二 つ目 の ｾ［Ｂ￩ｴｬ ｲＭ 生活は 、 起 ￟ｉ 味 の生活 と専門 の生活

の 中閉鎖域に属するもので、文化人矧学や文化史

系統、歴史系統の本を読むことである 。

最 jF i ' 読んだもののうち而白か った本の一つに 、

尊敬する名制集者、建築詳論家村![ 回実氏の企図 ・

編集による r アメ リカンホームの文化史』がある 。

J存者奥出直人氏は、専門が社会学でアメリカ研究

である 。この本においてアメリカンホームの変避に

ついて 、コロ ニアル様式のヴァナキュラーな住宅や

長くて商l 白 L 、小説に出会うと 、本当に生きていて

よか ったと思うぐらい似しい気持になる 。 ノマー ル ・

パ ッ7 の 『大 地』や、 A ・デュ? のモンテクリスト

伯 や 、司馬遼太郎の長持活庭史小説やレ ・ミセラフ

ルは 何 度 読んでも而白い。短々と続く人生や :J: ，物

の移 りかわりや、生活のディテールの展開がわく

わくさせてくれるのである 。 もう 一 つの わくわ くし

てしまう 小 説は、フリー Ｗ ントルやクィネル、初 ｊｾ ｉ

のフレデリ ン7 ・フォ サイスの- J! 主の小言見である 。

国際政治の持台裏で生きるやさしいスパイ遠の知

力をつくしたゲーム 。風邪を引き、上 り下りする

熱に浮かされながら l 日中暖かい寝具の中で、討しむ

幸せがど こにあるだ ろうか。

1w: 後に、先立jli' 古 本 屋 でi偶然手にいれた Bri an 

Fr oud とAl an dee による γ aenes J という美しい

本が私の十1Lの一1-，' こ泣いてある 。 人11¥1のZEtt! 力のヨil i

;:ょ;;ft;:ZL正式; 話 量、『司L Aza- - ニォ:r:zt: 二22421;

達していくにつれ 、ブル ジ ョ ワ ジ が 登 場 し 、 家 た ') 、子供達をミステリアスな世界へ案内してく

は単なる住む場所でな く、道徳的経済的な成J'}J を を考えるにしても重要! な示唆を与えてくれている 。 れる Faeri es の生前とディテール 、空間は M ' エン

誇示する象徴として考えられ 、歴 史上 の様式をリ ただ将来の方向として l J U( の食料生産の工業化が デの本以上 に私を楽しませてくれている 。

ノ〈イパルさせた住宅をアメリカ ンホ ムと考えた。 もっ とi . f f i むだろうと述べておられるが、当然のこ ( 建 築 家 ・神戸山手女子短期大学講師 )

そのような歴史的文化的背祭への言及は 、社会学者 とだが多f がるい 者[ l " r ! J 紋化とあわせてベランダ袋

の幅広い視己，が展開されてお り興味は っきな L 、。続 陸| や屋上向姓のようなI 7 li 'Jがないものだろうか。

いて、 19世紀後半から 20世紀前半にかけて、巨大企 続いて興味深か った本として 『移 民の日 本回帰

業の誕生と多くの移民の流入とし 、う社会的背景の 中

で 「悪趣味主大衆」が作り 出 したクイーンアン械式

の住宅や、この過剰l装飾の怒趣味な消費欲望を改

善しようという意図で考えられた 理性あ るア メリ

カ市民のため住宅り〈ンガロ ーハウス" の成立や 、

戦後の ｩ￬ｾ '/'1社会が活発化し、ホームオーナ一氏と

コンシ ュ- ' 7 ' 一夫 人の住い 情ランチノ、 ウス " の成

立 の 事情、都市化の進 行に よ る パ y ケージ ・サノ〈

ーブと し、う郊外住 宅地 の成立と 80年 代の特定の様

式が主導権を似ることなく、ポスト ・モダニズム

の ［ｪｬｾ 響をうけつつ 、過 去の機式が登場してきてい

る情況の分析も、日本の住宅. j';' Jj'f の歴史的展開と

考えあわせて考えると大変 ff fi 白い。 ただ残念なの

運動』 がある 。著者前 山| 盗氏はサンパウロ大学に

留学し、そのままブラジルの地 で給絡し、三児の

父となり 10数年生活してきた人である 。現 在 は 筑

波大学に おられる 。 ブラジルへの日本人の移民の

生活を初介しながら、典文化と典文化のぶつかり

あいの 中の精神憐造の変容過程や 、生活の 中から

出てくる悶々のエピソードは 、 外来文化を受け入

れ続けて近代化 をとげてきた私遠の生活との比較

において考えると興味深い。 しかし f止界の各都市

の出来事が同時 j並行的に電波を通 じ、映像として

生活に直被入ってくる↑ fi 報 化H寺代の 中で、異文化

と典文化の接触による文化の変容は、また新たな

展開と諜j在j を残してい っているのではないだろう

は 、建築の生産技術史的視点をいれてもらえると、 か。

ありむら けいニ

1942年 大 阪 市 生 ま れ

1967年 大阪市立大宇家政学百 ｉ｜ｦｴｬ ｾ Ｋ 学科卒業

1968年 神戸大' 学大学ド完工さF 研究科修 1" 諜位fI 告了

処ｾジャーナリズム研究所人社

1972年 象設計集団に参加l

東京造形大学講師

1973年 目向女 ｲｾＮ Ａｊ ｭ 大ザ講和 ｬＧ

Ｑ ＹＷＷｩ ｾ＠ 芸術選奨文部大臣賞受' f l ( グループ)

古川1，j1匝n学会' t t 石川1l ' 主1' l ( グループ)

淑徳 !J: H .ilYJ大学，Wi r.J Ji

1978年 象設kt 集団神戸アトリエ HfJ ぷ

神 戸山手女 ｲｾＧＮｩｬｾｬ 大字講和 ｊｩ

1981年 い る か 設 計 集 団|井l設 代 友 取 締 役

主な作品

松阪市働〈婦人の家、脇町図古館、

事 態 のf巴抱! がも っ と明確にな ったのにと疋Lいなが 三 つ目の読書生活は完全に趣味の世界に属する 。 ドーモエ ・千一口、 プチホテルアウゼ
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昭 和63年度・第2回若い会員の集い

みどり学習会( 第 13回)

チンチン電車で帝塚山

一 - " 1ちか〆みちヘホいえ砂の

みどりの景ぶらりぶらり 一 一

レポート

数日来の寒さに力[1 え、木村i しの l吹く午後 l 時半 、

集合場所の天王寺駅前歩道稿上に参加者全員が勢

ぞろいした 。 この日は主主行きもいまひとつは っき

りし なかったにもかかわらず 、当日参加 の方もあ

り、担当委員、事務局も合わせると 40名の大部隊

とな った。参加者は、建築、地域計画、造図の専

門家から主婦まで実に幅広く、とくに主婦が多か

ったのが特徴的であ った。 また、企画が干n・塚山の

住宅地を歩きながら、現地のみどりに税しもうと

いうものであ ったためか、見学コース周辺に居住

している方々の参力日が多かった 。

さて、見学の古11は、まず上町線に来 って帝塚山F

3 丁目へ移動することから始まった 。40名もの人 けに、非常F にわかりやすい語り 口で、 1 時間にわ

達が一度に電卓に乗り込むので混乱が心配された た り 「総合的設計としての風景t ・街 ・生 活」 と題

が、担当委員の適切な運営もあり、全員スムーズ して話された 。

に現地へ降り立つことができた 。 氏は、まず建築と造闘の違いを、前者が外に対

徒歩での見学の前にコースの地図など資料の配 して防衛的であるのに対し、後者は外側に向けて

布、説明があり、いよいよ出発。今回の企画には、 ややソフトであるとした 上 て"，，進国家は総合屋で

見学コースの途中にいくつかのスポ ントが設けら あれば良い」 との立場から、みど りが J9i¥最 ・街 ・

れ 、その地点にある樹木の名称当てクイズが組み 生活の 中で果たす役割などについて語った 。論淡

込まれていたため、各スポ ッ トでは参加者同士が の 中で とくに印象に残 ったのは、 「都市計画によ

情報交換をしたり、ちょうど、植木の現定をして りつくられたニ ュータウンは 画一的であり、 ゆら

いた職人さんにカンニングをするちゃ っかり組が 容が必要である 。大阪のニュータウンには熟成が

現れるなど、楽しい場面もみられた 。 また、古〈 不足している 」 との言葉であ った。泉北ニ ュータ

からこの地械を知 っているという参加者からは、 ウンに住む身品展からすると、泉北は千里ニュー

付近の変貌の係子を 聞 きながら歩く こともで きた 。 タウンにくらべ、大分ましではないかと思うのだ

見学コースが上町台地 の南の縁に位置している が。 いずれにしろ、人工的な緑地の熟成には、メ

ため、台地の上や谷底部にまたがり、地形的にも ンテ ナ ンスのための人間の手をいかに加えるべき

変化に 富んでいて 、生活の 中のみどりにもお屋敷 か、錐しいところであろう 。

町! 良か ら下町風ま でいろいろな顔があ った。途 中、 なお 、今回の企画では、，Wf. 7筑後大塚氏も交え、

街路樹の校がおとされ、名称あてにとまどうハプ 飲み物とスナ y クを楽しみながらの懇親会が行わ

ニングがみられたりしながら、終点の阿部世j 神社 れた 。氏は、この席でも参加者の質問に熱心に衿;

に到着した 。 えられ、和気あいあいのうちに時間が過ぎてい っ

引きつづき、会場を西成区民センターへ移し、 た。楽しいひとときを過ごして会場を出ると、外

大塚守康氏による講演が行われた 。大塚氏は本業 は雨であ った。

のかたわら、大阪芸術大学で講師 をされているだF レポータ宮野道雄/ 大阪市立大学生活科学部住居学科講師

何，・・の.. 

[ キ ワ ト ]

1l !> 1 ーの な い fl !> 回 唱の 晶， 時 ， . 曜 の な U

間 同 的 な 聞 崎 的 " 間 同 的 "

;事 た い 『 骨 "

• tl ; L . : 車んた J Ut l . : & んた

闘 し h ｉｾ＠ ( い 同 ， .  . い

[ キーワート]

刊 し み 脆 い

樹木名クイス I  I  I  樹木名クイス

I  I 什-f

図 - 1 ウォ ッチンクカード

企画を終えて

今固め企画にあた っ ては、 「みとり学習会」が 13

回 目を迎え、内容がマンネ リ化しつつあるのでは

ということや、 「みど り」 というものを、建築とか

造園とか一つの分野にこだわらずに新しい視点で

とらえていく、という点に留意しながら分科会で

討論を重ねてい った。

私見ではあるが、これまで12回行われた当企画 ノ
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の内容を大別すると、 一 つは 「造園作品の見学」、

もう一つは 「植物学的なみどリの学習」の機会を

設けてきたように思うのである 。 ただ 、これら の

企画の批判をするつもりは毛頭無〈、もう 一 つ別

の異な った1f t 1 J i l l i から、みどりというものを捉えた

いというのが私の願望であ った。

不L は、造図 tit 青|事務所においてみど りを専門の

職業としているが、正直なところその実体につい

ては終始最りかねている有様である 。 それは、み

どりというものが、それが笹かれた環境や、従え

る視占のi皇いによ ってさまざまな 「あり方」 を示

すからである 。 たとえば、大自然において生態系 F

の一つを織成する 柄物も みと りであり、家庭の庭

先に花をつける草花もまたみどりなのである 。 そ

して建築設計において、 一つの 「住宅」が設計者

にと っては 「作品」であり、{ 主み手にと っては 「住

まい 」 であるというようなことが 、造園の設計に

おいてもしばしば問題とな っている 。

ここで、この笑体のつかみ1 ¥11，、みどりについて、

造園学、植物学、生態学等の枠を超えた 一つの祝

点を紹介したい 。
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今回の議iii( をお時ii いした大塚守康氏は、「 i2i 匝l設

計とは、 lji に樹や物や空間iをデザイ ンするのでは

なく、そこで繰り広げられる人々 の生活をデザイ

ンす るこ とである 」 と述べている 。つま り、院に

関して 言え l i 、織の中にある鮒と事l' 祉の境内や庭

先の樹では、それら の持 っている人々の生t折に対

する役古11や、人々の樹に対する愛 ;{ iや! 必t，'j 等、間

と人の係わり} ' j が大きく異なるというわけである 。

私は、この 「人々の生活との係わ り」 を視点とし

たみどりの学問を、今回の企画として従案した 。

企画 ・運営に 当たった分科会では、どの僚にす

れば参加者に対して、企画の主 円であ る 「みど り

と生前の係わり 」について型解を深めてもらえるか

について討論が豆ねられた 。 そして、まず人々の

生活に' I s ' ｾｶｩ したみどりとい う こと で 、刷物凶 若手の

特定の地設 を対象とせず、 i行の，t，のみ どりを見学

し、その後で前述の大塚氏 をwき、みどりと生活

にｼ刻する内容の， ｗ ｪＮ ｩｾｬ 会を行うということに ｚ 訂正が

まとまった 。そして見学コースについては、高級

住宅街から下町まで景観に変化があり、さま ざま

なみどりのあり }'j を見ることができ、その uこ参

加者をつのる 際、ア ピ ル性に 優れているとい う

ことで帝塚山界わい が選ばれた。 またこの企画を

よリ魅力あるものとし、広〈一般の人々が参加し J

樹木当てクイ ズに煩を |凶ます

なり、参加者が見学途中でカ ー ドと同 じ風景を発

見し、そ の!瓜fit をどのように !' &<: じるかを、白河も っ

て用意した! 杉谷詞を用いて表現してもらうしくみ

となっている 。

このカードを 使用するこ とに よって、参加者が

注意深〈風対をとらえ、それをどう感じるかを、

向分自身に問いかけても らう ことを目標とした 。

またアトラ クy ヨンとして 、カ ー ドの写l 'l: の 中

に写っている樹木の名前当てクイズを行い、見学

の楽し みを 付け加えるとともに、より L 、っそう樹

木に親しみを持 ってもらえるよう工夫を加えた 。

この ウォ ッチングカードの使用は、特定の対象の

ない街並み の見学 に関して、かなり の効果を上げ

たのではないかと自負すると ころであ る。

市日のレポート

当日は、 11 月下旬にしては大変寒〈風の焔い臼

であり 、見学会の コンディションと してはかなり

惑いも のであ った。 その ため、多数の欠席者が rB

るのではないかと内心不安であ ったが、集合時間

内には、申し込み者のほぼ全只が集まり、予定通

り開始するこ とができ たのは幸いであ った。

天王寺からチンチン' ; ] i '11に来 って帝塚山 3 丁目

まで移動した後、帝塚山ミューズコート前で資料 J

大塚守康氏 の熱4'1'

とくに 比学時間を持つことも可能であ った。

1

"

昨日野神社から西成区民セ ンタ ーに移動後、大

塚守康氏による 「総合的設計としての 風景・街 ・

生活」 というタイトルて'講演が行われた 。

氏の ｊ 品 ｩｾＨ 内容は、造図家の立場から、泣闘の設

計・計簡の訴を交 えながら、倒木か ら術づく りま

で、普段人々が広〈係わる 問題を司? 塚山、 l主千; 、港

区等具体的な地区を題材にしながら、 ｾ Ｇ ｬ 門 ＨｉＨｊ な内

容を解りやすく話され、一般参加者に対しても、

十分に内容の理解できる明Itl 味深いものであ った。

議 ｩｾＨ 終了後、樹木名クイズの成績優秀者に対し、

食品が授与され、ひき続いて、飲み物を飲み なが

らのフリートー キングが行われ、なごやかな談笑

のうちに 閉会の時五11 を迎えるこ ととな った。

今 回の企画を通じて、みどリのあり方を jJ j _求す

る一つの方法にチャレンジし、 一 応の! 求米: は収め

たつも りではあ るが、まだまだ追求の余地があ っ

たことも事実であ る。今後こ のような企両の場合、

対象となるテー 7 や参加者の設定につい て、もう

少しタ ーゲ y トを絞 った方がより目標に近づ けた

であろうと考えている 。 また、見学会の|井Jfmに つ

いては、Ｇ，， Ｍ ｾ fl民の良い l時期lを選ぶことが大切である

こと を身 をも って知 った一日であ ったことを イ寸け

加えてお く。 田中 康 (若い会員の集い小委員会委員)

いよいよクイズの結果発表

Ｂｗｾ 反 山 の新名所 まさか ｉ ｾ ｉ 分 が ｎ

/  

やすく、縦しみのあるものとするため、干甘塚山 ま を配布し、見学コース、ウォ ッチングカード の記

での交通機関に路而電車の上町線を 利用し、 「チン 入方法等の説明の後、スタートした 。

チ ン'，r;: 率て' 帝塚山 」 というタイトルのもとに展1m ? ンンヨン化が進む帝塚山の1mとも言える邸宅

することとな った。 f : i j を抜け、中層団地、低層密集住宅地というさま

しかしながら 、ここで景観や建築に関して予備 ざまな街並み形態を呈するコースを参加者は、向

知識の ない一般の参加者が見学の際 、街並みやみ 分の関心 のある 建築や l員長にカメラを向けたり、

ど りに関心を 示し ながら歩くことができるかとい 樹木名クイ ズにmを悩ませた りし、 l時おり Il j，: < 強

う懸念が生じた 。 そこで、 一つの試みとして、街 ｉｬｬｾ に身 を民わせながらも 、思い思いに街並 みウォ

，If: みを見る方法のガイドとなるウォ ッチングカ - ''/ チングを楽しみながらゴールの阿部野神社へ I"It J

ド ( 図ー 1 参照 ) を 6 枚 ( 6 スポ y 卜) 用いること かった 。 スタートからゴールへの移動は 、綿密な

にした 。 これは、見 学 コース上 の ｉｬｬ ｾ Ｉ ［ Ｈ の写点と、 下見の成果があ り、時間1M' ) スム ーズに行われ、

対観の感じ万を表現するいくつかの! 杉谷詞 tすから f 途中 「ドムール北白 」等 、い くつかの著名後築に

11 時 II {(制63年 11 )126 U11J !I!介 13・30→解倣 l民 間

A  帥 ａＺ ｪ ｾ Ｇ ， ｖｍｩ 氏 ｻ 休式 会 社 ｽＮＺ ｊ 以Ｎ￬ｴｩ ｬ 曲 ｉ ， ｡Ｂｴ Ｇ ドＡＩｪ ，Ｂわ叶 ｬ ､

事/111 r，.  40 れ

i な スケジュール

' 3:30 t 町線 て' 帝塚山 三 111へ 作動

14: 1旧 I削長 岨ぴス ケ ジュール円 "lt' ij l

ＱｾＺ＠ '0  .，j;- J>! 山咋わ い見学

Ｑ Ｖ Ｚ Ｈ 同 ａ 帥 ｬ Ｚｬｦ ｾ

16:05 ，，，， ;，1  r総 f刊 (J ，::.t"，H- としての風jjt . ih .  'I :.i んについて

}.: J:ぷA 削 於k 阪市、Y州 1北[>( J ( セ ノ ター

17:05 l' tl:.t lt : 符止ぴ hn '['."，. ＮｾＱ 脱会

IR:t lO [ 別会 ・解散

官、1I II11II 'J'j 本 会 l' i' 、会 11的 地い'卜岳11 :苫吾 11

川 'I'Mi ' To. ，I; .¥I. t i r  川 崎 f uli

19 



4 第 11回情報・システム・利用・技術シンポ

ジウム 日 本 建 築 協 会 後 援 ー

日 本 建 築 学 会 主 催 の 標 記 催 し は 、 従 来 の 「 電 子 計 算 機 利 用 シ ン ポ

ジ ウ ム 」 を 改 称 し た も の で 、 今 回 は 特別テ ー 7 として「 都 市 テ ー タ

の 利用 」 を 取 り 上 げ 、 都 市 デ ー タ 利 用 に 関 す る ビ デ オ も 上 演 し ま す 。

「

ド

」

三一

日

と き 1989年 3 月15 白川 - 3 月17日闘

ところ 建 築 会 館 ホ ー ル ( 東 京 都 港 区 芝5- 26- 20)

参 加 賀 会員 ( 主催 ・後 段 団 体 会 員 ) 9 ，000円

会 員 外 15 ，000円 学 生 4 ，500円

1' 13 込 現 金書 留 に 60円切 手H占付の返信 用 封 筒 を同封して、 2 月末

日 ま で に 、 日 本 雄 築 学 会 ( 干 108 東 京 都 港 区 芝 5 - 26- 20 

電 話 03 - 456- 2051 ) へ 申 し 込 ん で 下 さ い 。

・3 月15 日 AM9  :  00 - PM 5  :  00 

Ｍ 諸問題と建築計画 Ｏ 桑 ｊｦ ｾ 松夫 Ｈ デル Ｗ アイ研Ｇ先所 Ｉ 、寺井達夫 Ｈ 主 ￟ 研 Ｉ ほか

・3 月16 日 AM9  :  00 - PM 5  :  45 

Ｍ 桃造と環境工苧 Ｏ 桜井議 ｲＺｉｾ Ｈ 早大 Ｉ 、 桜井修二 Ｈ 点 工大 Ｉ ほか

・特 別 講 泌 ( PM4:  15 - 5  :45)  

I  'tlt IJi II 住 宅 ・屯 JJi' l ビルから屯 Il iII 者11市 へ J / 坂 村 健 ( ｾＨＩ， Ｉ＠

・3 月17 日 AM9  : OO- PM 6 ・15

・都 市 計 画/ 高 辻 秀 興( 京 i 大)ほか

' C A D米 国 視 察 報告 / 伶 山4i 夫 (竹中工務' ，lf ) ほか

. 都市テ ー タ/ 笹 山 剛 史(阪大)ほか

・パ ネ ル テ イスカ ッ ション 「都 市 情 報 の 料 理 法 : 売 れ る 都 市 情 報 を

生 み 出 す ノ ウ ハ ウ ー 地 形 図 か ら イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン マ ガ ジ ン ま で ー 」

司 会 . 沢井健(プラスワ; . . - ) / 秋 山 実(国土地理院) / 林 秀美(ゼンリン) / 矢野 元

久(講談社) / 角聖T幸博一 ( i[ e通大阪支社)

4 シンポジウム「建築物のリニューアルに関

する諸問題と解決事例」 日 本 建 築 協 会 協賛 一

高11市文化やまちづく り、 あるいは建築経済やヒル経営に触れつつ、

国 内 外の 笑 践 例 の 紹 介 を ふ ま え て 、 リ ニ ュ ー ア ル を め ぐ る 諸 問 題 を

解 明 し よ う と す る シ ン ポ ジ ウ ム で 、 日 本，建築学会近畿支音111 ，建築経済

部 会 の 長 年 に わ た る 研 究 成 果 を ベ ー ス に し て い ま す 。

ヨコ

n w  

と き 1989年 3 月17日制 AM9  :  30 - PM 5  :  00 

ところ 後 設 交 流 館 . 8 階 ク リ ー ン ホ ー ル

( 干 550 大 阪 市 西 区立売劫1:2- ] - 2 電 話 06- 543- 2551)  

定 員 300名

参) )1] '11 日本建築学会会員 ] 0 ，000同 協 賛 団 体 会 員 11 ，000円

学 生5 ，000円 そ の 他12，000円 ( い ず れ も テ キ ス ト 代 含 む )

申 込 郵 便 振 込 ま た は 現 金 告 留 に て 、 3 月10 日闘までに主催の日

本 建 築 学 会 近 畿 支 部 ( 干 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 - 8 - 4

電 話 06 - 443ー0538) へ申し込んで下さし、 。 た だ し 定 員 に

な り 次 第 締 め 切 り ま す。

- リニ ュー ア ル が 拓 〈 新 し い ，W; 築のt止界/ 三 村 治 史 (京大)

. 建z築誕物の用 i途金変更事1伊例舎列1誹剥i主査t / fi結悩5日i 原+付紛「首ii治f内i ( 大阪市

. リニ ュー ア ル の 経 済 性/ 小林山 周(広大阪:[ 業大学)

.  ｉ 都市 の装置」による 町 つく リ Ｏ 園 Ｔｾ Ｍ ｾｾ 之 Ｈ リエゾノオ Ｗ ィスＩ

. カ ー ニ ハ ル プ ラ ザ/ 奥 井 敬 ifi ( 輿11肘|工i ) })

- 神 戸市 内 の 実 jflj を 通 し て 保 存 治 用 を さ ぐ る / 武 田 則 明 (武111住吉島払11

'1吋) j l'fr )

・ナフラ ンド京都 ・ナ ブ 堺 前 / 上 原 正行 (竹中工務応 )

. 海外4 j :':jflj に つ い て / 藤 本 佳 チ( 大谷女+I'j_ WJ 大学)

・パ ネ ルテ イスカ y ション 「建 築 物 の 修 復 と 再 生 の 諸 問 題」

I NF ORMAT I ON 
お知らせ

りんくうノ〈ウ 21 '? ' ! レープ 〈大成挫調附大阪支出はか 5 社〉

純水ノ、ウスグループ <h'l水 J 、ウ ス( 附ほ か 1 lJ. >  

大宅 ・大住協グル プ〈大匝府不動産'Ii業協同組合連合会liか6祉〉

東 急 ・ 鹿 Ｑ［ ｝ｾ .住商グル プ〈点急不動産(附i関西支社ほか 2 社〉

二 色の浜 M. M. U グル プ 〈三 ｪ 問、動産性ｾＮｫ阪支｜Ｕほか Ｒ 社 〉

大阪府貝塚市 二 色 の ｩｊｾ ノ マ ークタウンのー 古 ＱＱ て｜ 丸紅グループ <) L剥(尚ほか 4 tJ: >  

「二色 の 浜集 合 住 宅 コ ン ペ J

最 優 秀 決定 と応募 作 品 展示

大阪府主催のまち づく りコ ンペ 「二 色の浜集合住

宅コンペ」がH乍年 7 月に実地され、審査委員会の

審査 ( 委員長 : 日川市' 沈一大阪芸術大学教授 ) を続

て、12の応募作品の 中から、にしき環境創造体の

笑が最優秀作1日として本年 l 月27 日に発表された 。

この案は、平成元年度から 5 年度の事業J t l I聞 を

予定して、大阪府とにしき ｊｾｬｽｬｬ 右 ｉｬｪ 主体によ っ て卒

業化されることになる 。

なお、応募 12f1o，日の! 展示会は、 2 月20 日から の

4 日間、大阪国際交流セ ンタ でHll される 。

*  

・作品展示会 ( 入場無料)

と き 1989年 2 月20 日(11) - 23 日(本)

AM10 :00- PM 5  : 00 ( 23 日は m寺まで)

ところ 大阪国際交流セ ンター 1  1渚ギ ャラ リー

{ 大阪 rli .k E  .，'1'1>'. 1本町8-2-6 '， [t ;活 06-772-5931 )  

内 容下記応募作品の快明、図面、提案趣旨等

・応非者 (順不J"))

にしき E策局創 j主体 <f U.d ，i託銀行( 附はか 12社〉

R . N ・5 ・H 企業体 〈リバー疎1; (附ほか 3 社〉

戸田，建設 ・ 日興不動産グ ループ 〈 戸 山建設 Ｑ 楠大阪支 ｬｩ Ｇ ｾ ほか Ｑｈ Ｉ

大京、白水、新井、共同企業体 <(附大京大阪支庖ほか 3 H)  

住友不動産グループ 〈ωf Ul反:司

二色のJ浜兵K OS MY クグψ ル一 プ 〈近鉄不動1陀守附lは1劫カか‘ 4叶;社上か〉

下町再生案、 全 国から 募 集

神戸市は、同市の H O P E 計画の一環として、

インナーシティでの住宅、 i主成. t - ; l 改善の指針とな

る 「いきいき下町づくり提案」 を全国から募 り、

今後の町づく りに 反映させる 。

提 案 ・第 1 部門 下町づ くりアイデア

住みたくなる F町のイメ ージを 求める 。

神戸市内の実紅の区械を; t I t定し、文主主は

「災害 弱者の安全を考える」

論 文募 集 神 戸 市 消 防 局 一

神戸市は、. t 人、心身障害者、身体障害者等の

災害弱者の安全を維保する施策 ・対策を立て推進

するために必要な従言、アイテア、 'JW; IJ報併の，; 命

文を募集している 。本年 7 月に入選発表後、 i成優

秀 ・優秀作は、本年 9 月14 日に神戸市で|品JHi iする

' 1989年災者必者 ・国|努防 災ンンポジウム神戸大

会」会場で 入賞者本人により発表すること とな る。

*  

テーマ 部門 l 人命安全を目指す施設づく り

部門 11 災筈弱者と住環境

ほかに 、 ， ｾ三年者の疾病とそ の 対策 」 、 「 災

400字詰原稿用紙 3 枚に、イラスト .He: 図 書と地域ネ ッ トワーク 」部門あり 。

は A 3 判 l 枚程度にまとめる 。 規 定 論 文 は 、 B 4  *IJ 縦書き・ 400rr t. 古IJl¥f ，:'SFl '1ｾｩ｜［＠

・第 2 音11門 システム・ 設計 5  - 7枚( 図表| 徐いて ) ・県のポールペン

インナ- ; / テ ィ 再生のシステムや、街

区 ・住宅の具体的モテール設計を 、 A 2 宇IJ

1  - 2 枚に文、概念図か控築図面で表す。

n 金 第 1 部 門 特 選10万円、入選 2 万円

第 2 部 門 特 選30万' 円、入選 5 万円

応 必 兵庫県建築士会 ( 〒650 神戸市中央区北

長狭通 5 - 5 - 18 11i:話 078- 351- 2800)

へ、 3 月20 日- 31 日に持参か郵送する 。

詳細iは、 神戸市住宅局住環境終11ii1諜 ( 屯話 078

- 331- 8181  ) へ。

か万年筆による手書き 。 ワープ ロも可。

別紙に 表題、部門別、住所 ・氏名 ・年 I始

.  Ｇｾ ｉ ・ 別・職 業 ・ 電話番号 を 明 記する こと 。

n  松阪秀作 l 制10万問、催予H乍数制 5 万円、

佳作新千 3 万円、ほか記念品。

締 切 1989年 4 月末日 ( 当日i i ! i J:P有効 )

応ｾｾ先 制l 戸市消防局庶務課 (干650 神戸市中央1>'.1111

割引rr 6  - 5 ー 1 ';[t，lfi 078- 333- 0119)  
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い 草 、 大 ス パ ン 木 構 造 が変 わ ろうとしている 〆一 大 中 規 模 木 道 建 築 物の 設 計 結 工 講 習 会 講 演 葉 祥 栄 r 木 造 の か た らJ ほ か

3月 15日附 10:00- 16:50 於 盗 殺 主 流 館 ( 大 阪市 西 区立 売 堀2-1- 2) ー 鍛 5.000円、学生 3. ∞0円、申 込は新日本建築家協会近畿支部( TEL06-229-3371 ) へ



. 建材委員会工場見学会レポート

I NAX上野事業所

I NAXの拠点

上野事業所 3工場を訪れて. • .  

昭和38年に設立さ れた上野地区の工場で

本社工場の創立以来はじめて愛知県外に

建てられた工場で全国に 14ケ所ある工場

のなかで上野事業所はタイル工場 ・外装

工場 . f . 主総工場・小図工場の 4 工場を有

する大規模な生産工場として本社工場に

次ぐ生産量を有している 。

と き 昭 和63年 11 月15 日(火)

ところ 側 I NAX上野地区工場

三重県上野市三国及び上野市緑ケ丘

参 加 25名

昭和63年 l晩秋の一日建材委只会では 25名の

出席で、株式会社I NAX上野地区工場の見学会

を催すことができました 。

コマゴフ

この見学会の il' ¥fijii と打合せなどキ111 々とした配

慮は、建材委H 会委員総野鍛三氏 ( 現 ・桜木

工務自四国支応而IJ 支庖長 ) に大変お世話にな

りました 。

秋深い近鉄大| 波紋を特 急で 名仮駅まで来り

ましたが、沿線には、ススキや、セイタカア

ワタ チ草が、午前の秋の太陽のやさしい光に、

サンサンと !mらされ、山あり、川あり、谷あ

り、紋あり ( ;i; j・:染問 ) 、賞あり ( し、ちょう ) 、主lー

あり ( ケヤキ ) 、のー l隔の絵画をみるようであ

り、またススキの f，li 葉が、やカ、て冬の歪IJ 米を

汗げるようなうすら淋しさも! 感じさせました 。

八木を過ぎる ｾｴ￯ 聞は完全にメ ｉｊ り取られ茶 Ａｉ Ｇｬ

色一 色で あった。 Jti 窓からは、当麻寺とか、

国宝大日如来とか、奈良 仏教文化の匂いのす

る肴板が見受けられ車中でコーヒーを飲みな

がらＮｦｾ々の Ｍ ＱＱ 与 を過していると Ｇ ｪＨ 中 で隣Ａ お の

お年寄夫! r ，t } がこの辺は大| 坂辿f ! } j j劃だねと話し

ｦｔ っ ているのを ｪｈｊｾ 、た 。 私はｴＧ， ｉｊ 長からでも ｩｴｦｩ

う人がいるんだからこの辺は勿沿. I I 重野J 隆|だと

思 ったが、新しい住宅地に住む人 j主の古いコ

ミュ ニ ケーションに 相対し ているんだなと! 必

( 上野事業所案内リーフレ γ トより )

じながら 線外! 必のない生活を送 ってほしいと 初はポリ浴槽を造 っていたが24年の歳月と経

思う 。 上本町駅発 ＹＱＱ 寺 ＱＰ 分 一 名 ｉ ｊｬｾ駅 ＱＰＱＱ 寺 ＰＲ 分 験により新しい人造大J l l i 石の製品 7 ー ベ リ -

，{¥:. ..... INA X関係者の出迎えを受け 、駅前より ナが生産されていた 。

タクシーに分来して ＱＰ 時 Ｔ Ｐ 分じ ｾｴ 上型 ｦ タイル工 従業只数230名、協力工場の人200名、合計430

fLj に到着した 。

. 上野タイル工場

ここは ng和38年操業i刻始、従業員 430名、 24

時間三交代フル操業中であ っ た。 ここでは商

品名アガトス ( ギリシャ誇で大きくて立派と

いう意味 ) を生産している 。寸法は 900角、 600

角、 300角、外に 300X600、450X600、と製品

寸法がある 。面白| 寒性、全天{ 険性でありモルタ

ル塗下 地にエキポ シ樹脂をｐＮ ｾｩ 付け、または ｐ

C  阪に組みこみもできる、また石造りと同じ

方法でダボ使用もできるものである 。原料は

中国産 の !当然石でそれを粉砕して奴造するも

のである 。

さすがタイルの専 門工場だけ あ っ て、 ｾ￭ｬｩ 潔で

能率的で立派な製品の連続 ijkれ作業による製

ｪ 主 ｾｴｅ である 。

i支物や lHl げ物もそれぞれ造られており、入

念な施工方法のＨｩｊ ｦ ｾ先がなされており信似の十

分できるものでなるなと感じた次第である 。

. 上野住器工場

ここでは浴槽、ユニ γ トノ、スの他ノ マラボラ

アンテナも iit られている 。浴槽については最

名が働いているという 。

月尚一20億円( 常業波し ) でユニ ッ トパス部門は、

過当競争によりゐ、千ということであ ったが、

厳絡な製品検作 ( 艶 、) Lみ、，' . . ' ，凹等 ) カ、実地さ

れており、{ バJ : l J をJ屯んじる会社の祉l ! fl¥が! 必ぜ

らh; た。

.ht}り l緊メタセコイヤの和楽が美しい仁l し、工場-

lこ11央えて印象的であ った。

. 上野外装工場

この工場はモザイクタイルが主体で、まず

l日辺工場長の概時説明があり、従業員 230名、

月産 18万 m'、売上 111:i!:円 ( 月産 ) ということ

であ った。H召利] 40年に操業開始以米外袋、床

タイル、モザイクタイルを専門としてきた 。

7 % の含水率のある粉沫を唱に i絞め 1300'C で

焼くと約 1 '，'iIJ の納みが出米るということであ

った。説明をしてくださ った皆係も各工場と

も親切で実 l在で、明快でとても良い印象であ

った。

タ| 場カ、西の山| 療に沈む前のたそカ、れを受け

ながら名仮駅をあとにして特急で一路付iJ 金に

ついた 。紙而をかりで(附INAXt こ厚くお礼申し

t げ ます。

牧田頼治/ 建材委員
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A C 建 材附

アクリルゴム壁画防水化粧材

11- : 3: : "由寓ー山⑮

許可番号387117

許可番号387116

1  

1j 田園MAST
〈特 徴 〉

①新しい外装にf 1 り ます。

②下胞禰修から仕上げまでシステム化されています。

③錨体保護機能 ガ優れ疋工法です。

@ 耐久性 lご優れだ工法です。

⑤復層塗材の劣化状態に対応しだ工法ガ選べます。

信 頼あるセブン C Rシステム会 会 員に御用命下さい

大 阪 府 高 石 市 高 姉 浜3- 2- 33 0722- 63- 0321  大 阪 エ 蝶側 大 阪 市 西 区 間 娼 江3- 13- 11

大 阪 市 西 区 江戸 堀 1- 8- 15ニュエドノてシビル 06- 443- 6765 L附サン キッ ト 神 戸 市 東 灘 区 御 影 塚 町 1-4- 1

大 阪 市 東 区 本 町2-25 ビジネスビル 06- 261- 5222 サ ンプラス建 材側 大 阪 市 北 区 東 天 満 ト2- 2 ' 7 ナ力ピル

京 都 市 北 区 大 宮 北 箱 ノ 井 町 12- 9 075- 491 - 2973 セキシュウ技研鮒 大 阪 市 東 淀 川 区 菅 原 子 11 -35

倉 敷 市 遠 島 町 連 島4153 0864-66- 0378 鈴 木 興 業 側 京 都 市 左 京 区 聖 穫 院 川 原 町12

大 阪 府 茨 木 市 太 田3- 22- 14 0726- 26-61 1  1  竹 林 塗 装 工 業 側 大 阪 市 淀 川 区 新 北 野 ト 12-2

06- 531- 4814 

078- 811 - 8881  

06- 358- 3616  

06- 326- 1  088 

075- 761- 1226 

06- 301- 9281 

大阪中央建材(有)

富 士 技 研 興 業 側

側 金 沢塗 装工 業

黒 住 防 水 工 業 側

松 英 化 建 工 業 側

側 三 木 塗 装庖 大 阪 市 住 吉 区 苅 田2- 9- 35 06- 699- 6565 祉制特 殊 妓 研 大 阪 市 北 区 末 広 町3- 21星 和地 所扇 町ビル 06- 315- 07∞ 

小 野工 建 大 阪 府 傾，輩市 千 里 丘4- 14- 32 06- 389- 2831  東 洋 y ポ デ y ク附 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 ト2- 1 i高麗橋東，羊ピJ レ 06- 227- 1571  

附 大 阪 防 水 建 設 社 大 阪 市 天 王 寺 区 餌 差 町7- 6 06- 762- 5621  情1和 研 防 水 工 業 和 敬 山 県 西 牟 婁 郡 白 浜町 1075 0739- 43-11 16  

会 室主 包 ｾＺＺＧ￞ ミ ｚ 初旬
本 社 干 160 東 京 都 新 宿 区西 新 宿7- 18- 5 中 央 第7西 新 宿 ビJ レ302号

T E L.03(  366) 26161t也 F AX. 03( 366) 2619

大 阪 営 業 所 〒550 大 阪 府 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 ト8- 15 ニュ エ ド パ シ ビ ル4F

T E L.06( 448) 5661刊 F AX.06( 448) 5662 

22 挫 援 と社会/ 1989年 211¥)

九 州 営 業 所 干 812 福 岡 県 福 岡 市 東 区 馬 出 ト2- 21 第2岡 部 ビJ レ2F

TEL 092( 651  ) 574創世 F AX.092( 651  )5264 

埼 玉 事 業 所 干 355 埼玉県比企郡滑川町大字都25-43(東松山工業団地内)

T EL 0493( 56) 3195附 F AX 0493( 56) 4238 
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日本建築協会建材委員会l

本 社 干160 Ｊ ｊ［ ｾ 都 新市区刊新宿 Ｑ TI I 18砕 5 ¥} T E L  03 (366)261凶U

(中央軍 7 凶斬1(; ピル 3 F)  F AX 03 (366)2619  

k 阪常業所 干5 ω k 阪 市 西 区 江 戸 根 1 - 8 ー 15 T E L  06 ＨＴ ， Ｑ ＸＩＵＶＶ Ｑ ｾｾ＠

{ ニュー エ ドハ y ピル 4 F) FA X  06 ('148) 5662 

九州常業所 干812 kJ 匝1m福岡市点[;( .!!HIH f l 12$21 り T E L  092(651)514剖り

(車 2岡部ピル 2 F)  FAX 092(651)526，1  

. は じ め に

建 築 物 の 内 外 装 表 而 仕 上 げ 材 と し て 、 務 格 材 ( 1) 

シン) 、 複 層 塗 材 ( 11火付け タイノレ) 、 厚主主材 ( スタ ッ

コ) な ど が 過 去 か ら 大 ill に 用 い ら れ て き て い る 。

こ れ らの材 料 は 、 比 較 的 簡 易 に 極々 の紋 様 、 自 由

な 色 彩 が 得 ら れ 、 建 物 を 装 い 、 ま た 保 I'f!並 で き る が 、

経 年 に よ る 材 料 劣 化 は 避 け ら れ ず 、 美 装上 か ら も 、

建 物 の 保 護 機 能 上 か ら も 、 適 切 な 時 期 ] に 改 修 す る

こ と が 、 建 物 の 維 持 保 全 上 お よ び 耐 久 性 向 上 の 見

地 か ら も 重要 で あ る 。

仕 上主主材の耐用年数( 適切IJ 7J:・メ ン テ ナ ン ス ま で

の J tll 間 と 解 釈 し て ) を 、 通 常 10 - 15年 と 見 な す と

現 在 ま で の 改 修 工 事 に お い て は 、 過 去 の 仕 上主主材

の ｾｊＺｩ 聖書 動向から砂 壁状 吹付材 Ｈｩ｜ ｉ ｪＮ 主 主 材Ｚリ ンンＩ

が 旧 表 爾 仕 上 げ の 主 体 で あ っ た 。 し か し な が ら 昭

和 40年 代 の お わ り はi か ら急激に 絞 l音塗 材 ( 吹 付 け

タ イ ル ) の 議 袈 が仰 び て お り 、 今 後 は 、 復 層 塗 材

の 改 修 が 主体 と な って く る と 判 断 さ れ る 。

こ の よ う な 状 況 か ら 、 今 回目欠付け タイ J レの改修

ン ス テ ム と し て " フレ y シュ ・7 スト .. ( M a i nte -

na nc e  A u dit S y s t e m o f  Ti l e- l i ke C o ati ngs ) ;が開 発

さ れ た の で こ こ に 紹 介 す る 。

. 特 長

① 新 し い 外 装 に 匙 り ま す。

② 下 地 補 修 か ら 仕 上 げ ま で シ ス テ ム 化 さ れ て い ま

す 。

③ 躯 体 保 護 機 能 が 後 れ た 工 法 で す。

④ 耐 久 性 に 優 れ た 工 法 で す。

⑤ 複 層主主材の劣化状態に対応した工法が選べますL

は、 一 般に紫 地 自体もひび ｾＡｦ ｬｪ れ、欠航、鉄筋派 出、

そ の他 の 劣化 現 象 が か な り見 られる こ と が 多 い 。

この 段 階 で は 、 旧 仕 上塗 材 自 体 の 今 後 の 耐 久 力 が

期 待 で き な い た め 、 旧 仕 上 裕 材 を 全 [ 釘 ケ レ ン 除 去

す る 必 裂 が あ る 。 ケ レ ン 方 法 に は 、 サ ン ド グ ラ イ

ン ダ掛 け 、 は く り 斉11に よ る 薬 液 処 理 、 超 高 圧 水 洗

浄( 15 0 0 k g/ c，げ ) 、ウ ェ y ト サ ン ド プ ラ ス ト な ど 各 種

考 え ら れ る が、標準として 、 はく り斉11処 理法 を i選定

した 。 表 而仕 上 げ に は 躯 体保 議 機 能 が 高 〈 、 耐 久

性 の 優 れ た 仕 機 としている 。 こ れ ら の 概 裟 に つ い

て 表 1 に 示 す。

複 層 主主 材 の 経 年 に よ る 劣化 状 況 に つ い て は 、 単

に 紫 外 線 、 熱 、 水 な ど の 劣化 外 力 に よ る 自 然 劣 化

だ け で な く 、 む し ろ 新 築 時 の 下地 乾 燥 条 件 、 施 工

H寺の気象条件 、 材 料 訓合 条 件 、 所袈 畳 な ど 、 当 初j

の 施 工時 の 条例ーが適 切 で な い場合に、 吉野しく劣化

進 行 す る 傾 向 に あ る た め 、 経 過 年 数 の み に よ る 改

修 仕 様 決 定 は 危 険 で あ り 、 今 回 の よ う に 劣 化 状 況

に 合 わ せ て 改 修 仕 様 を 選 ぶ こ と と し た 。

改 修 時 に は 、表 面 仕上 げ 材 の み の 選 定 で は 、 不

十 分 で あ り 、 下 地の 補 修 も十 分 行 っ て 、 仕 上主主材

との組 合 せ が 適 切 な も の で な け れ ば 、 改 修 以 後 の

美 装保 護 機 能 、 耐 久 性 的l上などを望めなし、 。 した

が って下 地 補 修 材 と 仕上 惜 材 を組 合 わ せ た 改 修 仕

様 を つ く り 上 げ て い る の が フ レ y シ ュ マ ス ト の 特

長 で あ る 。 補 修 方 法 に つ い て は 、 図 1 に 示 す 。

図 |

. フ レ ッシ ュ マ ス ト 工 法 の 概 要

絞層 主主材 仕 上 げ 而 は 、 経 年 に よ り 微 々 な 劣 化 状

態 を 示 し て お り 、 改 修 仕 様 を つ く る 上 て ¥ 旧 仕 上

材 の 劣化 度 に 対 応 し ている こと が 重 姿 で あ る 。 こ

の た め 旧 仕 上 材 の 劣 化 度 を 3 段 階 と し て い る 。

劣 化 度 I は 、 比 較 的 軽 微 な 状 態 で 、 上主主材 ま た

は、 11: 1仕 上 材 表 而 の ひ び 制 れ を 被 税 し 保 護 す る サ

ー フ ェ ー サ 一 層 と 、 上主主材と の 組 合 わ せ た もの で、 ・表 | フレ y シュマ スト 各工法の概要

旧 仕 上 段 材 の 鋭 機 を 生 か し つ つ リ フ レ y シ ュ す る

工 法 を 選 定 し て い る 。

劣 化 度 H は 、 旧 絞 層 主主材 の 劣 化が か な り 進 ん だ

状 態 で 、 全 体 と し て 旧 仕 上 材 自 体 、 活 肢 を保 持 し

て い る も の の 部 分 的 に は 、 ふ く れ 、 は が れ 、 付 売f

力 低 下 を 生 じ て い る 段 階 で あ る 。 この 場 合 、 不具

合昔日をケレン 修 復 し 、 保 護 仕 上 げ 層 を 形 成 す る こ

とにな る。 改 修 仕 僚 と し て は 、 防 水 仕 上 げ す る も

の 、 よ り 大 き な ロ ー ラー模 様 を 形 成 す る も の 、 可

と う 性 の あ る 埋 め 戻 し 府 と 新 た な 耐 久 保 泌 j習を組

合 わ せ た もの 、 な ど が あ る 。 旧 仕 上 材 の 劣 化 が か

なり i並 行 し て い る の で 、 い ず れ の 改 修 仕 機 も 新 た

に 保 議機 能 を 付 与し 、 耐久 間 で も 優 れ た も の を 選

定 し て い る 。

劣 化 度 目l は 、 旧 f士ヒ2名付 の 劣化が広範囲であり、

接 着 力 低 下 も か な り 大 きい 状 態 と い う。 こ の場 合

本 シ ス テ ム に お い て 選 定 さ れ た 補 修 材 、 仕 上 1!(5_

材 は 、 全 般 的 に 可 と う 性 の あ る 材 料 で 統ー さ れ て

おり、 改 修材 が 高 強 j支 の た め 、 下地 、 旧 仕 上げと

の 強 度 差 を 生 じ 2 次 的 な 不 具 合 を 生 じ る の を 避 け

て い る 。 また改修材料は有I i 修材、仕上主主材とも、

セメ ン トと; j ; ' ') " ? ー の 複 合 タ イ プ を 主体 と し て お

り、 ケ レ ン 補修音11、 IEI 仕 上段 材 の 両 者 に 相 性が 良

〈、し かも 耐 久 性 函 で も 良 好 な こ と に 儲 な さ れ て

いる 。

特 に 奨 め た い も の と し て 、 劣 化l支 I 位 皮 の 場 合

では、今後のメンテナンスサイクノレ延長と、長〈

美 装 性 を 確 保 す る た め 、 ゴ ム サ ー フ ェ サ 処 理 後

の 変 成 y リコー ン 上 塗材 ( セシセブント y プ M S )

塗り ( 写真・ 1 ) が あ り 、 劣 化 度 [ ] 、日l で は 、 下

地 割強 材 S 処 理 後 、 無 機 / 有 機 複 合 形 仕 上 塗 材( セ

ラ セ ブ ン ス ー パ ) 塗 り ( 写真 ・ 2 ) が あ る 。

( 長谷川宏/ 建材 委 員 )

匝B I i! 1 写真 l

ひび割れ処理後の上塗りによる リフレ ッシュ

匝E I i! 1 写真 2

埋め戻 L 後、新たな仕上げ

工 法 名 工 法 内

句骨、

MA - l工法

軽皮肉劣化面に対する簡易な

セラセブント y プA C (弾性アクリルエナノ J レ) 塗 1)

トy プコートによるリフレ ; t: ;"' - ユ

劣

M A- 2工法

経! 且な劣化面に対して町紐耐候性 1) フティング防止用にセブ ンメンテンーラー処理後、紐iitf車性

化 トy プコートに よるリ フレ y ンユ のセラセブント y プMS (l !単位変成 ンリコーンエナメル) 塗 リ

度 旧控膜のへアークラ ，7 を処理してト y セラセブンゴムサー 7 ェーサー ( 可とう 性ポリ 7 ーセメント系)

MB - l 工法

プコートによるリフレ y シュ 処理後セ ラセブン卜 y プA C塗リ

M B- 2工法

旧塗E量的へアー クラ ，7 を処理 して ‘ 趨 セラセブ ノゴムサーフェーサー処理後、組耐候性的セフセブン

i t 候性ト y ブコートによるリフレ y ンユ トy プMS檎 1)

M C 工 法 防水形阪府塗材による織能性付与 セラセブンT S (防水形惚府盗材 E ) 控リ

劣

化

M D 工 法

厚付けロ ーラー主主りによる新たな

セラセプノ パ y ト( 可とう形1草付けローラー塗材) 塗 リ

度 パター ンへのリフ レ y シュ

II 
旧塗肢を弾性モル 7 Jレにて埋め戻し、 下地調鐙材 S にて埋め戻 して平坦化し 、セ ラセブンスーバー

M E 工 法

耐久. f呆績仕上げ ( 無機系防水形政府塗材 ) 設 リ

111 度劣化 M F 工 法

劣化旧盆膜をはくり剤等で除去し 旧 塗 限 をカ ｹ ティングし、リムーパー Ｈ は〈 リ ｾ ｊＩ で処理除去

耐久保積仕上げ f主‘ セ ラセプンスーパー主主リ

- ニ の コ ー ナ ー 拡 充 の た め の ご 意 見 ・ ご 要 望 等 お 聞 か せ く だ さ い。 ( 社 ) 日本建築協会主主付委只会 ( .1¥畑 ) 23 
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再 開 発 地 区 計 画 制 度 の 創 設

再開発地区計画制度が、「都市再開発法及び建築

基準法の一部を改正す る法律」によ り創設された。

本法は 、昭和63年 5 月20 日に公布され、同年11月

15日に施行されている。ここではその概略につい

て説明したい。

近年の状況

近年、経済、 社会構 造の変化に伴い、重厚長大

型産業の停滞等、産業構造の転換が進んでいる。

また、物流、交通体 系の近代化 も急速に進みつつ

ある。 これ らの変化に伴 い、 その拠点としての大

規模工場や、鉄道操車場等流通施設用 地 などにお

いて、低利用 ・未利用地が多く発生して きている 。

これらの土地は、比較的交通の便がよく、工業

系土地利用のため土地 が低度にしか利用きれてい

ず、道路公園など公共施設が不十分であり、さら

に土地がまとまっているなどの特徴がある 。

また、これらの土: l t ! ! . のある地域においては、そ

の産業の停滞により 、地域の活性化を求める 声が

強〈、地域の笑作i に応じた公共施設の強制l J 、地域

の活性化に資する施設の導入が謀題とな って いる 。

再開発地区計画制度は、このように発生してき

た低 ・未利用地の一体 的かつ総合的な市街地の再

開発を行う こ とによ り、都市機能の更新をはかる

とともに、住宅、宅地供給の促進と、 地域の活性

化 を進めようとするものである。

再 開 発 地 区 計 画 制 度 の 概 要

( 性格)

都市百七画 として市町村が決定する。再開発地区

計画は「地区計画等」に組みこまれた。 ( 都市計画法

現 況

第 11条の 4 第 1 項)

( 対象地区)

次の条件 に該当する区域で一体的かつ総合的な

市街地の再開発を笑施することが適切 であると認

められる区域 (都市再開発法第 7 条の自の 2 第1項)

①現に土地の利用状況が著しく変化 しつつあり、

又は著しく変化することが確実であると見込まれ

る区域

②十分な公共施設のない区域

③当該土地 の高度利用を図ることが都市の機能更

新に貢献できること

④用途地域の定められた区域

( 再開発地区計画に定める内容)

[同法第 7 条の 8 の2 第2 項)

①種類、名称、位置及び区域、面積

②再開発地区計画の目襟並びに土地利用に関する

基本方針、その他の盤備及び開発の方針

道路、公園その他の施設の配置及び規模 (都市計

画施設及び③の地区施設を除< )

③主として街区 内の居住者等の利用に供される道

路、公園その他 の 施 設 ( 地区施設) 及び建築物等

の整備並びに土地の利用に関する 計画 (再開発地

区整備計画)

さらに再開発地区務備計画については、 J大のう

ち必要なものを定める。 ( 同法第 7 条の B の2 第3 項)

(イ) 地区施設の配置及び規模

(ロ) 用途、容積率、高き、壁面の位置等、建築物等

に関する事項

付その他の土地利用に関する事項

容積率の最高限度については、用途地域に関す

る都市計画で定められている 一般の容積率を超え

再開発地区計画制度による土地利用転換のイメージ

完 成

途中段階

主s 設折パ ノ フ レ y トヵ、ら

24 也量 と社会/ 1989可 2 11 日

て定めることができる。

( 行為の届出等)

( 同法第 7 条の 8 の3)

①再開発地区計画が定められている区域内におい

て怨築物の建築等を行おうとする者は、市町村長

に届け出なければならない。

②市町村長は届 出があった場合、その届出に係る

行為が再開発地区計画に適合しないと認めるとき

は、設計の変更等を勧告することができる。

( 再開発地区整備計画についての要請)

再開発地区計画の区域内のうち、建築物及び、

公共施設等の整備を行うにふさわしい相当規模の

土地の所有者等は、その全員の合意により、建築

物及び公共施設等の整備を内容とする協定を締結

した場合は、再開発地区整備計画を定めるべきこ

とを要請することができる (同法第 7 条の 8 のり

( 条例に基づく制限)

再開発地区整備計画が定められた区域内におい

て、建築物の敷地、 構造等、又用途に 関する事項

で、再開発地区計画の 内容として定められたもの

を、条例で、これらの制限とし て定めることがで

きる 。 ( 建築基準法第68条の 1 )  

( 制限の緩和)

再開発地区整備計画の定められた区域内におい

ては、

①その再開発地区整備計画の内容に適合し、かっ

特定行政庁が交通上、安全上、防火上、 1えび衛生

上支障がないと認める場合は、同法第52条の規定

( 一般の答相率制限 ) はi盛期しない 。( 同法第68条の 3

第 1項)

②敷地内 に有効なさ日也が確保されていることなど

により、特定行政庁が交通上等の観点から支障が

ないと認めて許可した場合は、同法 ｾ ＵＶ 条の税定

( 斜線制限等 ) は適用しない 。( 許可に際し建築務jl t

会の同意が必要 ) (同法第68条の 3 第2項、第 3項)

③再開発地区計画に定められた土地利用に関する

基本方針に適合し 、かつ当該再開発地区計画の区

域における業務の利便の増進上やむをえないと認

めて許可した場合は、 用途制限の特例が認められ

る。( 同法白1¥48条ただし詑 illimによる ) ( 同法第68条

の 3 第 4 項)

有効な活用に向けて

最近の地価高騰対策として、各方面において稜々

の対策が講じられてきたが、国においても昭和63

年 6 月初 日に総合土地対策要綱が閣議決定され、

土地対策への取 り組み方向が示きれている。その

中で、宅地対策、住宅対策等の推進として都市再

開発、住宅地開発の促進や、低 ・未利用地の利用

促進を 図 るとされてい る。また、その 中におい て、

地区計画制度、再開発地区計画制度の効果的 な活

用 を図ること とされている。

今回創設された再開発地区計画制度により 、既

存の事業制度、法制度等によるまちづくりにさら

に新しく効果的な手法を加 えることにな った 。こ

の制度が、都市機能の更新や土地問題など種々の

課題に対 し有効に活用 されることを期待したい。

(大阪市計画局計画部都市計画線地織係長 加藤照男)
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部門だより

構 造 物 試 験 室 ・ 企 画 室一一

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 ・吹国市議白台5 - 8ー1 干565

電 話 ー( 06) 872- 0391 F AX" ' (06)87 

業務時間 ・平日 9  :  Ｐ 日 ｾ ＱＷ :  00 

土曜 Ｚ Ｙ Ｚ ＰＰ ｾ ＱＲ Ｚ 目。

構造物試験室

1.構造部門

受託業務の傾向

(1)  高層 ｒｃ 架構用音 ＱＱ 材の ｉｾ 日発研究に関する試験

近年、 R C造高層建築構造物の開発研究が設計 ・地工分野て咋fj 力

的に推進されてきており、これを受けて高強度材料を用いた高層 R

C 梨構用性、はり、柱はり: 嬢合音11の耐力と変形性能を確認するため

の大型模型 ( 縮尺 1/3 - 1/2) 試験依頼が増えています。高強度材料

の使用に伴う装置の大容量化が求められる傾向にあります。また、こ

れから高層 R C の開発を手がけようとしている企業からの実験研究

計画の相談にも応じています。

(2) 非耐力 壁等の変形追従性試験

プレキャス トコンクリート製カ ーテンウオール、それと躯体と の

接合音11ファスナーの製造 ・施工に 当って、その変形追従性能確認の

ための試験依頼が従前よりやや多くなっています。 この試験は 、L幹

線的加力法のみでなく、動的加力法によ っても行われる場合が多く

なっています 。

(3) その他の試験 ・調査

鋼桃造柱はり接合音11、コンクリー卜充填鋼管柱、合成床、太径鉄

筋使用 R C実大はり、型枠コンクリートブロ y ク造壁体、銅製継手

を有する集成材牲はり接合音 Ｑ Ｑ 等々の、 最近 ｉｾ 日発が進められている各

種構造苦11材の力学性能雌認のための縮小 ・笑大模型力日カ 試験受託と、

既存建物の耐力診断の問合せ ・受託の増加も最近の特徴です。

2.風洞部門

受託業務の傾向

(1)  大規桜建物建設に伴う周辺風環境予測の風洞実験

縮小模型を用いた建物周辺気流の iWJ 定で、最近ーの市街地再開発、

高層 7 ンション等大規桜建物建設ブームの 中で、こ の種の風洞実験

受託がW:JJfIし ています。11;111創l ・計 iWJ システムの改良がタイムリーに

実地され、実験カ、正 Ｑｩￏｾか つ迅 ｩ 主に行えるため、 実験結果を設計にフ

ィードノ〈 γ クできる点で、好，Wをt'-'j しています。

(2) 高層建物に 作用する風圧( 力) 予 iWJの風雨] 実験

縮小模型を用い た建物壁面の風圧及び風力 iWJ 定で、高層建物や形

状が特殊な大規模建物についての実験受託が増え、上記と同様の理

由で、 設計の初期段階でフィードパ ックが可能になっています。

(3) 超高層建物の風による振動の風洞実験

この笑験の受託は 、これまで殆んどないが、最近この方面への関

心が高ま っており、この実験の受託に対応する技術を修得するため、

当者11門の研究員カ、現在、京都大学で研修を受けています。次年度か

ら受託できる見込みです。

3 土 質 ・ 基 礎 部 門

当部門は、次の基本目標を掲げて本年度開設し、既に土質試験、

基礎地盤関係の診断等の受託業務を実施しています。関係各位の全

面的なご支援ご協力をお願いします。

基本目標 ( 5 ヶ年目十回 )

(仕ωIυ ) 土質 . 基礎l供閲品期h辿』些iの試験 . 計計屯 J訓洲11山則11川lリ結来の解解. 析 . 判断能力 の4修妻f符寺。

(α凶2幻) これを 支援する手段としての土f質f 試験! 原京位置試験設{併備i術" <7σの〉繋{申鮒備!市桁1前j  

と同試験法の開発。

(3) 研究員の拡充強化と 実験室の開設 ・整備。

企 画 室

1. 現 状

専任 2 名と兼任 2 名が業務に当っています。昭和47年に新設され

た当室は、これまで、本来の企画，広報宣伝業務よりも、建築技術

安全審査の事務局として、また J IS 工場の公示検査の担当部局とし

ての業務など、事業業務に専念せざるを得なか ったのが実状で、今

後は本来の業務、特に企画業務に力を注ぎたく考えています。

2.審 査 等 の 受 託 業 務 紹 介

1  ) 建築技術安全審査委員会

当委員会の i設近の 6 年 HIJ の受付け件数は 表-1 c 7 ) 通りでこのところ、

評価案件数が増え、建設業界の動向が反映されているようです 。な

お、こ の「評価」 とは、建設省住指発第96号の通達に基づく 、高さ

が45mを超え 60m以下の高層建築物の構造安全性の審在の こと です。

2  ) 国際花と緑の博覧会( 花博) 出展建築物等評定会議

来年鶴見緑地で開催予定の花博の仮設建物等の防災評定と桃造評

定を花博協会より袋約され、l I i・年の 4 FJ 、当所に際記の会議 ( 議長

: 償尾義民京大名 仔教授、防災評定委員長: 寺井俊夫京大教授、椛

iiE評定委員長: 若林' c t 当所所長 ) が設置され、昨年 12月末日 現布、

防災 17件、構造 2 件の案件を受付け、委員の ご協力を得て、順調に

評定作業が進められています。

3  ) 公示検査

通商産業省の依託を受けて昭和56年度から笑施しております 。当

所の担当は、大阪 j凶政局管内のうち建築 ・土木関係で、工場数は 表

- 2の通りで、五I ! U: 3 名のスタ ッフがこの業務に当 っています。

表ー1

一

日

一
川

63 ・

10 

13  

年 度 63  

8  

134 

品目数

工場数

25 



コーポラティブ住 宅 の 将 来 性

家 を 建 て た い 人 び と が 、 集 ま っ て 組 合 を つ く り 、 協 同 し て 集 合 住 宅 を 建 て る 方 式 ( コ ー ポ ラ テ ィ ブ 住 宅 )

が、首都圏や近畿圏を中心に主主の根的に広がりだして、十数年になる 。 今 日 ま で で 約 二 百 組 合 、 延 べ 五

千 戸 の 住 宅 と 推 定 さ れ る 。 こ の 方 式 のメ リッ トとして 、ふ つ う 三 つ の 点 が よ く 指 摘 さ れ る 。 一 つ は 各 戸

が 好 み の 設 計 の 住 宅 を 実 現 で き る こ と 、 二 つ に リ ー ゾ ナ ブ ル な 価 絡 で 取 得 で き る こ と 、 三 つ 目 は 建 設 段

階 で お 互 い に 気心 が 知 れ 、 住 み 始 め て 付 き 合 い が ス ム ー ス に い く こ と で あ る 。

上 の三 点 の う ち 、 参 加 者 が 最 初 に 動 機 と し て 飛 び つ く の は 、はじめの二点であるが、住んで後の感想、は、

三 番 目 の 点 を 評価 す る 人 が ひ じ よ う に 多 い 。" コーポラティブ" は 協 同 と い う 意 味 で 、 個 人 の 自 由 を 認 め

ながら 、必 要 に 応 じ て 助 け 合 っ ていくという点が育ちつつあるのは喜ばしし、 。 こ れ か ら 日 本 が 高 齢 化 社

会 に 進 ん で い く こ と 考 え る と き 、社 会 原 理 と す べ き キ ー ワ ー ド は 「相 互 扶助 」 の 精神 で は な か ろ う か と

思う 。 最 近 私 た ち は 、 び わ 湖 湖l西 の 公 団 団地 で 、 日 本 で 始 め て の 戸 建 住 宅 の コ ー ポ ラ テ ィ ブ づ く り の 支

後 を し て い る が 、 参 加 者 は 偶 然 に も 、 七 十 歳 の 世 ， 箭 主 を 筆 頭 に 、 老 ・ 壮 ・青の世帯ノくランスからなって

い て 、 各 世 代 か ら 、地 域 づ く り の お も し ろ い ア イ テ ア が つ ぎ つ ぎ 生 ま れ て い る 。 き っと ユ ニ ー ク な 地 縁

社 会 が 育 つ の で は な い か と 楽 し み に し て い る 。 ( S . S )

六 つ の 風 土 と と も に一 一丹 波

か つ て 高 度 成 長 期 、 公 営 住 宅 や 学 校 な ど の 公 共 建 築 が 、 大 量 に 供 給 す る こ と を 目 標 と し て 全 国 的 に 画 一

化 された時期j が あ っ た 。 こ う し た 中 で、兵庫県営緋は、 地 域 、建 築 の 1101'1企 を テ ー マ に 内 部 設 計 を 維 持 し

な が ら 活 動 し て き た 。 そ れ が 低 成 長 期 と 言 わ れ る よ う に な っ て か ら は 、 地 方 の 時 代 と か 村 お こ し 、 町 づ

くりというように、 一 展 、 失 わ れ つ つ あ る 地 域 性 の 再 評 価 が な さ れ る よ う に な って き た の だ が 、 昔 日 の

努力を思うとＡｾ慨深いものがある 。

「村おこし、問] づく り」 と 言 え は lI io年 ホ ロ ン ピ ア 博 覧 会 が 開 催 さ れ た 丹 波 篠 山 は 、 特 徴 的 な 街 並 み を

事111に、 地 域 の 方 々 が一 体 と な って 観 光 の 街 と し て 活 性化 を 図 り つ つ あ る と こ ろ と し て 注 目 さ れ て い る 。

妻 入 り商 家 鮮 や 武 家 屋 敷 跡 な ど の 伝 統的建 築 群 、 多 紀 連 山 に 固 ま れ た 自 然 環 境 、 松 葺 、黒豆、 山芋 や ボ

タ ン 鍋 な ど の特 産 品 、丹 波 夜fiEで知 ら れ る 城 下 IlfJ ら しい 文化 か ら デ カ ン シ ョ 祭 りの 庶 民 文化 な ど 、 そ の

特 性 は 笑 に 12餓 で あ り、 魅 力 的 で あ る 。 こ の よ う に 笠 か な 地 域 の 住 民 の 全 生 活 を 、 そ の 歴 史 や地 理 的 条

件 を 含 め て 分析 し 、 鋭 い 洞 察 力 に よ り内 的保l : i ili まで把握する作業は、国型It を極める 。 さ ら に そ れ を ど こ

ま で 建 築 行 為 と し て 昇 華 で き る か 、 そ の 手 法 も 多 様 で あ る 。 そ の 努 力 が う ま く 行 く か ど う か は 、 場 所 の

特 性 を 凝 祝 し 続 け る 、 創 る 似IJ の安鋭、次第である 。 結 局 の と こ ろ 、 そ の 人 の 思 想 性 と 1 佐かさ " の 問 題 て

あろうと孟L は思う 。 ( Y . M )

平 成 に 思 う

控 築 を こ こ ろ ざ す 誰 も が 思 い 出 と し て 持 っ て い る も の 、 そ れ は こ の こ と を 始 め た 頃 の な か ば 狂 信 的 と も

い え る 創 作 に 対 す る 思 い 入 れ と 、 あ れ も し た い 、 こ れ も や っ て み た い と い った 貧 欲 な 冒 険心、 手 当 り 次

第 に 見 つ け た も の に 対 す る 術 動 と も い え る 試 行心 であろう 。 そ れ も や が て は 年 を 経 る こ と に う す れ 本 当

は何を. f jlJ りたか っ た の か 思 い 出 し て も 訳 の わ か ら な い 時 代 を 経 験 し て い る 。

今 、 昭 和 の 棋 が 11年りて振り返えれはな・っかしく想し、出される人も多いことであろう 。 戦 前 の 昭 和 は 将 に

こうい っ た い わ ば 思 春 期 で あ り 、 そ の 足 い 、 あ が り 、 思 い 入 れ が あ の い ま わ し い 戦 争 へ と 駆 り 立 て た も の

ともいえる 。 結果は惨' 協たる目にあい又これではならじと干停戦して馬車馬の如くあえいだ結果高度成長

を 経 て 今 日 の 糊 熟 期 を 迎 え た と い え る の で は な い だ ろ う か 。 頃も折、世界的とはし、いながら、昨今の建

築 に み る 馬 鹿 げ た は し ゃ ぎ よ う 、 本 来 の 鐙 築 が 持 つ べ き 姿 か ら 遊 離 し 一 人 歩 き し 出 し た 惨 さ は 何 も 建 築

に |浪っ たことでは割和、のだが嫌な気分になり掛けていた 。 特 に ジ ャ ー ナ ル の 馬 鹿 げ た 一 種 の ア ジ と の 思

え る は し ゃ ぎ ょ う が 気 に な っ て 居 た 。 今昭和という H寺 代 が 歴 史 の 中 に そ の 記 録 を 止 め る に 当 り 改 め て 心

することとしたし、 。 ( T . N )

先 手 管 理

建 設 工 事 を 砲 工 管 理 す る た め の 方 針 と し て 、 先 手 管 理 に 徹 す る と 言う こ と を 物 事 の 判 断 基 準 に し て い る 。

例 え ば 我 々 の 周 囲 の 焔 主 、 設 計 ・J:.. 務 所 、 近 隣 、 務 官 庁 等 に 対 し て 出 来 る だ け 相 手 の 立 場 に 立 っ て物事を

考 え て 、 そ の 考 え に そ っ て 行 動 す る よ う に 務 め て い る 。 そ う す る こ と に よ っ て お 互 い の 信 頼 関 係 が 生 じ

る。 逆 に 一 万的に、自分の者li合 ば か り 判l付 け て い て は ど う し て も 、 相 手 方 に 不 満 が 残 り 、 ク レ ー ム も 出

て来る 。 一ι 不 信 感 を 持 た れ た 場 合 な か な か そ の 先 入 観 を 取 去 る の は 縦 し い こ と で あ る 。 自 分 の や り た

い こ と を 実 現 す る た め に は 先 ず相 手 の 立 場 に 立 った 、 俸 い 所 に 手 の 届 く よ う な 気 配 りで接し 、 さ ら に 相

手 の 望 む こ と を 言 わ れ る 前 に 実 地 す る 、 そ の 後 に 自 分 の お J，y，t[し、を ll: fJ し、てもらう、これを私は現場に於け

る先手管思と 言っ ている 。 先 手 の 状 態 を 保 って い る と き は 少 し の 失 敗 位 は 大 目 に 見 て も ら え る が 、 こ れ

が 逆 に 後 手 の 状 態 の 場 合 は う ま く 行 って 当 り 前 で 少 し で も 失 敗 し た ら 厳 し い 追 及 が 待 っ て い る 。

先手官ＺｾはＡよい立 ｬ 床では、施工色 Ｒ 足ｊｬＮだけでなく、人間関係すべてに 言 えることだと思う 。 私は常に相手

の 立 場 を 与 え る と 言 う こ と を 物 不 の ス タ ー ト と 身 え て い る 。 ( J . 1) 





建築の風雪と社会性と

東 孝 光 氏 を 囲 ん で

: 1¥席者

東 孝光 Ｈ主 ｾ 築家 ・ 大阪大学 教 授Ｉ

狩 野 忠正 ( 竹中工務応専門部長)

柏 木 浩一 ( 竹中工務応設計課長)

向井 久夫 ( 竹中工. 務応構造，深長)

松下 明 子Ｈ 竹 Ｎ Ｇｾ Ｇ 工 務庖な Ｑ Ａｌｾ ｩＡｬＡ 員 Ｉ

増田 俊哉 ( 竹中工務底設計課員)

住宅でも社会と関わりあっている

狩野 初めに、東先生はたくさん住宅を作 って お られますが、集合

住宅と 戸建て 住宅との設計上の違いというような点からお話を展開

していただきたいと考えますが・・。

東 自分でも、いつかは集合住宅を やってみ たいと思 ってきたので

すが、そう思い続けて 20年になります。若いときに公共建築もいろ

いろ担当し 、最後に広場をやって、 一応設計の勉強は卒業させても

らえるかなと思 っ て、独立したんですが、そのとき、 一度住宅とい

う原点に戻 ってみよう。そして 、住宅で得たことを、また公共建築

に戻していきたいと怒 っていたのです。それが20年た ってもまだ問

題のまわりを回 って いる状態ですね。その問、マンションをやりま

せんかとか、集合住宅をや ってください 、という話もあ ったのです

が、 ti 二毛の l J ) イトは、発 ti する人と使う人ヵ、一祁ですから 、あら ゆ

ることは施主と向かい合えはR できますね。ところが、集合住宅にな

ると 、途端にそこに住む人と会えないわけてがすね。だから、もし 一

戸一戸の住戸の住 人と会えるような形で設計ができれは¥集合住宅

も納得できるようにできるんじゃないかと思 って、架空のプロセス

でそれを書いたこともあるんです。それがいまのコーポラティブに

あたるようなやり方で 、作 る前からまず住む人が集ま って、という

ようなやり方だ ったのですね。

しかし 、考えてみると、{ 主む人の夢とか目標とか悩みというもの

を把握して、体内にたくさん蓄積していけば、{ 主む人が自の前にい

なくても、ある 4呈J_ t は想定してできるようになるだろう。そうなれ

ば、や ってみたい。いままでの集合住宅の私の不満は、上の階の人

も下の階の人も同じプランで、 ちょ っ とずっ満足できるけれとも、

ちょ っ とずつしか満足できないという、その範囲でやら さるを得な

いんで、すね。そ れ を打ち破る方法はないものか 、 と。ですから、こ

の間も訪ねてい ったルシアンクロ ールの参加型の住宅とか、コーポ

ラティフをや ってる大阪の都住定1) の人たちとか 、 そういう 仕事には

いつも興味を執 っているんです。大学で 、若い人に建築の話 をした

り、広場とか道路とか公園とか、そ ういう話もし なき ゃいけない立

場にあるんですけど、人間としての喜びとか哀しみを建築に置き換

える技術は同じだ、という気持ちでいるわけですね。

狩野 そうすると、建築主との関係はかなり直接型て、すね。

東 そうかとい って、直接建築主とやることはプライベー トなこと

であ って、一般の建築が公共の不特定の人に対しても 、いろん な影

糾を与えることを配慮しながらやらなきゃいけない一一 それとは世

界が違うんだ 、 という意見も聞こえてくるんですけれど、それは 一

寸違うのではありませんか。

たまたま僕が、 自分の建築のやり方を住宅からもう一度やり直し

てみようと思った H寺期が、日 本人の生活が大きく動いてきた H寺期で 、

非常に条件 がシビアだ った。お金にシビアだというのはもちろんあ

るんですけれど 、ゴ地 Ij .i) : Wとか都市問題、それから自然と人ユをとう

考えるか、というようなことで世 の中が大きくゆれ動いていたわけ

ですね。安保で政治体制も揺さぶられていたし、住む人も生活を必

死に切り開いていかなきゃいけないという、そういう時期でしたか

ら、 いまのようにお金も充分あ り、 材料とかも充分整 ってきた状況

じゃなか ったので、割合苦しい 中でや っていくという意味では、か

えって非常に建築主と設計者にも共感が利 られたわけですね。

もう 一つ大事なことは、住むことはプライベートな領域だけれど、

それは 、一 人だけでぬくぬくと成立しないんですね。隣とも折り合

いをつけなきゃいけないし 、役所にも掛け合わなきゃいけないし、

お金は銀行から借りるよう頼みに行かなきゃいけないし ーというよ

うに、結局 、千」会との関係はみんなあるわけです。そこが大事だと

思うんです。それは、商業建築でもありますよね。会社の方針とか

mし、は lGに|場に U'I てくるわけで しょ? そ れ を設計者ととうい うふ うに

切り開いていくかという対応はあると思うんです。だけど、そこで

も、銀行がウンと 言わないとか 、客が貿 ってくれないとか 、我々は

こ うしたいけれど、お伴さん の巧え でこ うでき ない、という' 1i込み もあ

ります。そういう形で、 一軒の住宅でも社会 と絶対つなが っている

んですね。 そういうこと を考え なが らや ってきたんですけれとね。

狩野 オ ー ナ 一 品 の ぷが山ましたけれど、大変なときに ｬｾｾｩｴ ｾ されてい

かカ、でしたか。

東 独立の前の最後の仕事として、坂倉事務所で広場の仕事をやっ

たんですが、 このと きは 、東京都の人とか電鉄会社の人と 、ほとん

ど毎日 11宣嘩でしたね。広場になるべく陰ができないようにとか、浮



浪者が来ないようにという狙いもあると思うんですけど、通行人が

平〈スムーズに通れるようにとか、そういう類いの話がほとんとな

んですね。広場で待ち合わせをするとか、人垣ができるとか、自分

が学校で習 ったこととか、本を読んで、広場のデザインを夢みてい

た のと正反対のことを言 われるので、 一 体自分は ｾｦｴ のためにデザイ

ンしているのだろうか、と突き詰めて考えるようにな ったわけです。

あまり言うと、おまえたちは、そんなことをやらなくていいんだ、

要求をきれいなカーフでデザインすればいいんだ、と。そういうこ

とを言われるわけです。非常に考えさせられましたね。ですから 、

独立すると きには 、普通の仕事のベースではなかなか見えてこない

ものに接したいという気持ちが強か ったですね。それと 、60年代半

端という時期は、みんながやらされている生活は何かおかしいんじ

ゃないか、 という気持ちが社会全体にあ ったわけですよね。

向井 いまお っ しゃられました役所の公園の仕事というのも、集合

住宅と発注先は同じクラ イアン トなんですけど 、住宅と違うところ

は、発注者自身そこに住んだり、体験した りするという直接的なク

ライアントと、極端な話、役所の予算，をそこそこ処理していこうと

いうような形と、大きな違いがありますね。

東 善良な管理者なんだけれども (笑) 、事なかれ主

義というか、事件が起きなければいいみたいなとこ

ろがありますからね。それからすると、いまは随分

よくな っているとは思いますよ。

向井 人間的な欲求を満たす部分が見直されてきて F  

はいますね。

表現に 「苦しみ」や「哀しんも

.ー.. .

東 これは、きょう、私が言いた いことの一つなんですが、建築と

か笠間というのは、楽しいとか、快適なとか、使う人間のハ y ピー

な商だけではなくて 、「苦しい」とか、「哀しい」とか、「ギラギラし

た」 とか、そういう面も出てきて、 一人前のような気がするんです

ね。そういう建築物の方が味わいのある表情が出てくるし、人に感

動を与えると思うんです。そういう意味では 、楽 しさの演出の中に、

哀しさとか苦しさも入れた演出にしてい ってもらいたい。

僕たちが学生の頃の竹中工務庖の一一ノjサ11さんとか岩本さんの時

代の仕事には、楽しさだけじゃなくて 、イ可か苦しさも入 っていたよ

うな気がするわけ。グサ ッと、どうだ、と突き付けられるようなカ

がありましたね。その頃の竹中 は、仕事もそんなにたくさんはなく

て、こ れというものに集 中できたときであったのかもしれない。た

くさんやられてくると 、何とな くハ ッピーなものが多くなりますね。

それは社会もよくな って いくし、会社の規模も大きくなるし、作り

やすくなるから 、 どうしても 出てくる部分かもしれないんですけど。

増田 安藤忠雄さんは「厳しき」ということをよくお っ しゃいます

ね。住宅という空間の中にも厳しさを求めないといけないと ・1

東 僕は「厳しさ」というときには、住む人は厳しさの向こうにい

ると思うんです。それは建築家と住まい手が対峠している構図です

ね。{ 業が求めたいし、いつも頭の 中に描くのは、苦しいとか、つら

いとか、哀しいとか、苦いとか、そういう使う人が自分の想いをう

つし 出す建築の表現としてなんですね。

狩野 それは 、東先生が重視される住宅というのは 、対相手 がいて 、

相手の哀しみなとーが直接伝わ ってくる仕事ですね。ところが、集合

住宅にしても、商業建築にしても、全部それが均されてしま って、

平土勾点以上が浮かび上が ってきている 。本当は点しみが出たらいい

んだけど 、平均点です且うものだから、なかなかそれができないとい

う面がありますね。

;f:L，も 、いま広場に非常に関心があるんですけど、最近できる広場

の中に、 印象に残る広場がないで' すね。それは、いま 言 われたよう

に、 ただ楽しさだけじゃなくて 、哀しみというか、表に 出てこない

裂の1: l t 界、 一人一人に焦点を当てると、笑際はぶしみがあるんです

ね。ア トリ ウムに入 っていても、華やかに会合などで来てる人もお

れば、非常に- t J ちひしがれて来てる人も当然いるわけで、あそこの

杢聞の作り 方というのは、ハ ッピーな人だけに満たされるようにな

っているということは言えると思いますね。

東 そうはい っても、じゃあ 、苦しさをどう表現 したらいいかと言

わ; / ' L るとわからないんだけれども、 h二' 七をやりなヵ、ら、』血_ r:から Hヒら

れたり 、思 ってもみな いような不満が出てきたりして 、ああ失敗し

たなとか、こ ういう 闘に遭いたくないな、というのが結構 あります

ね。ひとつにはそういうものが体内に蓄積されて 、そこから何かが

出てくるんでしょうね。これは僕なんかも 、老人の 世界に一歩足を

踏み込んできたから、そういう見方になるのであ って 、希望に燃え

た女性ならそうは息わないかも知れないてがすね (笑) 。

でもやはり、建築とか空間というのは 、 そういうひ

と味が加わ ってくる必要があると、最近思うんです。

そのことは、個人でも会社でも同じじゃないだろう

か。

松下 おっ しゃる立 l味はよくわかります。 そういう

辺l床では 、 、干|ド仁t均t勾J .'，'カう‘. '.、カか、、千|ドq均3勾丸J上}，I点'，'

伏し てi似去はとれないという! 感ι じもします jねJ (;笑定)入。

狩野 本当はそれが入 って、杢聞として飛躍をする

のだろう。

東 広場、 ビル、住宅、いろんなものをやる中で、

いろんな経験をして、苦い経験もして、やがて熟していくものでし

ょうから ね。

柏 木 組織の中では、クレームの歴史であ ったと思うんですね。例

えば、住宅ですと、クレームが直接入り込んできて 、それに対して

何かをすれは¥必ず反応があるわけです。集合住宅にしても、広場

に して も、不特定 多数の 人が使 うものは 、 クレームがあればそう い

うことは 出てくるんですけれども 、いい場合は黙 って いる 。我々 の場

合は 、いろんな人が回りにおりますから、結構、情報は入 ってくる

んですね。また、技術にしても、そ の通 りやればできるよというこ

とですけれども、それを一つ係立するのに、先輩達が非常に円 しんで

作 っている。だから、いま非常に恵まれているのは 、過去において

非常に苦しみながら作 ってきた技術 を気軽に使える 。あるいは 、そ

れを組み合わせるとか、組み合わせてまた付加価値を付けるという

形で ・...

東 ホ y と気が抜けるときで、すかね ( 笑)。 次にまた 、すごく苦しい

ときが来ると思うんですよ。

柏 木 先生のお っしゃる「哀しみ」の定義がよく分からないんです

けれど 、それは処築' 不サイドの哀しみな のか、それとも使い T守である

住人の哀しみなのか、その辺はどうなんでしょうか。

東 両方で冷すね。{ 業の理想、は 、それが一体化 していかなきゃいけ な

いわけですよ。

狩 野 建築を通じて 、「人生」ということて、すね。

松 下 それが最終的には「形態」に表れるということなんですね?

東 そうです。例えば、僕なんか、 小 さな住宅でト ップライ トをや

るでしょう。木であれば、腐らないようにステンレスをかぶせてと



か、いろいろや ったわけですね。それで雨が漏 ったり、木が腐 って

きた りし て、また アルミにや り替えた りし てやっていって 、段々 シ

ンプルになって い くわけ です。そして 、最後は コンク リー トにガ ラ

スをは めるだけ 。 ｾ ｪ￉ も、 「哀しみ」とは受け 取 ってく れないかも しれ

ないけれと、そこには自分では長い道程があるんですよ。

柏木 基本的に 、幸せだけでやると 、何か欠けるものがあるんじゃ

ないか。それを 「哀しみ 」と いうふうにとらえていいんでしょうか。

東 そ うです。いまの 日本 って、掛け声だけのような感じがするん

ですね。 GNPが也ー界ー とか、利益がたくさん 出 ている というけれ

ど、みんな必死に働いているだけですよね。余裕がないでしょ? 社

会の反映、個人の ぷしみ 、この辺が表現に加わってく ればもっと奥

行きのある見え方ができるだろう、と想、うんです。

この問、私も例の香港上海銀行 を見て きたんです。あちらこちら

にすごいディテールがあ って 、これは一体技術が劣 ってるんだろう

か。それとも 、技術が進んでるんだろうか、 とっち なんだろうか、

という 気がしたんですね。私たちもある 時期ま では いかに美し いも

のを作るか、それを支える構造は、技術はとうするかということで、

その範囲内で、テふィテールを考えるわけです。やがてそれを越えて、

ある程度危険 を冒してでも 、それ を社会全体が支え

るというか、そういう 価 値感がけl てくるのだろうか。

例え は‘あの建物は 、 各所に非常な ｾＡ ｉ ，ｾ型 Ａ があるんだけ

ど、それは価値のある無理! として 、支持されている

んだという感じがしましたね。

香港上海銀行をつくるということには、いろんな

意味があると思うんですよ。 中国に返還にな っても 、

銀行は残 っているんだというシン ボル性て。あ るとか、

あるいは世界の トップレベル技術を導入し得る力が

まだ香港の経済界にはあるんだとか、そういうこと

を精一杯表現し ていると 思 うんですよ。そ れは、建

築家の表現というよりは、ノ ーマン ・フォスターを 使 って、彼のデ

ザインを受け入れて、いろんな知恵や技術を集めてやらせるという、

そういうクライアン ト、 香港という 社会の表現でしょうね。建築を

使 ってそういう表現 をしているんだろうとか、いろんな意味で 、違

った見え方がしてくると思う んて、すね。

狩 野 香港という場所と H寺代と 、登場するノーマン ・フォスターと 、

それがタイミングよ く選返したから 、あれが成立するという こ とカ、

あると思いますね。それとよく 似た のが、関西新空港旅客ターミナ

ルビルの設計コンペで‘ すね。あれはまさに 、日 本を象徴してると思

うんですね。ああいうふうにフランニン グヵ、決ま って、なおかつデザ

インが右往左往している 。そういうとき に、どういう手をとるか。

ああいうふうにと っさに方 向転換してやらないといけないという 、

そういう H寺点で、レンソ ・ピアノが登場するというのは 、非常に象

徴的て、すね。

東 非常に うなずけるというか、結果 を見て、な るほとな とい う感

じがありますね。コンペにすると 、非常 に面白いけ とどう使うんだ

ろうか 、とい う空 間の案も 出てくるでしょう ね。社会に余力があれ

は¥そういうのも面白い。大阪のシンボルとしてひとつやってみよ

う、 ということにもなるんでしょうけと 、それを選ぶのは恐ろしい

し、コ ンセンサスを得られないので、まずいと。だからコンペに 出

す前にめちゃくちゃにならないように 、 しっかりコンセプ トを決め

て、あとは格好た司けをや ってもらうというところに 、すでに 切なさ

がありますね。

狩 野 日本の相会 の 切なさですね (笑)。

東 lオ本は 、- " I:.!懸命技術I を払 えてきて 、その技術の 卜ーにや，[か を来

せようとしている 叫! 切 だと 思 うんだけれと 、本 当に 我々に余桁 ヵ、で

き、占刊ftができてくれば 、今回は梢iit 的に未知数があ って も、思 い

切ってや ってみようとか 、オーナーも決断しなきゃいかんわけです

よ。

メンテナンスを通して生きていく

向井 関西新空港で僕が二つ感心したのは、レンゾ ・ピアノの案が、

地中 海の島々の緑豊かなところへ つまり、非常にローカルな空

港に降り立 ったというイメ ージがあ る、と 。 3 層中'Pf. i主にな っていま

して 、真ん 中が国内線、そし て、国際線の発着という中に、かなり

緑を入れてるという話なんですけど 、そ れは 、技術的 な問題から 言

えば、メンテナンスの 世界だと思うんです。それと 、あの空港は、

埋め立ててから基盤が 4 メー トルく らい沈む らしいんです。建物の

全長は 、ほほ1 . 4キロほ どあるら しいんですけ と、構造的にいえは¥

たいした難しい問題じゃないんですけど、土地 が動

くという問題があるわけですね。それを常にジャ ッ

キア ップといいますが、レベルを調整するような機

構 を組み込むというふうに 聞いているんですけと 、

要は 、建物も技術的に メンテナンスしなければなら

ない。そういう施設を運営していくために 、莫大な

メンテナンス費用が必要だということですね。

東 メンテナンスというのも、建築の根源、にかかわ

る問題だ と思いますね。伊勢神宮のようにガタカ‘ タ

になる前に壊してっくり直していくというのもある

し、法隆寺のように代々大工を周囲に住まわせて、

何百年 でも 修理しながらもたせるというのもあ るし 、文化の形態で

すよね。それが形とか表現に即つなが っていくわけです。構造も、

一つの体型で頑張 って、 どれだけ大きくできるかとか 、 どれだけ複

雑にできるかという段階から 、今後のピアノ案のように、サーカス

のようにひょい ひ ょいとつな げながら、そして大きな杢問を作 って

いくという 、そういう段階の価値感を理解し 、気がつかないといけ

ないでしょうね。

狩 野 歴史観でとらえると、メンテナンスができなか ったら 、文明

は滅びていくんですよね。古代都市がみなそうです。ところが、こ

れと 全く反対に、メンテナンスを必要とすることは、裏側から考え

ると 、日 本的美学でもあるんですね。

東 Ａ ｩ￭ｾ 後、 一 生懸命僕たちが勉強してきたのは、いかにメンテナン

スを 少な くして 、安心し て施 主に渡すかということだ ったわけです

けど、それをやると 、いつかはドカ ッと壊さなきゃいけないわけで 、

本当にいい状態かどうか。建物が古びてい きながら 、部分的に更新

して 、生 き延びていく。その状態がいい と思うんです。それが陰影

のある建物を生み 出すわけですね。それと 、メ ンテナンスを オーナ

ーがやることで 、建築を使い 、建築 との関わりを長〈持たせる。い

ろんなことが関わ ってると思うんです。ですから 、 メンテナンスの

要らない建築というのは 、理論的にもあり得ないし 、あってもそれ

はおかしいでしょうね。昔、 タイルが落ちて外装をやり変えたビル

もありましたね。最近はどう考えて お られますか。

狩 野 とうしてもタイルで なけれは二建築になりえない のもあ ります。

そういう場合は 、なぜタイルが落ち たかということで 、最IJ 離 しない

タイルにチャレンジしていく。それは 、文明のレベルでのチャレン



ジて' すね。タイルでイメージしたものはタイルで守 っていく、とい

うことが心嬰でしょうね。

時間の変化を計算に入れる

東 戦後のタイル建築の初期の頃は、いつもきれいで、いつも同じ

状態を保つということで、タイルが使われたんて4 すね。ところが、

我々の先識が石とかを使 ったのは、いつまでも長くもつように、と

いうことだけではなか ったんじゃないか、ということに最近気がつ

くわけです。つまり 、性能 は心配なくて、段々古びていくとか、古

びて陰影が出るような形に石を使うとか、時間1による変化とい うも

のを計算に入れた作り方というのも入 ってくるんじゃないですか。

向井 淀屋橋に住友銀行本応がありますね。重厚な石を使 ってるん

ですけど、排気ガスなどで汚れたので、 7 、 8 年前に全面的に洗い

をかけたんて、すね。そうすると 、洗い をかけたあとのテクスチャー

は、全部が全部きれいになるわけじゃないですから、ある所の目 地

は昔の汚れが残 っている。でも全体的に、このビル

はよく手入れされて、行き届いているなとか、この

建築は大事にされているなとか、そういう! 忍じを受

けるわけですね。だから 、 タイル張りにしても、窓

ガラスはどんどん洗うけれども、汚れはそのままだ

というビルもあるわけで、すね。我々は当然、メ ンテ

ナ ンスフ リーを目 指し ているわけだけれども、筋目

筋目にある程度の手をかけることは必要だと思いま

すん。

狩野 大事にされるかどうかというのが、建築と建

物との分岐点かもしれませんね。

東 私たちは建築的に価値があれば自動的に愛されると思 っていた

けど、どうも 100% そうではない。それは建築が生まれるときに、そ

のクライアントがどれくらい関わ ったかということと関係するんじ

ゃないかと思 ってるんですよ。

柏木 メンテナンスの項目の 中に、ペンキのやり替えとかエレベー

ターの点検とかいろいろありますが、それと同じように建築主の建

築に対する思い入れという項同があれは¥ひょ っ とするとメンテナ

ンスフリーになるのかもしれませんね。最初から自分がそれでいい

と思 ったんだから、朽ちてきてもメンテナンスされなくていいんだ、

と。そういう部分がメンテナンスフリーの言莱の中に抜けてるよう

な気がしますね。

教育とは組織の倫理を伝えること

狩野 教育のお話をお聞きしたいんですが、建築の教育ということ

については、とんなふうにお考えですか。

東 まず、その専門分野の組織が「後進を教育しなければいけない」

という危機感を持っかどうかですよね。学校が怠' 慢だから 、危機感

を持つという構図があるわけですけど 、建築家の「職能」というこ

とを考えた場合、昔から僧侶 、宗教家が、プロフェ ッションとして、

一般の仕事と違 って、早くから社会的認知を得た職業で・すね。それ

から法律家、医者。そして建築家も西洋ではそういう職能を持 って

いる。 f J被能」の定義を本で読んだのですが、 一つは、王様が何と 言

おうと 、領主が何と 言おうと、毅然として 、そういうものに影縛さ

れないで自分が行動するという「倫理的な綱領」を持 っていること。

法律家にしても、昔は政治家と同じぐらいの力を持 っていたわけで

す。権力とか外部から指図されない大事な倫理綱領を持 っていた。

自分で自分の行動を決める哲学を持 っていたわけですね。もう 一つ

は、組織の内部に、そういう倫理を持つ芽を育てる「教育的なシス

テム」を持 っていること。この 2 つを持 っているのが職能だ、 と。

建築家というのは、個人の人格である場合もあれは¥組織全体とし

て建築家としての役割を来たしている場合もある。個人の建築家で

プロフェ ッションのそういう概念ができたのかもしれないけれども、

組織の中に、他の会社はどうあろうと、私たちはこうします、とい

う{ 命理的な綱領を持 っているかどうかということと、私たちはこう

いうふうに生きるんだということを絶えずみんなで確認し 、教育し

ていく教育的システムを持 っているかですね。「倫理」と「教育」は

裏表なんて‘ すね。

狩 野 いま学校で‘ は女性が優秀だといわれますけれど。

東 一応優秀だと思いますよ。男性はフラフラしているけれども 、

女性は一心不乱に勉強するでしょう。講義はよく聞くし、よく頭に

入れているし、答案もちゃんと書ける。でも、いま

のところ女性は、図而にしてもまだ自由奔放さがな

いし、デザイン能力 という点では不満ですね。訓練

の問題かも知れないけど。

松下 「脳を育てる」という木一一権威のある先生

が、脳についてわかりやすく番かれたものですけど

ーーを読んだんですけど、人聞の脳には古い皮質の

脳と新しい皮質の脳があ って、新しい皮質の j泌が前

頭葉に当たるらしいんですけど、それが生まれたと

きから、男の人の方が新しい皮質の JI尚が発達してい

て、女の人は古い皮質の I1尚が発達しているらしいん

です。それが微妙な違いがあるようで、新しい皮質のところが、創

造力をつかさど っているらしいんですね。

東 変な図面を書いているけど、何かおもしろいところがあるとか、

素直に、知識を吸収するだけでは、なかなかそれが出てこないんで

す九。

松 下 それは私も感じますね。努力するとか、生命力なんかは女の

人の方が絶対ある んです。生きる 能力が発達しているらしい んです

ね。ですから、そういうタイプの建築家にはなるけれども、抜きん

出たアイデアを 出 してというところは欠けるのかもしれませんね。

あまりそんなことを言うと、怒られるかもしれないですけど -

東 しかし、一方では、時代のせいもあるんでしょうけど、いまは

女の人の方が未来に対して期待を持 ってるわけですよ。男は期待を

持 っている部分が少ないて" すね。そういう意味では、捌ぶ可能性は

持 っているんですけと" 1"J o  

松 下 いまは、多少彩、の時代とは違うのかもしれませんけど 、私よ

り上の年代の人は、多少気負いがあ って、男の人より頑張らなきゃ

いけないとか、そういう気持ちが板底的にあるように思いますね。

増 田 僕は、自分で学ばないタイプなんて、すね。何かがあるからや

るというタイプなんですけど、 一応若いですから、その若さがひょ

っ としたら何かを投げ返してるんじゃないかな、という気持ちはあ

りますね。大変おこがましいですけど・ 1

柏 木 確かに、ある年代を過ぎたと きから 、自分の世界の範囲が何

となく見えるわけですよ。そのときに、若い人なんかを見ていると、

価値感も違うし 、や っぱ りおもし ろいわけてのすね。 一定年齢を過ぎ

た人と 一緒に仕事をしていると、こ っちばかりが変なことを言 って、



彼らが識してくれる感じなんですね。ところが、若い 人 なんかの場

合だと、価値感の歪みを 、歪みというのは 、ある角度から見れば正

しいんでしょうけど コン トロールするだけでいけるわけですね。

自分にない新しいものを持 っているという意味で、僕は 、若い人と

仕事をするのは、 むのすごく好きて、すね。

狩野 私( ま、あまりジェネレーションというのは感じないんですよ。

若い 人であろうと、年上であろうと 、物理 的 な年齢は意識するかも

わからないけど 、 仕事をするヒでは、あま り気にしない。

東 ところで 、 いまの若い 人は作業所であまり痛めつけられると駄

目にな りますか。

向井 建築という 世界以外で、ズタズタにな ってしまうことがある

んですね。というのは 、学校で詰め込みで覚えたことに対して 、そ

れに対する回答を 出せばいいという 人が多い わけですから 、バラン

スのきわどい線で会社に入 ってきていますね。そうすると 、ある程

度自信を持 ってから鍛えられてもまだ立ち直る機会があるんですが、

最初にドンとやられてしまうと駄目なんですね。

東 設計者としての意識をは っきりつぎ込まないで現場に放り込ま

れると 、問題が 出 るかもしれませんね。 {業、最 初 に郵政省に行 った

んですけと 、 それは設計部からの 出向 としてですね。

だから 、施工の 人 から 随分怒られるけれども 、設計

はこうしたいんだからとい って、 多少突 っ張られる

心の支えがあるから 、めげないでやれるわけで、すね。

それなしというのは、つらいですね。

増 田 竹 中はちょ っ と違うんですね。建築会社の 設

計部でありながら 、 ある程度設計の意、見を尊重して

くれるところがあるなということを笑感しつつある

んです。

向井 私の課の 中 にも 、一 人だけ若い人が おり まし

て、{ 突が若い彼に言 ったのは 、設計者の考えるまま

にや ってやれ、 と。 一作つ、つ作 ることが、すごい経験 にな ってると

思うんて“ す ね。

東 例えは 、我々だ って、小 さなア トリエ事務所でもチームでや っ

てるわけで、 チームとして 一緒にやりたいわけですね。だけど 、被

終的には 、 自分の作品を作るために生きてるんだから 、一 緒にや っ

てるとい っても、分担するというんじゃなくて、最後は{ 業が決める

よ、 と言わざるを f尋ないて" すね。だけど 、 なるほどなと思 って決ま

ったのに従うか、そうかなと思いながらや ってるのは 、 ありありと

わかりますから、 イ可とかして、なるほどなと思わせようということ

はあ ります ね。

哲学と形の間にある世界

柏 木 自分自身で 言 い 聞 かせているのは 、 モノの 世 界で若い人と ｉｾ ￭ｬ

わないようにしようということなんです。例えば、若い諜只が 、形

を同にしたい 、 と。僕は絶対四角しか駄目だ、 ということは 言いた

くないんですね。 円 なら 円でいい。そうじゃなしに、建築をする姿

勢なり 、哲学的な羽史念を高〈 引 き上げたいし 、 それにどこまでつい

てきてくれるか、 これが私にと っての 闘いなんてがす ね。

東 だけど 、円 でも 三角 でもいいというわけじゃな いでしょ ?

柏 木 極論ですが、 円が四角にな って、その建築がもし駄目になる

なら、当初の構成なり大きなところの話が欠けてるんじゃないかな 、

と私自身は言い聞かせているわけですね。

東 ちょっと異論があるのは 、その建物 の哲学でも いいし 、大きな

コンセプ トでもいいですが、それがあ って、 それから 円か四角かと

いう 世 界があ って、その聞があるわけですよね。構成と言 ったらい

いのかな ? こ れが 日本の設計の世 界で弱い部分だと思うんですよ。

哲学もあるし、最後の感性的な部分もやるんだけど、その哲学がな

ぜ 円でなければいけないとか、その部分を補強するべきだと私は思

っているんですよ。

柏 木 哲 学、構成、コンセプ ト、そこの話は課員ともと こ とん話を

するんです。形が自分に不本意なものであっても 、 それはある程度

許容してい こ うという努 力は必要だと 思 うんで、す ね。そうしないと 、

若い 人 と一緒にやる意義がないんじゃないか 、 という感じがするわ

けですね。

増 田 組織の不定性というのが、 非常にいいと ころだ と思うんで す。

異分子がそ こそこに存在している こ とによって 、これは違うぞと思

わせるこ とにもなるし 、感じさせることにもなると思うんです。そ

れが組織のよさだと思いますね。

狩 野 円か四角ど っちでもいいというのは、あり得ないんで・すね。

急に 円 とは言わないけども、 円は徹 頭徹 尾円でいかないと 、四 fI Jの

) J に行きだすと 、駄 目だと言うべきだと，思うんです。

東 僕もど っちかというと、そうなんです。なぜ 円

でなきゃいけないかという こ とを説得させる努力が、

我々の闘いなんです。

柏 木 あるプロジェクトの例ですが、私は 、形の上

で気に入 ってない部分はたくさんあるんです。でも 、

大きい流れは諜員と金〈一心同体でや っているわけ

て。すね。外観は生理的に多少嫌いなところがありま

す。しかし 、それが謀長の持ち味なんですね。そ こ

を消 し去 って、真 っすぐにすると 、全体 が違うもの

にな ってしまうんじゃないかという気がして、 ;f;L.は

許容して い るわけですね。あえて 、問、四角 どっちでもいいという

のは、そういう意味なんです。

松 下 そこまで嫌いなのを許せる人というのは、珍しいんじゃない

ですか。

柏 木 それを許さないと 、それ以外のものも検してしまうでしょう

b.。

狩野 竹中 らしさということですけど 、 らしくないというのが、 ら

しくなるんで・すね。らしくな ったときは、寿命が来てるわけですよ

(笑) 。竹中 らしくないやつが社会に受けて 、それが竹中 らしくなる

んです。

東 社会が前向 きのことをやろうとするとき に、 それを設計者にや

らせ ようと す るわけですね。

個を殺さずに、

いかに組織が生き延びるか

向井 竹中 というのは 、少数の設計事務所の集ま りという感じは受

けますね。 部 課長制 というのがあ りまして、課長というのは 、 4 人

か 5 人 ぐら い徒党を組んでるわけです。

狩 野 いか に個を生かしながら 、組織で動いていくか ということで

すね。

東 僕が言い たいのも 、そのことなんです。組織というのは 、 いか

に個を殺さ ないで、組織が生き延びるかを考えるのが組織ですよね。



組織が生き延びることだけを考えたら、組織は生きないんですよ。

狩 野 東先生は、商業建築というか、コマーシャ リスムと い うのを

避けてお られます けど、竹 9"はコマーシャ リズムのウ エー トは高い

わけですよ 。建 築におけ るコ 7 ーシャ リズムというのは、建築オ ー

ナー論と建築家と社会性を介在した相手との関係で、これはどうい

うふうに捉 らえておら れますか。

東 僕は、住宅と集合住宅の: 場合でも、区別しないでなるべく連続

的に捉らえたいんです。コマーシャルの建築とか公共的建築とかも、

あまり区別して考えていないんですよ。ユーザーのことを考えると

同じで しょ? 不特定の人が出入りす るという意味では 同 じなんです

よ。住宅も極端に言えば同じですね。 出入り する人は、家族だけで

はないて‘ すね。 だから、あまり区別して考えなくてもいいと思 って

いるんです。しか し、商業建築でも、公共建築でないとい っても 、

オーナーの好 きl勝手にし ていいという ことではない。 オフ ィス ビル

でも、飲食庖ヒルでも、銀行でも、できるだけ同じ見方で話をして

ほしいし 、 それができるのが竹 中です。 そ ういう ことをや ってくれ

なきゃ、何のために竹中が存在するかわかりませんか ら。

狩 野 竹中 らしさということで問題のところを中心にお話しいただ

けませんか。

東 時代が変わり 、竹中さ んの機構が大きくなり、

役割が重要にな ったから 、そうな ったんだろうけれ

ども 、個人の顔がなかなか見えにく くな ったという

ことでし ょうか。 もうひとつはその企業らしさとい

うことですね。たとえば竹 中 というのは 、何かにつ

けて頑固なとこ ろがありましたね。タ イルばかり や

るとか。 i敵人的な頑固さと 言っ てもよいでしょうか、

良い意味で。そ れは時代が変わ ったからとい って、

要らないものじゃないんですよね。それと 、ないも

のねだりになるかもしれませんけと 、いままでの竹

中のよ さというのは 、冒険しないということだ ったような気がする

んですよ。保守的な意味じゃないけど、やりたいという気持ちがあ

りありとあ って、 一歩手前でや ってるという感じがありましたね。

それが非常によか ったんですが、たしかにそれ をイ来 っていると 、今

度は企業と してはダウンすると思う んで す。だから 、それを越えな

きゃいけないわけで‘ すね。これからはハラハラするようなものを、

つまり緊張感の漂ょう作品を時には や ってもらいたいですね (笑) 。

狩野 恐い感 じを 持つとい うのも 大 'J'; なことて、すね。

価値感が変化しでも残るもの

柏木 住 宅を作る場合に、住い手との話し合いの中から、良い建築

を求めていくというお話がありましたけと 、住宅といえども 、何十

年かもつわ けで町すね。 その問には 、当然、オ ーナーも 年をとるし、

新しい世代が入 ってくる。そのときに、当初、話し合いの中で作 っ

た二者の合作であ った空間が、住まい手が変わ ったと きにその建築

の寿命は どう なるか。最初の思い入れとのズレ をどう いうふ うに考

えていけばいいのでしょうか・・・。

東 10年以上部Iに、新建築に「一つの仮説」という論文を書いた こ

とがあるんです。設計者である限り、建築家である限り 、自 分が作

ったものが長い年月愛されて、使われてい ってほしい、とみんな思

っている わけです。 そのためにはとうしたらいいかということ を考

えて、できるだけメンテナンスフ リーて‘ あるとか、 コンセフ。 トをは

っきりして、使いやすくとか、いろいろ努力してるわけですよね。

一つ抜けているのは、使う人をどれだけ関与させるかということだ

ったよ うに 思 う、と。長い年 )'1使われて、ち っ とも価値の減 らな い

のは、アノニマスの建築でしょ 7 これはなぜなんだろうか。それは

建築家が我を張 ってや ってないという こと が一つあるけれ ども 、そ

の状態 を長〈 保つ強制 をされていない。それと 、filfi 値感が変化 して

も、変化 しない何かを持 っている。それはどうも住み手が長〈関与

するような形と関係があるらしい、ということ で、 I {反説」と書いた

んです。ですから、僕はできるだけ、設計者として長〈変わらずに

使 ってほしいと思うからこそ、作るときの経過とか、作るときにど

こを大事にしようとか、そ ういう記 憶を クラ イアン トに植え付けて

おく 。 そ うい うや り方をするん です。 ビシ ッと隅から隅まで決める 、

そういう状態は無理だということがあるわけですね。枝葉が変わ っ

ても、価値感が変わらず綴るものは何か 、と いうのをしっかり植え

付けてお きたい。 そのために、機成とかコ ンセプ トと を考える とい

うこともあります。

狩 野 設計者もいなくなるし、建築主もいなくな っても、そ の とき

の思いとい うの は、かなりの深度があ ったら、 100% とは 言 えないと

しでも、相当のパーセン トは持続できるということ

はあると 思い ますね。

東 そういう思いが深ければ、それは建築の形に

映されると同時に、社長の考え方や会社の営業方針

にも影響して、イ百Iかの形で{云わ っていくだろうと思

うんですね。

増 田 ノk討しして 、人 の心に銭るも のはげμ求だという

お話しでしたけれど、 ($'11の ポ リフォニ y クな ZE 川と

いうことに つ いて、具体的にお訴を f';J いたい のです

カ、。

東 ポリフォニー というのは 、い ろんな 人が別の こ

とを 一つの場 で共有するわけ ですね。 その ときに、企業の思いとか、

社会が裂ボした こ ととか 、ill 築家の思 いとか 、い ろんな 思い があ っ

て、完全にお l 川、 は統介され ていない。 多少ノ 、ラハラな 思い で、そ

れが何かで一つにつ なさ令わされてし 、くわけ ですね。処築家と い う

のは 、そういうパラ ノ〈ラな l l いを つ ないで、 一つの柿成物にする役

目だと忠うんで、すね。そして、そ の状態がポリフォニ ー ということ

だと思います。作 1111家ですね。受け取る 人が 目J'; ; r ; 家であれば 、その

ビルをよよ て、l杉カ、美しいというよ りは、こういう尚子己の1 : 1プ) 7う、ある

のかと い うところで建築を よよ るでしょうし 、建築十! の: 学生は、こ う

いう材料、こういうディテ ールがあるんだなと 比るでし ょうし 、 ラ

イノ〈ルは、こ の会社はこういうとこ ろに力を入れ てるんだなとい う

見 ) j をするでし ょう。一つの ものに刈して 、い ろんな 比 )j カ、できる

わけです。 そういうふうに 、できるだけたくさん 、なるほとなと感

じられるも のが、深みのある i s 築だと ，思 うんですね。

もっ と行えば 、ぶ しいと きで も、その佳築を 凡てなぐさめられるし 、

嬉しいときには嬉しいように応えてくれる。以しいときにも、嬉し

いときにも応えてくれるのが、いい建築じゃないかと思うんです。

そういう意味で、楽しいと きにも 、哀しいと きにも 使えるような建

築であ ってほしい。私のポ リフォニー論には 、そ ういう思いがある

んですよ。

狩 野 建築は哀しみの 中に喜びの変容があるということでしょう。

本日はとうもありがとうごさいました。
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ニュータウンのスカイライン
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19 四条通アーケード

19 四条通アーケート
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21 新神戸オリ工ノ 7) レシティー C，



1 梅田センタ一七ル

2 ワールド本社ビル

3 北野阪急ビル

都市の中のサンケン力一テ ン

光のための影

4 六甲; ' 1インモール

広がりのある空間

古い建物の再生

歴史の検証

街並への調和

深いひさしのある庖屋

日本の光のさす広場

i百角のかたち

梅田セン空ービj レ

所 在 地 大 阪 市

敷地面積 11 .606m'  

建築面 積 3.766m 

延床面積 80 ，088m 

備這 規 模 S 、S RC B  2.  32F 、P I

工 期 ・8 5 3月- '8 7 3月

用 途 事 務 所 ビ ル

5 播磨屋本庖円山E

6 赤福本庖五十鈴茶屋

7 べ‘ ルウインク

8 二ッケ} ' ¥ーケタウン

9 ナビオ阪急

10 吉本ビルテ.インク 公開空地のアトリウム

聞かれた回廊11 オー・工ム・ホテル日航ビル

12 松蔭女子学院大学・短期大学 アートのあるキャンパス

13 池田五月山教会礼拝堂 光のリスム

14 神戸山手女子短期大学 3 号館シティキャンパス

17  UCCコーヒ一博物館

18 千里中央パークヒルズ

19 四条通アーケード

20 神戸ポートピ7 ランド

イスラム幻想

ワールド本社ビル

所 在 地 神 戸 市

敷地面積 8 .303m'  

建築面積 4 . I OI m'  

延床面積 34 .  664m'  

偽 造 規 模 S 、S RC BI 、27F 、PI

工 期 '8 2 3月- '8 4 2月

用 途 事 務 所 ピ J レ 2  

15 京都センチュリーホテル

16 アシ ックス本社七ル

吹き抜けの劇中劇

オフィスの深呼吸

ハフティンバーの町

ニュータウンのスカイライン

古都の飛矧

21 新神戸オリエンタルシティ ・C
3

北野町の記憶
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六 甲 パ イ ン モ ル

所 在 地 神 戸 市

敷 地 面 椴 2O，210m'  

趨 築 面 倒 5 ，411m'  

延 床 蘭 制 5 ，213rri  

4荷造 規 桜 W I F  

工 期 百1 9 月 - '8 2 3月

用 途 庖 舗

ＮＨ Ｎ ＺＺＢＧ ｾ， ｊ 可 塑・ ｾ

. 室 主 主

t歯磨屋本底円 山 信

所 在 地 兵 庫 県 朝 来 郡

敷 地 面 繍 3 ，586m'  

建 築 面 繍 523m'  

延 床 面 栂 320m'  

偽 造 線 棋 W I F  

工 期 '8 7 9月一 '88 3月

用 途 広 舗

赤 福 本 庖 五 十 鈴 茶 屋

所 在 地 三 重 県 伊 事 者 市

教I也箇柏 1  ，389m'  

建 築 面 積 662m'  

延 床 商 槍 96l m'  

構 造 規 線 W 2 F  

工 期 ・3 4 6月 - '8 5 1 0月

用 途 底 割

4  

5  

6  

ベルウインク

所 在 地 長 野 市

敷 地 面 積 1，995m'  

建 築 面 積 691m・

延 床 面 積 341m'  

梢 造 規 模 S  2 F  

工 期 '87 7月- '87 12月

用 途 庖 舗

二 y ケ パ ク 空 ウ ン

所 在 地 兵 庫 県 加 古 川 市

敷 地 面 積 49 .733m'  

建 築 面 積 17 ，332m'・

延 床 面 積 41 ，256m'  

構 造 規 模 S R C  3 F 、P I

工 期 ・8 3 5月 ~・84 2月

用 途 庖 舗

ナ ビ オ 阪 急

所 在 地 大 阪 市

敷 地 面 積 6 ，156m'  

建 築 面 積 4 ，892m'  

延 床 面 積 48 ，I 41m'  

構 造 規 模 S 円C 8 2、10F ， P 2  

工 期 '77 11 月 - '8 0 1 0月

用 途 庖 舗

7  

8  

9  

吉本ビルディング

所 在 地 大 阪 市

敷 地 面 綴 7 ，OO5m'  

建 築 面 梢 5 ，315m'  

延 床 面 積 88 ，029m'  

構 造 規 候 S 円C ， R C 、S 8 4、34 F 、P 2

工 期 '83 12月 ~・8 6 9月

用 途 ホ テ ル ・庖 舗 10  

オー ・エム ・ホテル回自主ビ j レ

所 在 地 大 阪 市

敷 地 面 積 4 目809m'

建 築 面 積 3 ，834m'  

延 床 面 積 58 ，871m'  

+ 荷造規鋭 5 円C 、S 8 4、32F 、PI

工 期 8 0 2月一 '8 2 8月

用 途 ホ テ ル 11  

松 蔭 女 子 学 院 大 学 ・短 期 大 学

所 在 地 神 戸 市

敷 地 面 積 49 ，953ni  

建 築 面 桶 9 ，676m'  

延 床 面 補 26 ，630m'  

4構造規後 R C 、S 7 F 、P 2

ヱ 朗 ' 78 12月- '8 1 9月

用 途 学 校 12  



池 田 五 月 山 教会 礼 拝 堂

所 在 地 大 阪 府 池 田 市

敷 地 面 積 1  ，331m'  

建 築 面 積 76m'  

延 床 面 積 340m'  

禍 造 規 模 R C  B 2、1F 、P1

工 期 ・84 7月- '8 5 3月

用 途 宗 教 施 設

神 戸山 手 女 子 短 期 大 学 3 号 館

所 在 地 神 戸 市

敷 地 面 積 2 ，944m'  

建 築 面 積 1，530m'  

延 床 面 積 5 ，817m'  

構 造 規 模 R C 、S B  1、3 F 、P 1

工 期 ・85 4月- '8 6 3月

用 途 学 校

京書目センチュリ ホテル

所 在 地 京 都 市

敷 地 面 積 3 ，595rriヨ

建 築 面 積 2 ，878m'  

延 床 面 積 19，640m'  

4構造規模 S RC B 2 ，10F ， P 2  

工 期 '7 9 4 月一・81 3 月

用 途 ホ テ ル

13  

14 

15  

アシッケス本社ビ J レ

所 在 地 神 戸 市

敷 地 面 積 6 ，6 15m'  

建築 面 積 3 ，822m'  

延 床 面 積 18 ，892m'  

構造 規 模 R C 、S B1 、8 F 、P1

工 期 '84 3月- '8 5 7月

用 途 事 務 所 ビ J レ

ucc コーヒー博物館

所 在 地 神 戸 市

敷 地 面 積 1 ，664m'  

建 築 面 積 848m'  

延 床 面 積 1，980m'  

構造 規 棋 S  B1 、3 F

工 期 ・87 1月一 '8 7 8月

用 途 博 物 館

千 里 中 央 パ ヲ ヒ J レズ

所 在 地 大 阪 府 製 中 市

敷 地 面 積 62 ，245m'  

建 築 画 伯 15 ，470m'  

延 床 面 硝 105 ，800m'  

4荷造規模 S RC 、RC 3 - 1 5 F ， P 2  

工 期 ・80 10月 ~・8 3 3月

用 途 往 宅

16  

17  

18  

四 条 通 ア ー ケ ド

所 在 地 京 都 市

験 地 面 積 6 ，883m'  

建 築 面 積 6 ，883m'  

延 床 面 積 6 ，883m'  

構 造 規 模 S  1F  

工 期 ・87 5月- '8 8 9月

用 途 ア ー ケ ー ド 19  

神戸ポートピアランド

所 在 地 神 戸 市

数 地 面 積 47 ，383m'  

建 築 面 制 6 ，770m'  

延 床 面 紡 8 ，408m'  

梢 造 規 検 S 、RC 2 F  

工 期 '80 1月- '81 3月

用 途 娯 楽 筋 設 20 

新神戸オリエン$ 11レシティ・C
3

所 在 地 神 戸 市

敷 地 面 相 18，190m'  

槌 築 面 積 10，837m'  

延 床 面 積 136，510m'  

4荷造 規 模 S RC、RC、S B 3，37F ，P 1  

工 期 日6 3月一 '8 8 9月

用 途 ホ テ ル 庖 鋭 劇 場 2 1  

Phol ographs I)y Klyohlko HIGASHIDE  



特集リソート事情

稲問純一 氏1J fH止fJ t

- 序 論 総 合 保 養出 或劉勝法の制定の生行元/ 林j羊

・アンケート リゾート を諮る

. リゾー ト事情論 リゾー ト模椴9 ・プロロ ーグ/ 問中直人
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. リゾー ト

序論

総 合 保 養 地 域 整 備 法 制 定 の 背 景

キ木 洋

リゾート地域整備の背景 と意 義

わが国は、今日、経済社会の一大転機を迎え、今後21世紀に

向けて調和のとれた発展を図る ため、新しい産業、生活文化の

創造が求められている 。

こうした中で、新しいリゾート空間の創出は、ゆとりとうる

おいのある国民生柄 を実現 し、未来に向けての社会の活力を確

保するという観点か ら重要な政策課題とな ってお り、また、地

域経済を活性化し、内需の拡大に資するものとして大きな期待

がもたれているところである 。

このようなリゾートに対する期待の高まりは 、余暇活動を重

視するライフスタイルの定着、経済のサービス化等社会経済の

変化によるものであるが これを概観すれば、つぎのようなこと

がいえよう 。

(1) 自由時間とライフスタイル

わが国の年間総労働H寺聞は、現在約 2，100 時間強とな ってお

り、欧米諸国に比較して依然高水準にあるが、今後国民生活の

質的向上の観点からも、国際的な調和の確保の観点からも、そ

の短縮と自由 11寺聞の増加 lが重要な政策課題となっている 。

一方、自由時聞の増大と 価値観の変化に伴い、国民生活の中

におけるいわゆる余暇の占めるウエイトはきわめて大きくな っ

ており、生活の中で仕事と余暇活動を同等に重要視し、これを

充実させようとするライフスタイルが定着しつつある 。

(2)  高齢化と余暇

わが国の高齢人口は、 2000年には 15.6 %と欧米並みの高水準

に達し、さ らに 、 ピーク時には 20% を超えるものと予想されて

いる 。 このような本格的な高齢化社会の到来は、リタイヤ人口

の増大により国民全体の自由時間を増大させるとともに、余暇

需要そのものの質を変化させるものと考え られる 。

また、こうした高齢者の余暇における健全な活動を確保する

ことは、社会の活力の維持とい 7 観点から重要な政策課題にな

るものと考え られ、高齢者が安全で ι快適に自由時間を過ごすこ

とのできる場の創出が強〈求められるものと考えられる 。

78 建築と社会/ 1989年 2 月号

(3)  産業構造の変化

わが国の産業経済は、就業者数 、生産額等あらゆる面でサー

ビス産業のウエイトが高まり、いわゆる経済のサービス化が進

むものと考えられる 。 その中で、増大する余暇需要に対応する

リゾート産業の拡大は、こうした傾向を支持するものとして、

今後その大きな成長が見込まれる 。

また、円高に伴う産業調援の進展と対外直接投資の増大は、

国内雇用を減少させ 、産業の空洞化 をもたらすことが懸念され

るが、これに対応する国内 雇用の受け皿としてのサービス産業 、

とくにリゾート関連については、今後大きな期待がもたれると

ころて、ある 。

(4)  地域経済

わが国の地域聞の経済格差は、昭和54年以降再び拡大する傾

向にあり、国際化・情報化の進展、産業構造調整の進行等を背

景に 、東京圏 の地方部に対する優位性は今後ますます増大する

おそれがある 。 こうした状況下で地方部における地域産業の振

興 ・育成による経済社会の活性化 が一層重要な課題となってお

り、従来のような工業開発を 中心とした地域開発に加えて、 景

気に左右されるこ との少ない第三次産業 、とくに成長の見込ま

れるリゾート産業の展開が期待されるところである 。

すでに余暇活動は、単なる息抜き、暇つぶしではなく、人間

性回復、自己充実のための活動であり、生活の重要不可欠な要

素であると認識されており、余暇活動の場も、 従来の通過型の

観光地ではなく、居住 ・滞在し、生活の営みを行いうるハイレ

ベルの生活機能を備えた空間であることが求められる 。 こうし

た要件を備えたものがリゾートであり、新しい余暇空間である

といえる 。

リゾートは、まさに 豊かで質の高い生活を実現するための居

住・生活空間であり、国民の心身健康の維持増進、社会の活力

の確保 、社会のさまざまな活動の中における交流の促進等多様

な機能を負うものであり、そこにおける生活を支えるさまさま

な活動により地域の経済 ・社会の活性化を図りうるものである

と考えられる 。



リゾー卜地域整備への取り組み

一総合保養地域整備法一

このような新しいリゾートの整備を進めていくに当た っては、

とくにつぎのような点について留意することが必要である 。

まず第一は、単なるリゾート施設の繋申請で、はなく、基盤とな

る公共施設の整備、関連産業の振興等を併せて行うことにより、

国民の多様かつ高度な要請に応える質の高いリゾート地域の総

合的な整備を行うということである 。

第二は、民間活力の活用に重点を置くという こと である。 リ

ゾー卜整備に当たっては 、民聞 のノウハウ、 能力 の活用が重要

であり、とくに、多様かつ高度な国民のニーズに応える リゾー

トの形成を図 っていくためには、市場原理に対応した財 ・サー

ビスの供給が不可欠と考えられる 。

第三には、フレキシビリティの確保である 。 リゾー ト開発は、

社会経済情勢の変化に彬響されやすい分野であり、また、地域

の特性 ・条件に応じた展開が必要とされることから、公共部門

による計画を先行させるだけではなく、より柔軟性を確保しつ

つ、民間をはじめ各事業主体がそれぞれの能力に応じて的確に

事業を進めていく こと が求められる 。

こうした基本理念にた って、国民のニーズに応えうる新しい

リゾート空間を民間活力を活用しつつ準備する総合保養地域整

備法ーいわ ゆ るリゾー卜法ーが 、建設省をはじめ、国土庁、農

林水産省、通商産業省、運輸省および自治省の 6 省庁を主務省

庁として、 一昨年 6 月に成立した 。

本法の骨子は 図一 1 のとおりであり、主務大臣 ( 6 省庁 ) が

| 剥係行政機 |見! の長との協定員

院J係 市 町 村 と の 協 議

|刻係行 政 機|見! の長との協議

〈事 業 ↑ 実 施〉

・ 民 間 に よ る 総 合 保 養 地 域 の 強 制H

・特 定 民 間i施 設 の 強制市

. 公 共 施 設 の 技術

・ 税 財 政 ・金 融情 i笠

・課 税 の 特 例

・地 方 税の不 均一 謀税に伴う .N'i 笹

. 資 金 の 硲 保

・地方u ' i の 特例 措 置

・ そ の 他

• 1民 地 法 等 に よ る 処 分 に つ い て の配 慮

・国 有 林 野 の 活 用 に つ い て の 配 慮 、 等

図一 1 総合保養地域整備法の骨子

( 主務 大 臣 )

( 都 道 府 県 )

( 主務 大 臣 )

策定する基本方針に基づき、リゾート地域整備を行おうとする

都道府県が基本構想を作成し、主務大臣の承認を 経て 、民間 活

力を活用しつつリゾート地域整備を進めることとしている 。 ま

た、事業の実施に当た っては、民間事業者のリゾー卜施設整備

に対する税制、金融上の特別措置やリゾート地域整備に必要な

関連公共施設整備の促進などの支援措置を講じることとしてい

る。

リゾート地域整備の展開

総合保養地域整備法に基づき、主務 6 省庁は、一昨年 10月、

これからのわが国におけるリゾート 整備のマスタ ープランであ

るとともに、基本構想、の承認基準ともなる基本方針を策定 、公

表 ( 官報告示 ) した 。

これを 受けて、各都道府県においては 、基本構想、の承認に向

け、積極的な取り組みがみられるところである 。

基本構想、の作成に当たっては、都道府県は事前に基礎調査を

行い、その内容について主務 6 省庁で検討を行うこととしてい

るが、昨年10月末までに基礎調査の提出を行ったのは 17都道府

県 ( 三重、宮崎、福島、兵庫 、栃木、新潟、群馬、埼玉、秋田、

千葉、長崎、岩手、北海道、広島、福岡、大分、京都) にのは

っている 。

このうち三重 、宮崎、福島の 3 県については昨年 7 月 9 日付

けで、兵庫、栃木の 2 県については 10月28 日付けで、それぞれ

基本構想を承認し たところである 。 また、新潟県については基

本構想の承認申請を 10月12 日に行 ったところであり、群馬、埼

玉の 2 県については 、基礎調査の検討を終え 、近く 基本構想、の

承認申請の見込みである 。 さらに他の道府県( 秋田等 9 道府県)

については、基礎調査内容を主務 6 省庁で鋭意検討中である 。

なお、これら 17道府県の基本構想 、基礎調査の概要は 、後掲

( p  96 ) のとおりである 。

各都府県からは、今後とも順次基礎調査の提出および基本構

想、の作成、承認申請が行われるものと見込まれるが、建設省と

しては、基本構想、の承認に向けて引き続き極力迅速な対応を図

っていくこととしている 。

また、承認した基本構想、に基づくリゾート地域整備を円滑に

推進するため、民間事業者のリゾート施設整備に対する税制、

金融上の特別措置等と Ｑ ｾｪＺ せて、とくに「複合 リ ゾート関連施設

整備計画」に基づき、所管公共施設等の一体的 、重点的な整備

を推進することとしている 。

( はやし よう 建設省建設経済局調繋謀4 業調作古付謀長補佐 )
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. リゾート

アンケート

ア ンケー ト

リゾートを語る

段問 [ A]

「リゾート 」 という 言築を聞いて、何を ( あるいはど

こを ) イメージされますか。

2  リゾー トがより 一般的になるために は、経済的余裕や

休日 の増加、休日 の過ごし方に対する意識の変革、リ

ゾート 地の充実などが必要と考えられ ますが、設社は

どのようにお考えですか。具体的にお聞かせ下さい。

3 . リゾー ト地の開発 ・経営の基本戦略あるい はノウハ ウ

について、ハードとソフトの両聞から差し支えない範

囲て¥できるだけ具体的にお脅さ下さい。

4  . リ ゾー ト法 ( 総合保養地域総叫i I 法) fliij 定によって、今

f去のリゾー卜開発がどのように変わるとお考えですか。

5 . 現在、 rt ; f _ 土が開発中 あるいは計画 中の リゾー ト地に つ

いて、 お尋ねします。

会 リゾート 地の具体的な場所

合その主主要施設、目 玉施設

公他の リゾー トとj 1 l う点、セ ールスポイント ( ハー ド、

ソフ トの両面について )

設問 [ B]

1  好きなリゾート I也と、そこでの過ごし方

2 . 外国 の リゾートと日本のリゾートとのi主い (施設の設

備や過ごし方の j主い 、日 本に本当のリゾートはあるの

か)

3  あなたにとってのリゾー トとは? i リゾート 」に寄せ

るあなたの思いを自由にお古き下さい 。

設問 [ C]

l  f t社が力を入れ ている海外の リゾート I也の紹介

2  人気のあるリゾート地のはや りすたり

3  旅行商品の開発上の工夫、苦労

4  旅行者にリゾートを楽しんでもらうためのノウハウ

*  

リゾートを楽しむ入、否定する人、リゾート開発をする企

業、それを受け入れる自治体等々、それぞれの立場での前リ

ゾー ト仰にかかわ るお話を聞 き、改めてわれわれの、そし

て自分自身にとっての、、リゾード' を考え、さらに日本で

はリゾートはどのように展開していくのか手がかりを得た

いと、上記三つの質問を設け 、対象者5. : 11 に設問を指定し て

アンケートをし ました 。

寄せられた 29回答は、アンケ ー トのプ ロロ ークを はさんで、

.t/，'¥i j退いたします。tt 重なお話をいただ いた方々にはあっ く

お礼申し上げます。( 編集部 )

80 建 築 と社会/ 1989年 2 月号

リゾート事情論

リゾート 模 様29 ・プ ロロー グ -

田 中 直 人

ホリ ゾ ー ド と い う言葉が氾 i監している 。 やリゾート 砂 が何であ

るかの定義はさておき、ここには何となく開放的で楽しいニュアン

スがある 。官 民 を 問 わ ず ホ リ ゾ ー い の 計 画 や 構 想 、 開 発 プ ロ ジ ェ

クトが、日本列島各地で目白押しである 。背景として、わが国が戦

後の工業社会を経て情報化社会へ移行し、モ ノからココロへの価値

観の変化 に対応した 、 ライフスタイルへの反省があろう 。働くこと

を美徳とする倫理観に 支えら れた勤勉さは 、昨今、欧米諸国からは、

働きパチ の指 摘の通り、ネガテ ィブな方向で把え られるようにな っ

ている 。増大する余暇時間を有効に活用し 、来るべき高齢化社会の

健 全 な社会環境整備に向けて の施策が求め られている 。

こうい った中て、産業構 造 の変化にそなえ、地域の経済 ・社 会の活

性化 を図る必要性から、一昨年 6 月には総合保養地域整備法 ( いわ

ゆるリゾート法) が成立した 。

今、この。リゾード' を、一つのブームとしてだけ把えるのでは

なく、建築と社会のかかわ りとい った視点を探る意味合いにおいて

も、より多くの関係者からの意見を求め、内在する現状での問題点

や諜題を浮かび上がらせようと試みた 。各回答者に示され たア ンケ

ートの設聞は左記の通り、 川 j ゾ ー ド に 対 す る 現 状 と 今 後 に か か

わる認識や問題点、提案、事例紹介等を求めたものである 。 これ ら

の回答 内容を構成するい くつかの keyword を抽出し、これにそ って

いリゾート H の 事↑fi を概観してみたいと思う 。

キーワー 下 i 時間

労働時 聞の短縮と自 由時間 の増加は、 国際的バランスからの要求

もあ って、今後ますます進んでいくものと思われる 。週休二日制や

長期休暇制 度の拡大、あるいは祝日 の見直しによって 、絶対的休暇

時間は増大する 。 この時間l を自己のライフスタイ ルの 中でど の よう

に活用し、使いこなしていくかが 問われる 。

しかし現実的には、まだまだ休みを取ることを遠慮したりして、

ごく 一部の階層 を除 いては、 長期休暇というのは 笑現し難い事情の

ようだ。正月、コ ールデンウィ ーク、盆とい った、オー ソライズさ

れた休暇に集中するため、限られた交通手段や施設への競争が激化

するのが現状のようである 。 当面、 この点に関して求められるのは 、

西欧のような長期ノ〈カンスが伝統的に保証されていないわが国の現

状にあ って は、せめて週休二 日制に対応した、川j ゾ - ｾ＠ '1 の工夫を

せこく実現することであろうか。 、、 リゾ- ｾ Ｂ が 必ずしも長期にわ

たり、どこかへ行くことと限定きれないのであれば、この 「時間」

に対する概念から、その人に合ったいリゾーいのノ f ター ンがある

かもしれない 。 回答者の中にも、このような視点から、生活上のあ

らゆるステージをリゾートという表現で楽しんでいる方があった 。



やはり、非日常的体験の中で、精神解放し、自由を楽しむという視

点からすれば若干の異論があるかも しれない 。

いずれにせよ、 「時間」に 対する生活上の哲学が、より重要なも

のとして認識さ れてくるこ とには 間違いない 。

キ ワー卜2 欧 米 型 と 日 本 型

すべての事象を語るとき、いつも引き合いに出されるのが外国と

どう違うかである 。 この、、リゾートゲにつ いても 、同様のノ ぞターン

で多くの回答者がその違いを指摘されている 。 リゾートに容1J <日 数

の違い、リゾート を生む背長となる生活パターン、施設の充実度の

違い、企業と個人の意識の違い、楽 しみ方の違い等々である 。旅行

代理庖のセ ッ トしたメニ ューをあ たふ たと消化し 、疲れ切 って帰っ

てくる典型的日本型リゾートは、西欧のリゾー卜からは、およそリ

ゾートとは 言 えないものであろっ 。勤勉な日本人は、リ ゾートのと

きにも、精一杯がんばって一生懸命ゃるのが美徳であり、また充実

した余暇だと考えてしまう のであろ うか。や た らカ メラ のシャ ッタ

ーを切 ったり、ブランド商品のJ苫にき っとうする姿からは、真の リ

ゾートの自1J 出への道のりは長いと言わざるを得ない。 しかしボーと

していて何もしないのがよか った人が増えて きたという報告は、 ょ

うやく芽ぱえてきた日本人のゆとり志向を語るものであろう 。

施設面で、 「場所の特性を最大限に活用し、利用者の独自性を生

かしている のが欧米型、そ の コピーにや っきにな って、施設メニュ

ーの豊富さとハー ドの豊 か さを競 っているのが日本型の一つの特徴」

という遠藤氏の指摘は 、楽しみ方の意識、価値観の違いがそのまま

施設面へも反 映しているも のと考 えられる 。

キーワー下 3 自然

やリゾート" の イメ ージについて 、多く の人が諾 ってい る。 さん

さんとふりそそぐ太陽、どこまでも広がる海原、目にしみる緑の輝

き・・・、大 自然と素晴らしい四季折々の姿… 、 リゾートとは自然と 人

聞が共生していくものである 。 i 山地を切り| 剥 いたスポーツグラウ

ン ドや テニ ス コート、 巨大な宿泊施設などは本当の意味のリゾート

の姿といえる のかJ i リゾー トに 7 イカーを 入れてはい けない J i徒

歩がいやだという人は、リゾートへ来なくてよい」という上川氏の

意見は、自然、に対する愛情からの強い表現にな っている 。 i 自然、を

破壊するのは人間である j と。

美しい自然、かけがえのない自然、とどのように付き合 っていくか

は大きな需品題である 。

キーワー下 4 開 発

全国各地で展開されようとしているリゾート開発は、本号資料篇

にもあるように 、大規模にかつ集中的にプロジェクト 化 されてきた

ものである 。大企業や自治体は、地域の活性化と住民の文化的向上

という大義名分のもとに、構想を打ち出している 。具体的な事業 と

しては、 公共と 民聞が協力してい くノマタ ー ンが目立つが、民間活力

導入という方針で也民聞の資本力やノウハウにまかせたプロジェクト

も多い。事業 としての採算性や収益を高めるために、デベ ロッパー

として 、故大効率を達成する手法の検討も必要であろうが、真の リ

ゾートの創出の ために、どのような ことをなすべきかが問われる 。

開発のための開発ではな く、自然と共生し 、美と機能が有機的に結

合しう るラ ンドスケープ上の配慮 も必要であろう 。文化や精神的価

値観を単純に産業化したり、商品化しただけの施設づくりにほん走

することは、 経済効果の ための自然破壊行為につながる 。計画の策

定にあたり、全国画一的な開発プロクラムでなく、地域の個性や現

状をよく把援した上でのプログラムを目ざすべきであろう 。

そういった意味で、各関係官庁をはじめ、行政の計画上の指導力

や手腕が問われてこよう 。抽象的キ ャ γ チフレーズの領域から 一歩

進んで、これからのリゾートのあり方を具体的に予感させるものを、

地域に創出するこ とが大切である 。先に制定されたいわゆるリゾ一

一ト法が、真の目的とす るとこ ろで機能す るか、各企業の乱開発に

口実を与 えるも のになる かは、ある窓 l床で今後の具体的運用 で決ま

るともいえよう 。行政か らの 回答とし ての楠想には夢のある楽しい

内容がいっぱいで大いに期待されるが、今後の動向が注目される 。

キーワー下 5 ハ 一下とソフト

リゾート開発 となるとすぐ施設づく りの話にな りがちだが、 川村

氏の地中海 クラブでの当初からの考え方には感銘 j集いものがある 。

「おい兄弟、何 もないけど楽しくやろうぜ」の精神が、人と人との

出会いの気分が創りあげた リゾートのソフトに結実しているような

気がする 。立派なノ、ードもさる こ とながら 、人々 の価値観や志 向の

多様化の 中て¥きめ細かく対応していくソフト面の充実が重要にな

ってくるという加藤氏の指摘もあ った。 i常に新しい企画を外部か

らも 求め、い つも人々に とって魅力的なソフトの開発が求められて

いる」ということである 。同様に 「リソートは企画で決まる」と い

う菅原氏の意見 も、事業を具体的に担当されて いる 立場からの迫力

ある言葉である 。アメリカ、カナダのスキーリゾート開発の事例か

ら、 「総合的な施設づ くり 、街づくりの巧みさ、オフシーズンの幅

広い事業企画、行い届いたゲレンデサービス、そしてホテルサービ

スなどソフト商での素晴らしさ j を指摘されている点が注目される 。

建築と社会のかかわりでいえば、まさに建築そのもの以前の社会と

のかかわり 、し くみ、あるいは建築を運営していくソフ ト面 をし っ

かり把握する必要があるという基本的なことが改めて認識される 。

*  

改めて感じたことは、 川 j ゾ- } - " の概念が、何人かの意見の中

でも若干異な っているという ことで あった。西欧でいうところのリ

ゾートあ るい はその具体的な行動ノ マターンをそのまま リゾートとい

うのでなければ、日 常的リ ゾートとい ってよいのかあ るい は都会刑

リゾートとい ってよいのか、別のフレームがイメージされてくる 。

都 会の 中での リゾー ト感覚をという室内スキーゲレンデの紹介は 、

都 会の 中へリゾートを入れようとする例といえるだろう 。 また リゾ

ート地にいろんな都会での楽しみを取り入れようとする最近の風潮

は、リゾー トの中へ都会を入れようとする伊1J といえる 。 これ らはい

ずれも本来のリゾートではなく、ボケーと何もしないで何日もすご

せる素晴らしい大自然での生活がリゾートだとし寸意見がまた最初

に戻って出てきそうである 。 多様な価値観やライフスタイルの展開

が予測される今日、 一律のホリゾードに対する概念規定は難しい 。

都 会の生活感覚 を入れた リソートはいわゆる、アーバンリゾード

として区分された方がよいのかもしれない。本特集では 、そ のあた

りのところを含めて語り合 ってきたということであろう 。

( たなか なお と 神戸市役所/ 本誌編集委只)
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. ' ) ゾート

アンケート

それなリにリゾー卜

遠 藤 剛 生

[ 設問 8 . 1  ]  

私個人は、日頃の仕事から 離れ気ままに時を過ごせる旅が、また

訪れる土地 そのものが、 リゾー卜 地 であり、その土地 の中から自分

の好みに合った日々を見つけ 出すのが楽しみです。

しかし今回のテー 7 は、今日的テーマであるリゾート 開発の本質

を見つけ出すことであり、そのテーマに沿 って話を進めたいと思い

ます。

好みから言えばリゾート施設は、ハード中心というよりもハード

を含んだ 山や海、花や緑の風景が作り出すリゾート的アメ ニ ティー

の盟かさづくりだと思います 。 それと同時にそれらを運用するソフ

トと、参加性の高さが重要だと考えています。たとえば、グアム島

のような南国ムードの環境の中で適当に聞けたリゾート 地や ( 建物

ごとのアンバランスさと、スカイラインのまずきには目を 覆 いたく

なりますが ) 、ワ イキキの浜を少し 離れた 山のふもとの辺 りにあるリ

ゾートホテルでは 、「適当な自然、」と「適当な都会性」、 「適当な施

設」、「適当な管理」が用意され、多少もの足りない部分もあります

が、全体的にはのんびりしていて評価できると思います 。 ごちゃご

ちゃした押しつけがましい構えや、ひねり廻したサービスはこんな

場所には不似合いです。

リゾート地を利用する立場からしても、テニスをしようと思えば

適当に、また一日 中 プールサイドに寝そべ って本でも読めれは、最高

です 。 読書にあきれば、何度おこしてもｽＡｦｴｾに倒される、慣れないウ

インドサーフィンを楽しんだり、どこまでもつづく遠浅の珊瑚礁の

海を散歩としゃれてみるのも好きな楽しみ方の一つです。

[ 設問 8 . 2 ]

難しい質問ですが、外国のリゾート 地 として思い浮かぶのは( グ

アム、ハワイ等は日本の リゾートエリアの一昔11と考えています ) 、十

字軍とその歴史の島ロードス 過酷な自然の中で生きてきたサント

リーニ、ラビリンスの集落ミコ ノス 、ナポリ湾とベスビオスの風景:

の美しいソレント 、商都ベニスの走[inr と館と者11市国家の歴史、太陽

と白い砂浜のノ〈レンシア周辺の海等々数えあげたらきりがない地中

海の海と島で、これらの地域は、古くはギリシア、ローマ時代から、

中世ス ペイン 、ジェノパ 、ベニスを中心とする海運都市の時代の歴

史や文化、風俗、習慣、とともに今日のリゾートエリアを形成して

いますが、これらの地域に共通することがらは、盟かな自然と、人

聞の生活が、混然一 体にな って魅力の大部分が生まれていることで

す。

夏ともなれば、 北 欧やド イツ辺りから老いも若きも、金持ちも、

それなりの人々はそれなりに 、好みに合わせて自分のバカンスを楽

しみに来ます。

大部分の人々は長期滞在型であり、安いペンションや、レンタル

ハウス、人によってはホテル住まいと多様ですが、そのほとんどが、
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のんびりと浜辺やキャフェテラスやプールサイドに寝そべって一日

を過ごします 。一方 、日本のそれは休暇の長さにも関係するのです

が、持ち前の勤勉さも手つだって、畳はゴルフに夜はナイトショー、

次の日はテニスとショッピング、その次の日は・・ ー・・と朝から夜まで

かけ廻り、目先が変わらなければ安心でF きない。 これが現在の日本

におけるリゾートライフの笑体でしょう 。

これらの施設の比較をすれは¥場所の特性を最大限に活用し、利

用者の独自性を生かしているのが欧米型な ら、そのコピーにや っき

になって、施設メニューの豊富さとハードの豊かさを競っているの

が日本型の一つの特徴だと思います。

[ 設問 B ・3 ]  

英和辞典によると〔リゾート 〕は 、しは、しば行〈所とか保養地と

いった意味がありますが、これらはリピート性の高い行楽地の概念

を表していると思います。 リゾートライフとは、日常的な生活から

離れ、自由な時間を持つことによ って心身ともに リラ ックスできる

ことが第一義と考え ます。今後の日本のレジャーが長期滞在型へと

移行するであろう流れの中で、刺激の強いアイディアは、かりを求め

るよりも、精神を解放して自由でのびのびとリゾートライフが送れ

る、個別性の高い環境っくりをすることが、いく度となく訪れたく

なるリソート地づくりにつながるものと思います。

( えんど う たかお 株式会社遠藤剛生建築設計事務所)

2  

日本のリゾー卜の難しさ

北 村 隆 夫

東アフリカの海岸は素晴らしい 。 まばゆく白い海浜が、紺裂の印

度洋と緑に群生した榔子林を区切って何十哩と続いている 。風の音、

波の音と自然のリズムが心地良い午峰に引き込む。見つめると案外

と人影もあり、 三々五々と波打ち際に、相1子の木蔭に遊んでいる 。

私は大きなかや葺屋根の下、ホテルのテラスで寝転がり、冷えた飲

み物を握っている。周囲は赤、白、鐙のブーゲンビリヤが咲き乱れ、

浜風が通り抜けるので、ここが南緯 4 度の熱帯とは思えない。タゃ

みが迫ると珊瑚礁でできた洞窟に灯が入り、パーが開〈。パーカウ

ンターでは珊瑚の壁に向かつて腰をかける 。壁の小さな穴から時ど

き臆病者のカメレオンが顔を出す( なかなか可愛いのである) 。 そし

て洞窟の冷気の中、しばしこの世の天国に心身をあずけることにな

る。

この海岸だけでも ホテルは随分と建っているが 、それぞれが相当

の距離( 一粁ぐらいか) を保ち、建築の高さは郷子の高き以下に規

制されている 。賢明な人達である 。前述のごとくホテルの姿は自然

に調和し、周囲には環境を破壊するような看板の類はない 。ホテル

のサービスは行き届き、部屋やロビーも清潔だ。客のほとんどはヨ

ーロッパからの避寒客とあって、多勢で話し合っていても大声にな

らない。彼ら独特の静かなざわめきと婦人を交えた和やかな雰囲気

がただよ っている 。以上は、ケニヤ共和国モンバサ海岸ノースピー

チて" のひとときであ った。

リゾートにはそれぞれ異なっ た特性があ ろう 。 スポー ツに気持ち

良い汗を流す場所もあり、楽しい歓声に日頃のフ。レ y シャーを解放

するところもあろう 。 しかしリゾートの基本に求められるものは、

自然と文明のアメニティーがよく調和し、都会生活者に本当のレフ

レッシュを与える場であろう 。前述の静かなモンパサ海岸のように、

大声、奥声の集固め前には瞬時に破壊されそうな自然、とのデリケー

トな調和こそがリゾートの基本と考える 。 シャモ ニーの村は十年一

日のごとくにしてこそシャモニーであり、サンレモのような地中海

の町 々はその美しさに歴史を重ねているゆえに有名なリゾートなの

であろう 。

さて、わが国に新しくリゾートエリアを創り出そうとするのは大

変難しいことだ。現代の経済活動はあまりにダイナミ ックであり、

投下資本と利益還元の規模はスケールメリ ッ トがなければ成立し得

ない 。 より多数の利用者を 必要とし、利用者のために 一層巨大なア

メニティーの建設を要する 。 日本の自然とは、すべてスケールアウ

トの出合いである 。 リゾート開発までもなく、経済効果のおもむく

ままに放置すれば、自然破壊は止まるところを知らぬ。気がつけば

世界有数の海岸線を持つわが国に、どこに立つべき波打ち際が残っ

ているのであろうか。

むしろ新しいリゾート地域とは自然に対する加工制限地域であり、

アメニティー建設の制限計画区域であり、かつ利用者に社会的教養

と文化の高さを条件づけてもよいぐらいである 。利用者の厳しいセ

ンスの目が見張られぬ| 浪り、世に敬意を受けるに足るリゾートの創

造は決して生まれないであろう 。

( きたむ ら たかお 株式会社竹中工務1苫常務取締役 )

3  

自然を助ける心

上 川 禎 彦

私にとってリゾートという文字は、これまでとくに深い意味を持

ったことはない 。 リゾートという言葉は、私達に大自然と、素晴ら

しい四季折々の姿を楽しませてくれる場所を連想させるが、今、こ

のリゾートという言葉を考えなおしてみると、景勝の地を、人聞が、

ある意味では必要に応じて、自然破壊をして経済的な面で使い分け

ているのではないかと思う 。今日まで、われわれ日本人は、本当の

意味でのリゾー卜を育ててきたといえるだろうか。私にと ってリゾ

ートとは、自然と人聞が共存共栄してゆくものでなくてはならない。

あるリゾートカ、出来上がれば、多数の人々が、そこに集まって来

る。私達は、集ま って来る人々が何 を求めてやって来るのか、よく

これを見極める必要がある 。山地を切り開いたス ポーツグラウンド

やテニスコート、巨大な宿泊施設などは本当の意味のリソートの姿

といえるのか、非常に疑問である 。集ま った人々の考え方にも問題
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はある 。 自然から与えられることだけを望み、自然、を助けることを

考えないし、助ける方法を教育されていない 。

リゾートにマイカーを入れてはいけない。 自然の中に自動車道を

設けることは自然をf I 皮壊することである 。遊歩道などを作り、人々

は徒歩で宿泊施設なと。へ向かうが良い。徒歩がいやだという人は、

リゾートへ来なくてよし、 。都会に住む人、仕事のストレスを解消し

たい人が、そこへ干すく 。 自然を満喫したいのだろう 。 そうすればよ

い。 リゾートでの数日間はサパイパル的に生活するのもよいだろう 。

動物達ともつき合う 。馬に餌を与え、牛の体を拭いてやる 。山羊を

引き出して、陽当たりの良い所へつないでおく 。 そうすると山羊は

乳を沢山出してくれる 。子供達にも 、畑を耕やしたりイモ: tm: りをさ

せる 。本当の意味のリゾートが存在し 、 自然は保護される 。

子供達が自然とのつき合い方を体得すれば、次のt世ー代の教育もし

やすかろう 。海も楽しめる 。海水浴での甲羅干しだけが能ではない 。

近頃は育てる漁業の時代である 。音波で管理きれているハマチや、

フクに餌を与える 。寄 ってくるハマチの併を取るすさまじさは大人

にとっても篤きとなる、そこには本物の自然があるのだ。

草も木も、鳥も花も、愛さなけれはならないし、愛する心がなけ

れは. ならなし、。 自然を破壊するのは人間である 。動物や草木は、そ

んなことはしなし、 。 リゾートを利用する人々すべてを、自然の良き

理解者として教育するのは難しい 。 とくに日本人は、イギリスやヨ

ーロ ッパの人々に較べると、自然を愛する 心が不足しているように

思えるのだが 。 リソートを運営管理する点でも、民間企業や第

三セクターにまかせ っきりではいけない。 とくに自然保護の閣では

過干渉的に見据えることが必要である 。車がなくては動けない人は、

リソートへ来なくてもよい 。車が来ると、将来自然、カ、去 ってい って

しまうのだから 。各地の景勝地がすでに形を変え、消えさろうとし

ている 。 リゾートに施設を 設け、運営しようとする者は、そこ の と

ころの基本的な姿勢について、よく考える必要がある 。

一昨年、総合保養地整備法が制定されたが、そ の運用においては、

園、地方自治体等がし っかり民督しないと、法の名のもとに、自然

破壊が、活発化しかねない 。非常に心配である 。 日本は経済的には

非常に富んできた 。 人々は余暇が増えた 。 しかし余暇だけが培えて

も、人々の心が豊かになりはしないのである 。草木を愛し、動物を

愛す 、そんな心の余裕がないと、リソートに集ま ってくる人々は 、

自然破壊の集団となりかねない。

リソートという英語の持つ意味は、少なからず反自然的である 。

また開発されたリゾートも現実にそうなる 。 そこのとこ ろをよく理

解しないと、伝達の日本の美しい自然、が、 1 ヵ所また 1 ヵ所と、枯

木の 山や汚水にまみれた川とな ってしまう 。 そうならないためには、

私達は何をしなければならないか。単に建築にとどまらず、線本に

立ちもど って考えることが必要だ 。 それがとりもなおさず、新しい

リゾートの整備の根源となる、と思うのだが 。

( かみか わ よ しひこ 上 川 住築研究所所長)
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4  

遊びは自分てづくりたい

坂 田 種 男

わが国におけるリゾート開発は、昨今の日本人の働き過ぎからく

る海外からの批判も含め、より良いレジャーを生活環境の中に取り

入れるために、政府施策のーっとして 、いわゆるリゾート法が制定

され、国民に健康的で楽しい休暇と遊びができるように、その開発

が進められていると 言えよう 。 そのために海外からのリゾート情報

が高級なイメージで紹介されたり、自然の美しさを賛美する名文句

が利用者の心をくすぐる 。 その目的のために、ホテルや各種のレジ

ャー施設をつくることをレジャー産業の一つの目標としていること

は、これからのリゾートの考えかたに問題を残すことになるのでは

なかろうか。総かにこれらの波にの って、道路網は艶備され、宿泊

設備が充実し、四季の旅行に楽しいレジャーを過ごすことができる

が、遊び方を知らない人達も多いと言われている 。

もう数年前のことになるが、ツアーで30人ぐらいの人達とノルウ

ェーの住宅環境を視察したことがあった 。ノミス旅行でフィヨルドな

どの雄大な風景を見ながら、 川はあくまで澄み、鮭の j屯のぼりを見

ながら小さな町を訪れたとき、ほとんどわれわれで満室になるよう

な小 さなリゾートホテルに入 った。普段なら明るいのですぐに街に

繰り出して行〈若い人達も、 一向に動こうとはしなか った。 夕食ま

で外出をしましようと誘 っても、何か行くところがあるのですかと

いう返事。 こんな山の中では何も見るものはないという考え方であ

った。 そう 言 えば、日本の若い人達の中には遊ぶ地設がなければ遊

びができなくな ってしま っている人もいる 。 - * 不飲みましょうと 言

ったときには、歓楽街の紅い灯が連想、機能として働〈 。 そう 言えば

ゴルフ場、テニスコート、ゲートボール、パチンコ、遊技機械まて

準備されたつくられた施設の 中で、はじめて楽しさを見いだすよう

に習慣付けられてしま ったと 言 えょっ 。 それは自分で遊びをつくる

ことができなくな ってしま っているとも 言 えよう 。

また、同じ頃、北海に浮かぶ フエローアイランドに行く機会があ

った。気象の関係で空港から街までタクシーで 2 時間もかかり、島

づたいにタクシーに乗り、さらにフェリーをつか って、島の 中で一

番大きな街トーン ヨン ハウ ンまでや っとたどりつくような鳥で、街

には交通信号もなく、文明とは余り縁のないような所であ った。 そ

こからまた荷台てソl、さな漁村を訪ねた 。 タクシーは夕方迎えにくると

言っ て霧の 中に消えて行 った。 その村のはずれの、ある婦人の世話

になる 。 その婦人は案内をしてくれながら、道端に落ちている木片

を拾い、それを前掛けの下にかくし持ち、家に戻ると 一本の板は彼

女の子供に、 一本はスト ー ブの中へ。 そんな行為が何を意味するか

と恩 っていたが、それをも らっ た子供はすぐ鋸で切り、箱をつく っ

て車をつけ、夕方には丘から滑り下りて遊んでいた 。彼女いわく、

あれが私の教育だと 。昔はコ ペンハーゲンに住んでいた 。街に出れ

ば子供たちのためには遊園地もあり プラモデルも売 っているが、

それは決して私の教育ではないと 言っ ていた 。 自分で遊ぶも の をつ



くり、自分で遊びを考える、これがこのあたりの人達の哲学 であ っ

たようだ 。

もちろん、フランスのニース、カンヌのような、またドイツのト

ラテミュンテなど大きなレジャー施設にはカジノやナイトクラフの

施設があるが、自然の環境の中に都市でまにあうような施設は考え

たくない。 自然を破壊せず、誰をも楽しませてくれる憩いと遊びの

場所は、 このあたりの真の意味を理解することであり、施設や建物

よりも、リゾートを使う人達のマナーと施設の一体化が、これから

の問題であろう 。

( きかた たねお 千 葉 大学 工 学部 講 師 )

5  

島のリゾー卜

河 野 博 之

4 年ほど前、私は宮古島東急リゾートの新設を機に、仕事ではあ

りましたが、宮古鳥を訪れる機会を得ました 。宮古島は j中総本島か

ら南西へ約 290 キロ、太平洋と東シナ海に挟まれたこ の島への認識

はほとんどありませんでしたが、 地図上で見る、ともすれば流され

そうなこの小きな島の存在そのものに、大変興味をそそられるもの

があ ったことを覚えています。

遠く望むホテル棟は、 一面のさとうきび畑の中で、まるで大きな

鱗をつけた大魚、が横たわ っているように見えてきました 。今日では

決して大規模とは 言えない、 中規模とも思えるホテル棟が、この島

には限度いっぱいのようにも思えました 。郷土色豊かな資材を使 っ

て作られて いる各施設は、大変快いものを感じると ころがありまし

た。 その後、最近にな ってゴルフ場が建設されたと 聞 きます。

滞在中、一日の織彩を終え、民宿に投宿。湯の入 っていない浴槽

を横目に、少ないシ ャワーの水で体を洗い、食事。本土か ら来たと

言 うダイパー達と、取 って来た見なれぬ魚を突き、泡盛りをすすり、

民宿の主人の話を聞きながらの毎日の夕食でした 。いつの夜でした

か、 25- 26の若い女性が訪ねて来て、民宿のおかみさんと 何やら 相

談事をしているのを見て、どういう人かと尋ねましたら、数年前に

大阪から越して来た奥さんとのこと 。5 j ! J に郷里でもなく、親戚もい

るわけでもないこの島に 、突然の移住だとのことでした 。夫婦で、

ここの民宿の主人が作るさとうきび畑で働いているらしく、すでに

その若い奥さんの顔は真 っ黒なのが 印象的でした 。

島の地域'1生からくる、遠〈 離れた 孤1虫感。 また、南の島特有の明

るい開放感等、さまぎまなことがこの地から私に伝わ ってきます。

また、地元の人々の会話から、この島への新しい印象も生まれてき

ます。巨大な都市社会への理解に限界を感じる者にと って、数日で

島の人々と友人にな ってしま いそうな ことや、島の高台に立てば、

すべて見渡せそうなこの限られた空聞のようなものが、私にと って

非常に快いものに感じられてなりません。

リゾートに寄せる思いは、何かそんな| 夫いものを求めてと 言 うん

でし ょうか。島に住む人と、単なる旅行者である私の島に対する関

係はどうあれ、そこによRまる人々の出会いの場が、ここなんだと 言

うも の であ ってほしいと思 っています。そし て、だか らと申しまし

ょ うか、リゾートは、私の毎日 の生活か ら心情的に 遠 〈離れてある

ものだと思いますし、何かと満たされた生活から飛び出して受け入

れてくる地ではないかと、そんな気カ、してなりません 。

Jif; 路の機内より、小さくな ってゆく宮古島を見ながら、若い夫婦

のことを、ふと思い出していたことを覚えています。 もちろん、あ

の澄み切 った宮古の青 い海も忘れはしませんが… ー 。

( かわの ひろ由き 主II 築写真家 。凶日本写房稲岡代表者)
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文化の産業化、ないしは

精神的価値観の商品化

西 尾 直

たとえば、水溜まりを作 って ボウフラをわかす。蚊をい っぱい発

生させてから、蚊取り線香を売る 。有名な経済学者の定義を拝借す

ると、これがかつての G N Pの仕掛けなのだが、人々の暮らしに必

要なモノを作るというよりも、売るためにモノを作 らねばならぬ時

代の経済は、この発売? 、が支えている 。だか ら、高度成長の行き 止ま

りと、 ソフト 化への対応 という新たな経済環境に当面して、 商品そ

のものの質と価値が大きく変換した現在も、マーケテイング思考の

根本は、さして変わ った わけではない 。

1970年代の半ばから 、人 々の聞に定着し た 「モノからココロへ」

のうたい文句は、こうした工業社会から情報化社会への時代の大き

な流れを背景とす る必然な のだが 、これカ、必ずしも物質的満足より

も精神的充足を尊重するきわめて人間的な心優しい思想の表現とは

限らぬ。実は、そうではなくて、モノを売りつくした経済の、次の

標的として、人閉めココロ の領域まで コントロ ルしようという 、

産業社会のサノ〈イパル戦略のスローカンであることは、少なくとも

この分野に生きる 人 の初歩的認識のひとつ。物質的な危機感とはお

よそ無縁の消費社会において、サー ビスや情報とい った無形の価値

の商品化は、すでに常識だが、マーケテイング開発の主要課題は今

や感性の記号化 であり、システム化 である 。言 い換えれば、精神的

価値観の商品化にほかな らぬ。

少しさかのぼって、 ' 60年代の後半には 、物質的欲求をほほ満たさ

れた人々が、フリータイムの充実に目を向け始める 。 レジャーとい

うコ トパが日本語になり、情報化への転換がリクツではなく現実の

社会現象とな った。 レジャーの日常化であり、同時にそれは経済の

次代の主流となるべき情報産業あるいはサービス産業台頭のキザシ

である 。水溜まりと蚊取り線香の関係で言えば、 リゾー卜への7 ー

ケテイング開発の4重まきは、この辺りから始ま って いる 。

' 60年代のレジャーブームに匹敵する ' 80年代のイベン トメ ティアの

隆盛は、新たな情報開発型マーケテイングの展開による成果である 。

どちらかと言えばレジャーに関するモノ開発に比重のかか った前者

に比べて、コト の演出 とい う情報環境をプラスしたイベントには、

さらに大きなエレメントが加わる 。地域と のかかわ りである 。乱立

する博覧会を例にとれば、テ ー7 こそ違え、 「地域の活性化と住民

の文化的向上」という 画一的だがもっともな コンセプトがあって 、

これが、ここ数年来、文化を錦の後11旗とする地方自治体の経営戦略

に絶大な効果を上げる 。 このことは、情報化社会の象徴的現象であ

る文化の産業化、あるいは閤品化を意味しているのである 。

今 、注 目を集めるリゾー卜開発を 、こつ したイベントと同列に 扱

うつもりではないが、 地域ぐるみの7 ーケティング開発という意味

では、その成果を一過性のイベントではなく、長期的、継続的な開

発商品として 、地域に定着させる試みと言えなくはない 。

芽を出したレジャーに、イベントとい 7 コヤシをた っぷ り与えた
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のだから 、水やりさえ間違えなければリゾートの花見頃は近い 。

ところで、ア ンティとウ オコさんご夫妻は、週末になるとへルシ

ンキから東へ 、車で 2 J時間ほどのシーサイドにあるセカンドハウス

へ行〈 。電気も水道も 引かず、 サウナノ ぞーテ ィなども季節がよ けれ

ばそのまま海へ飛び込んだりして、自然が日常の中にある 。 孝朗君

と節子さん一家は 、夏休みになると琴科の別荘へ行くことにな って

いる 。彼らがここを使うのは一年にせいぜい 1 週間ぐらいだが、留

守 中の面倒と、行く前の電気や水道の開栓などは、管理会社 がキ ッ

チリや ってく れるし、スーパー も近くにあ って普段と同じ暮らしが

できる 。だから、自然はむしろ非日常的な舞台装置なのである 。

「なるほどJ と、キ ヨンさんは言う。 Iフィン ランドより、日本

の方がススンでいるのだナ」

( にしお ちょく 大阪芸術大学教妓 デザイン社会学 )

7  

行きたい人と行ける人

宮 崎 洋 司

リゾートライフに余り馴染みがない小生にとっても、 仕事上通り

過ぎたものの中にも、いいなと思うリゾートは少なくない 。 しかし、

好みから 言 えば、伊豆急の「伊豆高原」である 。温暖で、まち自体

が熟成し、自分好みの リゾートっぽさがそこにはある( ように見え

る)。 だが自身は伊豆半島突端に近い白浜に行くことが多い。白砂が

きれいだ 。子供の夏休み最初の日から二~三泊し、ただ泳ぐだけと

いう貧弱なものである 。頭の 中に は過ごし方の多様な思いがあるが、

気持ちの余裕がなく 、それ以外の時期は行けない 。余裕がないから

思い切 って行くべきと頭の 中では思っている 。

外国のリゾートは全くと言って よいほど知らないが、外国のリゾ

ートと日本のも の との速いは、主につぎの五つである 。一つは、 日

帰 り客や一泊程度の宿泊の団体客 を主 な顧客と 当て込んでいるが 、

一見でその地のローカ リティを 味わ ってもらうことを考慮していな

いのが日本的なものである 。二つ 目は、目指すはフランス的な長期l

ノ〈カンスというより、日本では週末利用を頻繁化する利用ノ マターン

となろうこと 。三つ目は、企業保養所に代表される法人需要( 家族

で企業保養所利用あるいは同僚等との利用 ) は、企業の 中での個人

のあり方の見直しにより変質するであろうが、日本では形の上 で当

分存続するであろうこと 。四つ目は、週末利用とも関連するが、片

道 2 - 3  JI寺間以内のインシティリゾートが立地的には 中心 となり 、

地元需要を 一定以上見込んだものが増えそうなこと 。五つ目は、家

族とその中での夫婦のあ り方 ( たとえば子供用の別施設があり 、親

とはリゾー卜滞在中別行動が可能) に対する考え方の違いである 。

恐らく 一つ自のものを| 徐き 、以上の違いは 、日 本の独自性を活か

しつつ外国の長所も取り入れた リソートをつく ってゆく上での基本

スタンスとなるはずである 。

現在リゾートは、ツインホーム的利用が盛んに推奨される風潮に



ある 。 しかしツインホームには、強い戸建て持ち家指向 のし、びつな

現象という聞が少なくなく、 「代償行為」とも 言 える 。そのことは、

この現象を 利用者とリゾートと の関係でみると分かりがよし、。すな

わち i A  ; 行きたい人が行けるリゾート J 、i B  ; 行きたい人が行け

ない リゾート J 、i C  ; 行きたくない人が行けるリゾー トJ 、i C  ; 行

きた くない 人が行二けない リゾート j の 4 ノマターンである 。

A パターンは 、早くから自身ないし親譲りで別荘等を保有し 、い

つでも 利用できる少数派である 。 B パタ ー ンは、改めて説明するま

でもない。 C パ ターンは、秘極的に行きたいわけではないが ( かつ

て投資目的に貰 ったり企業施設であ ったりして ) 、行けるリゾート

はあるというパターンである 。 D パターンは、 j艮ー近の リゾー トマン

ションブームにすでにその兆しがあるが、開発業者が顧客のセグ メ

ント等と称して投資と 一昔[1の特殊な実需を当て込んだ リゾートに見

られる 。ツインホ ーム政策は現状では 、Dパターンに対応している

のである 。

言うまでもなく 「行きたい人が行ける リゾート」が国民的厚生の

増大からみて望ま しい のは、 何 も リゾー トに限らな い。 しかし リゾ

ートには行きたいが、少し高いと感じることは必要であろう 。高い

質に対し価値を認め、 「金 j と「時間」を消費することに少々の決

断を要するようでないと、繰り返し 利用されるはずがない 。 それが

常態化 したところに 、 リゾートがあると 言っ ていい。

小生の好みから言えば、盟かな自然と、奥日常の「生活 j がそこ

にあれば良い 。普段はじ っ くり選べないもののショ ッピングができ 、

長時間本を読めるカフェテラスがあ って欲しい 。 さらに 言 えば音楽

家や画家が集うに 相応しい雰囲気があ って、笑|療に住んでいればな

お良い。 もちろん単に 健康的な「生活j のみでなく 、問中康夫的な

少々のスキャンダラスさや色香の気配もあり、あるいはそうした情

景がf以っかわしい「まち」でなければ、 リゾートとは 言 えない。

( みや さき ひ ろし 株式会社プラス 社会計凶セ ンタ一所長 )

8  

地球をいとうアプローチ

稲 田 純 一

ここシンガポール周辺には、多くの東南アジアのリゾート地が点

在しておりますが、家族で行 ったインドネシアのパ リ烏とマレーシ

アのティオマン島を 、私なりのリゾートをテー? として紹介します。

両島とも、飛行機を使いますと当 地からは 2 - 3  JI寺聞の行段で、

リゾートのJl っ只中に到若します。熱帯海洋性リゾートにとり、最

も重要な澄んだ青い海、ま ぶ しいほどに続く砂浜、海岸線を埋めつ

くして柏わ っているヤシの林 、サンサンと降りそそぐ太陽・・・… 。残

念ながら功It ｾ却 ｬ 礁の多くは茶色に変色してしま っ ている状態ですが、

まだまだ、私達のリゾートに寄せる期待を十分に満足させてくれま

す。 モ ンスー ンの時期をはずせば、ほぽ一年中、写真のようなラン

ドスケープが自の前に展開します。
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. リゾート

アンケート

、
， 

私ヵ、訪れました リゾート 地は、幸いにしてその施設レイアウトも

環境のもつポテンシャルに優しく対応していて 、決して大胆に、不

必要に海岸線に突き 出たり、むやみな自己主娠をしたりしていず 、

ランドスケープアーキテクトであります私の白から見ましても、随

分と 心地よ いものでした 。 このような立地でのリゾート開発計画に

おいては、 やはりランドスケープアーキテクチュラルなア プローチ

が重要視され、ちょうど、私達日本人の先達が自然を思い、自然と

の共生の 中に 美と 機能を創造し てきた手法が、見直され るべきでし

ょう 。 そうして、このことはとりもなおさず、ディベロ ッパーの方

々に対しても、 リゾート開発事業の本質的、経済的な可能性を最大

化し 、永続化を約束することになります。

外国の リゾートと日本の リゾートを A 号えます折に、それぞれの国

民がリゾートに答IJ きま す日数が、決定的に大きな 相違点を生み出し

ているように思われます。 また、リゾートを生み出す背景となりま

す生活のパ ターンやら 、施設の充実! 交の述いは、この数字を通して

も、見えて くるようにも 思われま す。俗によ く言われます、ヨーロ

y パ人のサマーバカンスは 、来た して、本当に 1 カ月近くもとって

いますし、 元来、 地中 海エリアがそのバカンスの主要地であったも

のが、近年はモー リシャス、モルディブ、そうして ここ東南ア ジア

のリゾート 地に大挙して押し 寄せてきています。以前、タイ国のリ

ゾート 地 でありますプーケ y ト島に行こうかと思い 、 トラベルエー

ジエントに問い合わせましたところ、旅行の情報とともに、 小さな

子供さんがおられる場合は、ヨ ー ロ ンパ人が集中する H寺WJ ははずさ

れた方がよいのではないですか、と忠告 を受けました 。それは、ど

うしてですかと尋ねますと 、その l時期 ヌーディストが大勢、J兵を埋

めますので、子供さんの教育上よくないと思われますが、とのこと

でした 。

- Ili 二年ノ ぞリ市の公 園局 を訪 問しました折に、 パ リの人々は、俗に

言われているように 、 1 カ月以上も本 当にサマーバカンスをと るの

かと聞きましたところ、彼らは喜々として、もちろんとる 。 1 年も
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前か ら計画しないと、集中する時期1にはよいところのリザーベイシ

ヨンができないくら いな のだ、と語ってくれました 。

フランス人のバカンス好きは、とみに有名ですが、片や、私ども

にはきわめて働き者で身持ちのよさそうに見えるスイス人の友人に

問機に、サマーバカ ンスは普通平均 どれぐらい とるのかと 尋 ねます

と、故低 l 年に 3 週間の休暇は とり、 人により夏に集中したり、 2

週間を夏、 1 週間を冬というようなとり方をするという こ とです。

この ことはス イスのフランス語圏もドイツ語圏も 同様だということ

です。それにつけ加えて、日常のスイスのオフィスワークは、当然

に、完全週休二日制ですが、それがさらに金曜日の午後はもうみな

仕事はう わの杢で 、週末のことを考 えており、エクセ、クティブが金

l曜日 の午後 3 時頃にでも秘密にタイプを依頼しようものなら、来週

にしてくれとっき返されるのが落ちだという ことです。

私ともの行きましたノ 〈リl誌でも、私も含めて、われわれ日本人滞

在はせいぜい長くても平均的には 4 泊 5 目前後なのに、知り合った

ドイツ人の中年の二組 のカ ップルを含め、押しなべて彼ら西洋人の

グループは 2 週間 、 3 週間の休暇を楽しんでおりまし た。 日本人の

リゾートに割〈余暇時間は近年増大しているとはいえ、 3 週間の休

暇はいつにな ったらとれるようになるのかと恩われます。

・住

有名な、小学校時代によく耳にしました「アリとキリギリス」の

話は 、私に とり、 治、在的な労働に対する倫理観の一部にな って いる

のかもしれませんし、また i甫島太郎の話にし ましても、龍宮城で乙

姫様と遊びほうけた後に、玉手箱を空けて白髪になってしまう、そ

のくだ りは どこか 、遊びほうけたことに対する 罰 を受けたようにも

とれる気がします。それも、農耕を生業とし た私達の生 い立ち は、

秋の収穫までは決して油断を許さず、収穫後にはじめて、束の間の

「ノ、レ 」が訪れるという l 年の生活のプログラムに 、端 を発してい

るのでしょうかー 。 代昭和元縁。などとも 呼ばれる現在は、江戸

時代にもま して 文化、 芸術の側熟ヵ、期待され、アリ的倫理観も 急激

に変化しつつあるように思われます。

B B C放送のワール ドサービスは、 サ ッチャ一首相自らのステイ

トメントもあり、ここ半年以上前よりきわめて頻繁に世界の環境問

題をとりあげています 。世界 で最も先に産業革命を成し遂げた英国

は、今 、工業化がもたらした高い生産性の社会システムと の代替 え

に生じたさまざまな環境問題のジレン 7 に、本気で気づき 、世-界に

吟告を発しています。地球ヵ、地球号として有限であることが認識さ

れて久しいですが、このカプセルで営まれるわれわれの生活は 、地

球の環境再生能力を越えて成立するわけではなく 、同様に、自然立

地型の リゾートは 、自然I;P克をそのリソースとして 成立するわけで

すから、周到な環境への配慮の上て‘ の計画がなされ なくてはなりま

せん 。

リゾートにより、人聞が人間性の回復をなし得ることは、まるで

母なる 地球の子供である人間が、そ の生みの母 ( = 豊か な自然環境)

に抱かれて 、本来のアメニテ ィー を取り戻すかの ようにも見えます。

二十一世紀が人間が人 JMJ らしく生きる世紀としますと、さらに複

雑化するテク ノ社会にと り、リソ ートは不可欠ですし、それを保障

する母なる地球に対する l配慮は、 i註も桜本的な課題かと思われます。

* 柁 ・イゾ y プ; !j ，';，1，fjの「蛾 と'I'J 仏」が J レ_ ' J なのでしょう か 。( 岩披版参 !KI，)

( しな だ じ ゅ ん L ち ランドスー アーキテクト 〈技術的 )

ンンガポール国家開発省勤務
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リゾー卜地としての

サントリー二 島

北 村 陸 夫

エーゲ海の島々の民家集落、とりわけミコノス、サントリーニ鳥

の集落は、その美しさにおいて、世界有数のものであろう 。

B . ルドルフスキーの 「建築家なしの建築」や二川幸夫の写真集

「エーゲ海の村と街」で紹介され、われわれ建築家には少なからぬ

衝撃を与えたものであ った。私自身も十数年来の憧れのI也であ った

が、昨年暮れ、ついに行くことができた 。

*  

「紺碧の海と EE、真 っ白の壁J それがサントリーニのピュアーな

イメージであり、最近ではテレビの C F にも登場しているが、その

イメージ、それに変焦がれ、追いもとめて行 ったのであ る。 しかし

観光化、俗化は聞いてはいたが、予想以上にそれは進行していた 。

真っ白であるべき壁はところどころ剥げ落ち、ベージュやピンクに

塗られているところもある 。看板やネオンサインも多い。おまけに

さをは薄曇り 。ついに 、鮮烈なる サントリーニ ・イメージは見られな

かったし、その意味では失望だ ったといわざるを得ない 。

対岸より見たフ ィラの街

フィラの街と下の港をつなぐ、つづら折れの道

しかし、こ のぬの民家集洛の空 間の魅力はなん ら劣ることはない

し、エーゲ海の品々を 見晴らす景観の素晴ら しさは、他に仔IJ えよ う

もない。 さらに 、リ ゾート 地とし てこの島を見るならば、実にいろ

いろと考えさせ られることが多く、リゾートには不mれなわれわれ

日本人にと って 、こ の島か ら学ばねばならないことの多さに気づく

ことになる 。

*  
サ ン トリーニ j誌は海底火山の噴火によ って出来た島て¥そ の後幾

度となく地震が繰 り返され、もとは環状の外輪 山であったのが、西

側I j 半分が海底に沈み、残 った三 日月型、正雄にはタツノオトシコ引

がこの島の形とな っている 。西側IJ 、もとの火口側は約 200 mほどの

き りた った段崖絶壁で あり、東1WJ は外海に向か つて、なだらかな平

地とな っている 。 このな だらかな平地はブドウなどの畑にな って お

り、非常にまば らに民家も 点在しているが、よくあるのどかな国図

凪は設である 。 この l誌の中心のf釘フィラ、それともうひとつイアの{釘

は西側IJ の絶壁の上に、こぼれんばかりに建ち並んでいるのである 。

つまり 、この砧では 日常の生産や居住に適する平坦地を畑lに明け

渡し、建設するにも居住するにも困難と息われる崖縁を住宅地にす

るという、篤 くべき逆転の構造にな って いるのである 。

*  

B ・ルドルフスキーは敷地の選択という項目で、こう述べている 。

「鋭敏 な精神は 美を要求するものだ。人間が、魂を高揚させるよう

な素晴らし い景観 をもっ土地を選ぴとろうとすれば、どんな困難や

itilJiilt の劇場のさじき 附」

教会と見晴らしの良いテ ラス

月 間 . I  - ;r 
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. リゾート

・・・・・・・・・・・・圃圃・

アンケート

集落の中の重要な交通機関、ロパ

ミブ 止f J 11

姐f ‘

。 ｯｾＧＧＧ［ c : . ' 乞守

。、 ｡ ‘ぜ、ｾ

海を見つめる犬
夕日を背にまとろむ猫

司 E 官 一 一一一一一一

危険もそれを妨げることはで きない Jo [" ・・・フィラは創造の劇場のき

じき席のようなものだ」。美の欲求のために この絶壁に集落を位置

させたとの説であるが、かれら島民は、トルコあたりの異教徒から

の迫害や侵略に備え るため 、最 もlj攻略的に有利な絶壁という位置を

選んだのだという説もある 。

し、ずれにしても、この J誌は尋常ならさるなにかが存在するような

気がす る。1956年の大地良ではこの鳥の民家は全滅状態にな ったの

だが、島民は他に住居を移す こ となく、同 じ場所に同じ ように石 を

積み直したと 言 う。

また、ブルーにペイン卜された小さなドーム屋恨は教会であり、

この集落の景観 1'.のポイントとしてなくてはならないものである 。

しかし、こ のちいきな 村に、何十カ 所とあ るのは 、一体何 を物語る

グ)t.こ‘ろ 7 カ、。

のどかに たゆとうエーゲ海 、利i碧の空 、こ の風景を切り裂くよう

に荒々しい岩の断而を見せる段崖。太陽に照りつけられ目もくらむ

ばかりの白い壁、わずかばかりの段々状のテラス 。 そして吸い込ま

れそうな 奈楽の底 。 このJ誌の魅力は 、穏やかさ と峻厳さ 、美と危険、

とい ったも のの容，放のな いせめ ざあい 、そこにある のではないか。

まさに絶景の地に、生命を賭けて人がｻ主む 。 日常と ｾｉ Ｂ 日常 の Ｚ 境界線

を生きる 。 このような 人の生きることの意味を聞いかえすような さを

問、この島が人をひきつけてやまない魅力はここにあると思う 。

*  

そうい った:¥]: 1床で、この!誌はリゾートの線源的な資格 を持 ってい

ると思う 。

リゾートには 、何 もない 、何 もしな い、ただただ退屈 な11寺聞の経

過に身に委ねる、とい うコンセプトもあ りうる 。 しかしリソートの

基本的コンセプトは、ある般の非日常を生き、そしてまた日常に帰

ってゆくと い うこと につきる だ ろう 。非日常とは、自然の9"でのア

ドベンチ ャーであ ったり 、人間関係の中でのアパンチュールかも し
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れないが、危険を学んだものである 。文明化され、日常の中に危機

が排除された人間にと って、野生に帰ることは、心のバランスをた

もち、創造性を得るためにも必然のことである 。

サントリーニ島は本来の民家であることをやめ、リゾート 地 とし

て、いわば用途変更してしま ったわけである 。硲かに観光化、俗化

してゆく部分もあるし、 15年前二川氏が嫌 ってきたピュアーな民家

集落の良さは少なくな ってはいる 。 しかし、文化財として凍結的に

保存され、旅行者のための展示物にな ってしまうよりは 、 とうせ近

代化されるはずもない のだから 、リ ゾ トt也として再び生かされる

ほうが良いと思う 。

建築は骨董品ではないのだから、使いながら保存するということ

はもっと考えられるべきであろう 。

この島の 中心街、フィラの街は、ほとんどが旅行者のためのレス

トラン、土産物屋 、ホテルなどになっている 。 もうひとつの街イア

は、長期滞在者のための、レンタルあるいは分譲の リソート ・ハウ

スにな っ ている 。 そのため、イアの街のほうカ、かつての民家の面 Ｉ ｪ ｦ ｾ

を良〈残している 。 ちなみに、その分譲価格を調べてもら ったが、

100 rn' 、 3 ベ ッ ドルームで、約2000万円であ った。 日本円に換算す

ると以外に安い気もするが、為替レートの錯覚やギリシャでの所得

レベルで換算しなおすと、約 3 倍の価値と み るべきと思われる 。ア

テネの金持ちが持 っており、ひ と互のハカンスを ここで過ごす のだ

という 。そして、それがかれらのステイタスでもあ るわけだ。

*  

サントリーニ烏の民家集落は景観の芸術であり 、文化財で もある

が、同時に、その空間的特性をそれほど唆すことなく、絶好のリゾ

ート地になりおおせている 。

先住の島民はリゾー トとい うよ うな概念はもちろん持ちえなか っ

ただろうが、たくまずして、最高の リゾー 卜地となるよう 、運命つ‘

けられていたような気がする 。( き たむら りくお主主築家 ・ズーム計画工房)
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ある提案

松 下 良 一

私にとってホ リゾーいとは何であるかと考えて見ると、やはり

一般的日本人の一人として、休日の過ごし方、遊び方を知らない 。

終日ゴロ寝程度ではないかと思う。

今や日本は世 界ーの所得水準に達した、と 言 うが笑感とし てあ ま

り感じない。それなのに世界中から、働きパチ中毒の ように 非難さ

れている 。われわれが豊かさを実感で きないのは、住宅、土地問題

のほか に、余暇の過ごし 15を知らないということもあるのではない

だろうか。

しかしわれわれ日本人と欧米人では、休日の考え方がまるで違う 。

欧米人にとっては、キ リスト教的精神から労働とは罪悪であり、労

働は人生を楽しむため、所得を得るための手段であると考えている 。

まして日曜日に働くなんてことはも ってのほか である 。 日本人にと

って労働は勤労であり、むしろ美徳のーっとさ れている 。休日のレ

ジャーは、明 日の労働のための活力と 言われているくらいである 。

しかしこれからの日本人は、人生を見直し、人生を楽しみながら

人間として豊かさを満喫しなければならない 。消費は新たな需要を

生みだし、雇用を拡げることになるだろう 。

最近、週休二日制を実施する企業も増えてきた 。 また公務員も今

年からその方向にある 。将来、完全週休二 日制、 三 日制とますます

休日が増えていくであろっ 。従来の休暇の過ごし方は、家族づれで

一泊二 日で観光地 を率で走りまわ って高 いホテル代を支払い、クタ

クタに疲れ果てて帰宅するパターンが多いようであるが、 ー ヵ所滞

在型のレジャーが、本当のリゾート地での過ごし方ではないだろう

か。 しかし今のリゾート地に家族づれで一週間も滞在するのは 、ま

ず費用の面でサラリーマンにとっては不可能なことであろう 。 レジ

ャー施設、ホテル等の料金の低廉化がのぞまれる 。 また行楽 シーズ

ンの 5 月の連休とか、 7 - 8 月お盆 シーズン等に集中するため、予

約を取ることも困難であり 長期滞在型のリゾート生活は一部の富

裕階級をのぞいてまず不可能だろう 。

そこで休日の取り方、 リゾート 地の施設の運営等について一つの

提案をしてみたい 。

一般的に 、企業て壮年次休暇として 20 日程度の有給休暇を取るこ

とができるが、同僚、上司に気がねし、本人も休んでも不安! 惑が残

るから 、まず会社で年休を 100 % こなす人は少ない ( 一部の着い人

は別だが) 。管理職にでもなれば、まず不可能である。そこで企業に

社員の年休を取ることを義務付ければ良い。会社には社員の年次休

暇の残日数の比率にもとづいて、法人税の害IJ 増iをするようにするわ

けである 。会社も法人税を払うくらいな ら年休を取ることを奨励す

るようになるだろうし、社員も気がねなしに休暇が取れるようにな

る。そして会社は業務の繁忙期をさけて、計蘭的な休暇の取り方を

すすめるだろう 。年休を取る社員も、家族の事情に合わせて 、行楽

シーズンをさけて、リゾート地の予約をとるようになるであろう 。

リゾート地の施設の運営についても 、年間平均して客が来るわけだ

から、施設の使用料も安くなる 。 ホテル料金も安くなり、おおいに

歓迎され、わが国も滞在型のレジ ャーを 楽しむ時代になるであろう 。

リゾー ト地には 、厚生省、郵政省関係等の保養所や休暇村等の国

の施設が多く見受けられる 。 これらの施設をも っ と、規則や資格等

を緩和して、一般国民に開放し、低料金で運営してもらうと、民間

施設も低廉化していくものと思われる 。

これから、恐らくウォーターフロ ン トのレジャー施設の開発はま

すます伸びるであろうし、 リゾー卜地での内需拡大はもちろん、雇

用関係も大いに伸びるであろう 。むしろリゾート地の施設の従業員

のイ木H院のあり方が問題になる皮肉な結果になるかも分か らな い。本

当の意味のリソート地の 開発が進み 、 日本人も欧米人と同微なゆと

りある、安息日が得 られ ることをのぞみたい。

( まつ した りょ ういち 株式会社奥村制l取締役刷社長 )

1  1  

余暇利用の実践的報告

庚 岡 利 貞

一 人とリゾートをめぐ って というテー 7 に対して、九州に住む

五十代の設計事務所所長のひとりとして、その現実の姿の報告をし

てみたい 。

[ 好きなリゾート地と、そこで の過ごし方]

逆説的かもしれないが、好きな リゾート地は我が家である 。私カ、

住んでいるのは、福岡市と北九州市のほぼ中間に位置する、宗像市

日の里という郊外の住宅地であるが、ここがなかなかの好立地なの

である 。家から少し北へ行けば玄海徽が広がっていて、夏は海水浴

を楽しめるし、一年中機りたての新鮮な魚、貝類が食べられる 。歴史

的に重要な史跡、や有名な神社が近くにあるかと思えば、コソレフ場も

揃 っている 。空気は良〈、食物はうまく 、心身共に ゆ っ くりできる 。

これ以上の リゾート 地があるだろうかと 心密かに思 っている次第で

ある 。

さらに、いわゆるリゾート地へ行こうとしてもたいして時間がか

からない 。九州全体がリゾート地みたいなものだが、我が家から遠

くないところに高速道路のインターチェンジがあり、日本最初J の国

立公園雲仙、雄大 な自然の阿蘇、近頃流行りの湯布院に 別府温泉、

いずれも車で二時間から四 H寺問くらいで行けるところにある 。 これ

で私の 言い分が強がりではない ことがおわかりいただけるであ ろう

力、 。

[ 日本に本当 のリゾートはあるのか ?)

残念ながら答えは NOであろう 。 アメ リカ のデ ィズニーワールド

に行 ったときのことである 。普通一般のアメリカ人は、ティズニー

ワールドのまわりにたくさん建ち並んでいるツイン一泊五、六千円

の部屋に泊ま り、そ の安ホテルの近 くの コンビニエ ンス ・ストアで

食料を貰い込み、部屋に付いているキ ッチ ンで 料理して食べ、ディ
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. リゾー ト

ア ンケー ト

ズニーワールドで、一週間から十日ぐらい遊んでいくのである 。

一方、私はツイン一泊三万円の高級ホテルに泊ま ったが、スケジ

ュールが詰ま っていてディズニ ワールドの 中で過ごしたのは三時

間だけであ った。 アメ リカ人の友人からたった三時間と笑われてし

まった。

安いホテルや民宿に長期間滞在して自炊し、ほとんど動かずのん

びりと過ごすのが、欧米で言 うところの本当のリゾートだとしたら、

高価絡のホテルに 一 泊か二泊して 山海の珍味を飲み食いし 、あたふ

たと見物し、目 一杯遊んて疲れはてて帰 って行〈パターンが大部分

の日本型のそれは、リゾートとは 言 えない別 の何物かであろう 。

良くも怒くも欧米型のリゾートには馴染めないのが、多くの働き

凝り の 日本人ではないだろうかという 気がする 。

[私にと っての リゾートとは ]

ニュー ヨー クや香港のような 、観光だけではな くて今を生きてい

る外国の街へ行き、その中で私流の過ごし方をすることが、私にと

ってのリゾートである 。旅行代理庖が用意した団体行動ではなくて、

街に親しむような旅をするのが似しいのである 。今度のホテルはど

こにしよ う、つぎはあの庖であの料理を食べてみ ようとい うのから 、

チ ップはいつ、いくらやるのが効果的か、円高で交換レートがどう

なったか、日本人観光客が地えてブランド品の価格がどのくらい上

がったか、おみやげ品の製造国の移り変わり、そしてもちろん世界

的な 話題にな っている建物の見学まで含めてすべて、ニューヨーク

や香港などの街の日々の動き、変わ っていく姿に接するのが骨休め

になるのである 。

ちなみに日頃がんこな肩凝りでli 並んでいる私だが、旅をしている

あいだは 、不思議と これを 忘れ てしまっている 。身も心も軽〈楽し

んでいるのである 。活気ある 外国の都市で過ごす こと でいろいろな

面でリフレ ツンユし 、それがリゾートであると感じるのは 、花、が日

本人である証拠のひとつであろうか。

( ひろおか としさ だ イ1限 会制 I. L; 問4J l 築 事務所代表取締役 )

1 2  

東洋の地中海ヘ

松 村 一 男

私にと ってリゾートとは、 好 きな音楽を家でしんみりと |封l くこと

です 。美しい 山や 川 を眺める ことで あ り、海岸を一人的かに歩くこ

とであります 。そして友 人 と楽しく会話することであ り、 自分なり

の食 Lf';' をするという ことです 。 キッサ庖で友と語りな がら iil 誌や新

IlfJ を読むことです 。 また、懐かしい友の幸せを祈ることであります。

彩、は阿国八ー| 八ヵ所を 廻 っていますが 、香川と徳 lみは終わ り、高

知と愛妓が残 ってい ます。半で参拝するのも良し、歩いて参持する

のも 良 し。 その土 地土地の人に少し道をたずねなが ら参拝し ていく

ことは、そ のj:. . l 也土地の人情にふれ 、心ヵ、なごみます。一H

の樹勧j めもあり、夏に高里f- 山に パスで参持しました 。実に有意義な旅
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ができまし た。運転手さんやガイドさんには大変お世話になりまし

た。百聞は一見にしかずと 言いますが、そのとおりたーと思いました 。

また、自分が手掛けた建築を、 l li の中から眺めながらドライブす

るも私にと ってはリゾートです。私は今 l鳴門で二つの工事を担当し

ていますが 、八分ほどの力を出そうと思っています。二分は余裕と

して残しておくことを常に考えています。私は若いときに仕事に夢

中にな ったころがありました 。 そのころ私の行動を見ていた先輩の

近藤さんから、 「松ちゃ仕事に全力をつくすな 、二分は余裕とし持

っておけ、そうしないと、もし .): J手があ ったときにどうすることもで

きないではないか」 と教えていただきました 。 しかし、どうしても

夢中になりがちです。H寺々 思い出しては反省しています。 それも私

にと ってはリゾートです。

家で静かに読書すること、人生における一大事、人生を人生 とし

て私たちに確認させるものは 、一言で いうなら遅遅であると現代人

生論の中に亀井先生は書いておられます。大河内先生によると学問

上の偉大な発見は、一種の 「着想J や「思いつき j と結びついて表

れるものだということ の よ うであ ります。たとえば、ソフ ァーに 腰

をおろしてゆ っく りとた l; f こをふかしているようなときとか、ある

いはだらだら坂を漫然と 登って いるようなときとか、概してそうし

た気持ちのうつろなある瞬間に、思いもかけず突然に訪れるのが学

問上の「思いつき 」であ り 「着想」であ ると書いておられます 。

スト リップショーを見るのも リゾートです。美しい女性の傑体を

眺めることは男性として の本能だと思います。 そしてまた、 10年ほ

ど前、私の友人が、ヨ ー ロッパ旅行をして帰ったのでその様子をた

ずねたと ころ、町は美しか ったと 言っ てカラーで写した写真を見せ

てくれました 。私はヨ ー ロッパには行 っていませんが、美しい写真

を眺めることもリゾートです。

テレビを見るのもリゾートです。時J c 闘を見るのもリゾートです。

映画 「戦争と平和」 より、①単純素朴に生きる こと が真に生きる

ことである、 ②すべての人を愛し 、特定の人では なく彼の生活が接

触したすべての人々と仲良 く暮らしたい 。

私は瀬戸内海を、東洋の地中海にしたいと思 っています 。

私が住み、働き、歩〈

香川県大川郡白鳥町と瀬戸内海

( まつむら かず お 徐 式 会 社 亀 井組i社 H )



後楽園市原レクリエーションワールド( 仮称) 計画

鹿野山国際リゾー卜開発

夷F民地区レクリエーション言行面

構頁賀 ・海洋 リゾー 卜器也計画

- リゾート

・・・・・・・・・圃・・
マ ップ

日本列島リゾート開発構想 狩勝高原サホロリゾー卜

. 都道府県の大規模 リゾート 開発構想( 表 A ) と、民間活力導入型

大規模 リゾート開 発計 画 をプ ロ ットしてみると、日本列 島は リゾー

ト列 島と イじす る。新たな 自然破壊の 引 き金とならないような計画が

望ま れる。

. リゾートの目玉施 設はスポーツ関連が圧倒的に多〈、なかでもゴ

ルフ場 ( 18件) とスキー場 ( 17件) が群を抜いている( 表 B ) 。

. 民間活力導入型の事業形態は、純民聞が 6 割以上を占め (41件、

61. 2%) 、第 3 セクター (23件、 34.3%) 、 官 民 共 同 ( 3 件、 4.5%)

と続く( 予定を含む) 。しかし純民聞のものは 、既存施設の名称を変

更しただけのものも多い。

( 資料は NI KKEI RE GI ONAL  E CONOMI C R E P OR T  No.57，58 1988 より作成した )

田沢市蜘半地g ・湖畔ふれあい、ノ. ーン笠備

太平山リゾー卜埜備事業

嬬恋村大規模リゾー卜開発

栗山スポーツリゾー卜開発

志賀高原リゾー卜

タングラム施尾東急 リゾー 卜

妙高ノマインバレー開発

ラフォーレ月夜野

アサマスポーツアリ ーナ

能登島リゾー卜開発

七尾リゾー卜開発

山中山スポーツとレクリエーションエリア開発構想

河内村リゾー卜開発

O 法恩寺山リゾー卜開発

相生構想

スーノマーリゾ トピア岸本

請前声高原朝鍋リゾ 卜

スペースワールド

有国 v oc 計画
}可;章リゾー|、

ノ¥ウステンポス

琴湖、官、合スポーツレク リエーション施設整備事業

花の村

; t摩芸術 ず

志摩スペイン村、伊勢志摩ゴルフ場

合教の郷施設劉績計画

東 ｾＧｕｊｻ 丘総合開発組 函 構想

王子ファンシー ランド建設剖亙

瀬戸内リゾー卜

宮崎レイクサイドゴルフ{ 時期車生

南; 四国T;.! 事J判全リゾー卜構想
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ド

七時雨山麓リゾー卜開発( 仮称)

安比高原スキー場

リゾー卜ノマーク鬼首開発

宮城蔵王笹谷スキー場

宮城蔵王リゾー卜

蔵王樹本レクリエーション事業

「ヨーロヒ? ン ・ヴィレッジ」建設事業

le号凡伊j

都道府県の大規採 リゾート 開発

構想

*  純民間 1  
|民間活力導入型

企 第 Ｓ セクタＭｾ大 樹 ｾ リ ゾー ト

|開発計画

・官民共同 j  

d  
o  

0 ・

b  

4 5  "・

主 ヨｾ｜ＮＮ｟ ー 嵐山熱帯フルーツバーク

¥ ¥..__. サンビーチ リゾー 卜開発

4 5  ι  」 ー 渡嘉敷 リゾー卜計画

$ :!(:r>'  ¥_一 一 一 宮古島東急 リゾー卜

表 A 都道府県の大規模リゾート開発梅想

1. 北海道富良野・大雪 リゾー卜地域笠備構想( 北海道)

2. 津軽岩木リゾー卜地域格想( 青森)

3. さんり〈 ・リアス ・リ ゾー 卜矯想( 岩手)

4. 栗駒山麓リゾー卜笠備構想( 宮城)

5. 八幡平 ・阿仁 ・田沢地域大規模 リゾー卜整備構想( 秋田)

6. 蔵王 ・月山地域構想( 山形)

7. 会津フレッシュ リゾー ト構想( 福島)

8. 茨城総合保養地域笠備( 仮称) 構想( 福島)

9. 日光・那須 リゾートライン構想( 栃木)

1 0.  ぐんまリフレッシュ高原リゾー卜構想( 群馬)

11. 秩父リゾー卜地域整備椅想( 埼玉)

12. 房総リゾー卜地域整備構想( 千葉)

13. 西多摩リゾー卜( 東京)

14. 伊豆諸島 ・小笠原諸島アイランドリゾ ー 卜構想( 東京)

15. 新潟県大規模リゾー卜笠備権想( 新潟)

16. 能 登 リ ゾ ー 卜構想( 石川 1)

17. 加賀 ・白山ろくリゾー卜矯想( 石)1 1)

1 S 奥越地域観光リゾー 卜繕想( 福井)

1 9. 北西部高原 リゾー卜( 仮称) 構想( 山梨)

2 0. 信州フレッシュエア ・リゾー 卜エ リア構想( 長野)

21. 飛騨・奥美; 農 リゾー 卜構想( 岐阜)

22. 富士・伊豆国際リゾー卜( 仮称) 構想( 静岡)

23. 三河湾地域 リゾー卜構想( 愛知)

2 4. 三重サンベルトゾーン構想( 三重)

25. 琵琶湖リゾー トネックレス構想( 滋賀)

26. 丹 後 リ ゾ 卜構想( 京都)

2 7. マリン ・リゾー卜 21構想( 大阪)

2 S 淡路島レク リエーション ・リゾー卜構想( 兵庫)

2 9. 南和地域リゾー卜( 仮称) 構想( 奈良)

30. 紀の国 ・黒潮リゾー卜( 仮称) 矯想( 和歌山)

31. 大山山麓周辺リゾー卜構想( 鳥取)

3 2. 三瓶石央地域リゾー卜( 仮称) 構想( 島根)

3 3. 瀬戸内中央 リゾー卜構想( 広島)

34. サザンセ卜広域リゾートエリア( 仮称) 構想( 山口 )

35. 萩 ・長門広域リゾー 卜エ リア( 仮称) 構想( 山 口)

3 6. ヒュ ーマン ・リゾー 卜とくしまの海の森権想( 徳島)

37. 讃岐瀬戸内広域 リゾー 卜地域箆備( 仮称) 構想( 香川 1)

3 S えひめ f頼戸内 リゾー 卜開発構想( 愛媛)

3 9. 玄海レク ・リゾー 卜地域整備基本権想( 福岡)

4 0. 佐賀県西北部地域複合 リゾー卜基地( 仮称) ( 佐賀)

41. ナ ガサキ ・エキゾティック ・リゾー 卜構想( 長崎)

42. 天草海洋リゾー卜基地構想( 熊本)

43.  ｾｉｊ 府くじゅうリゾー卜構想Ｈ大分Ｉ

44. 宮 崎 ・日南海岸リゾー卜構想( 宮崎)

4 5. 沖縄トロピカルリゾー卜矯想( 沖縄)

調整中 : 高知

未 定 : 神 奈 川 、 富 山 、 岡 山 、 鹿 児 島

表 B 民間活力導入型のリゾートの目玉施設

ゴルフ場 18件

ス キ 場 17件

スポーツ施設 8件

街並み再現 6件

iE 泉 ・クアハウス 5件

マ リーナ ・ヨットノ¥ーノて- 4件
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リゾート整備構想一覧

昭和163年 10末 日現イ1

都道府県 構 ホ'巳闘a、 名 特面種定 地 域 対 象 市 町 村 名 重点強備地区 主 な施設等 {崎 考

( ha )  

三重県 国際リゾート 「三重サンヘルトゾー 156 ，000 明野町、 玉城町、 小俣町、 伊勢・ 一見地 ゴルフ場 63 .  7.  9  

ン」構想 伊勢市、 二見町、鳥羽市等 区等 7 リーナ 基本構想、承認

4 市17町 2 村 8 地区 ホテル

芸術庁村 等

宮崎県 宮崎 ・日南海岸リゾート構想 133 ，000 宮崎市、日南市、 串間市等 国際海浜コン ゴルフ場 63 .  7 .  9  

3 市 5 町 ペンション リ マリーナ 基本構想尿く認

ソー ト地区等 国|際会議場

6 地区 ホ テ ル 等

福島県 会津フレ ッシュ リゾート構想、 178 ，000 会津若松市、郡山市、田島 裏磐梯デコ 地 スキー場 63 .  7 .  9  

町、下怨聞I等 区等 ゴルフ場 基本構想、承認

2 市 5 町 l 村 9! 也区 マ リ ー ナ 等

兵庫県 淡路島 リゾート憐想 60 ，000 洲本市、 津名町、淡路町等 海洋スポーツ マリーナ 63. 10. 28 

1 市1側T 休養ゾー ン等 国際会議場 基本構想、承認

9 地区 観 光 良 国 等

栃木県 日光 ・那須リゾー トライン構想 170 ，000 日光市、今市市、 黒機市等 那須プレリ ー スキー場 63 .10 . 28  

3 r1i 3 町 1 村 地区等 ホテル 基本構想、承認

9 地区 クアノ、ウス

等

新潟県 新潟県大' ! ; . ! t l ' 染リゾート整備基本構想 163 ，000 十日町市、川口町、堀之内 ; 魚沼丘陵地区 スキー場 63 .10 . 12  

町等 等 ゴルフ場 基本構想、承認

l 市11町 2 村 7 地区 町 外 劇 場 等 申請

群馬県 ぐん まリ フレッシュ高原リゾート 175 ，000 中之条町、東村、 吾妻町等 繍 ｴ ｬｩ 高 原ス［ｊＭ ｾ スキー場 基礎調査段 階

構想 12市町村 ーツリゾート アイスアリーナ

等 13地区 等

均玉県 秩父リ ゾート地域割弱構想、 99 ，000 秩父市、横i車畑T、皆野町、 長尾根地区等 埼玉ミ ューズノ マーク 基礎調査段階

長l脚 T等 4 地区 人工スキー場

l 市 6 町T 4 村 等

秋田県 八幡平 ・阿仁 ・田沢地域大士見J様 1) ゾ 177 ，000 鹿角市、森吉町、阿仁町、 回沢湖畔地区 クアノ 、ウス 基礎調査段階

一卜箆備構想、 田沢湖町等 等 スキー場

1 市 4 町 l 村 9! 也区 ゴルフ場

ホテル 等

千葉県 房総リ ゾー ト地域整備構想、 179 ，000 富津市、君津市、鋸南町、 富津地区 ( 山 ゴルフ士易 基礎調査段階

富山町、 富浦町、館山市等 と海の国際リ マリ ーナ

9 市25町 3 村 ゾー ト) 等 ホテル

11地区 等

長崎県 ナガサキ ・エキゾテイ ンク ・リゾー 145 ，000 長崎市、佐世保市、 諌早市、 針尾 ・西海橋 ノ、ウスア ンボス 基礎調査段階

ト構想 大村市、香;焼町等 地区国際級リ コン ドミニアム

4 市191町 ソー ト・エ リ ホテル

ア等 等

7 地区

岩手県 さんリ〈 ・リアス ・リソート 173 ，000 大船渡市、陸前高田市、住 mーの盟 (大船 7 リーナ 基礎調査段階

田町、 三陵町等 IJ .立市、陸前高 水族館

4 市 3 町 田市) 等 オリ ンビアホール

7 地区 等

北海道 北海道富良野 ・大雪 リゾート地域整 335 ，000 富良野市、東川町、 美淡町、 旭岳地区等 リゾー ト大学 基礎調査段階

備構想、 上富良野町等 8 地区 スキー場

l 市 7 町 l 村 ゴルフ場

観 光 牧 場 等

広鳥県 {車if [Fi 内中央 1) ソート構想、 121 ，000 竹原市、 ニ原市、尾道市、 新広島空港地 マリ ーナ 基礎調査段階

大崎町、来型f町等 区等 海洋ミ ュージ アム

6 市17町 8 地区 ホテル 等

福岡県 玄海レク ・リゾート地域務備基本 143 ，000 北九州市、福岡市、飯塚市、 糸烏コースタ マリーナ 基礎調査段階

権想 大野城市等 ルリ ソートゾ スペースワール ド

6 市19町 1 村 ーン等 農 村公園

9 !也区 等

大分県 別府 くじゅ うリ ゾート構想 149 ，000 別府市、杵築市、日出町、 杵築 ・日出生 クアノ、 ウス 基礎調査段階

山香町等 きがい創造エ 明治斜ぽ石村

2 市10町 リア等 スポーツラ ン ド

9 地区 等

尽都府 丹後リ ソート構想 128 ，000 舞鶴市、 富津市、大江町、 久美浜湾地区 クアハウ ス 基礎調査段階

岩滝町等 等 釣り公園

2 市11町 8 地区 海上レストラン

等
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、自己発見の場グとしての

リゾー卜

池 上 俊 郎

リゾート 。心安まる地。笠間的継起= シークェンスが機能と平行

して存在すれば言うことはない。それが、内部空間、 外部空間 を結

び、さらに 四季の良 さが季節i を問わず体験て、きれば望ましい 。、、 リ

ゾート 地η というのは、そうした桃源境のことであろう 。 しかし、

川ゾート開発' は 、ディズニーランドのコピーを造り、地域と遊

縦した、旅行代理庖のクーポン販売先を作ることにな りかけ ている 。

私の リゾー 卜というも のがあるなら，; r ， "個人的な発見の場" で

ある 。ニューヨークは好きな街である 。 8 年前にほとんど 2 カ月歩

きまわ った。危険地帯、安全I也市、夜中・明方、ア ップタウンもハ

ーレムも。 都市の魅力を 24時間に詰め込んだ分厚い NE W Y O R K  

NEW YORK 

EMPI RE STATE BLDG.， 

頂部

S F UNAGAR湖上l品目: ーI NDI A

T I ME S が発信する 。時代も、文化も、現在も、近未来も、近過去

も、一緒に 。人磁も、 言葉も、おのぼりさんも 、 V 1  P も。世界の

富の 10% が集まり、決定権を渥り、 一方文盲、非教育が同居する 。

私は、こ のアンバランスな 刺激が好きだ。 この都市は、ビジネス

の場で、ここ はリゾート 地でないと人は言う 。探検し、発見する、

この深い知的口ｼ演は、地図にさえ税れない奥行きを持 って 、 ｊＩ ｌ ら ｾに

ある 。手i.. の長日人は、ア y プタウンの P E NT HO U S E に{主んで いる 。

住所を書いた紙片を侍 って、アノ f ー トを訪ねる 。 ジャパラ式のエレ

ベーターにの って 、15 F を目指す。この楽しみはホなぞとき。に近

い。私のリゾートの一つの極みが、こうした NE W Y O R K であ る。

一方の極に、 インドの北音11カシミール地方 がある 。ス リナガルは 、

i切のエリ アである 。 フランス人達が、分厚い桶ラ ・夕、y ク砂と銘打

たれた本を手に、 一 日を過ごしている 。 ここは、自然に包まれた桃

源境である 。j砂lに浮かんだ船が、ホテルである。 小 さな{.i、!為市{ } が数

百隻 のホテルと III T を結んでくれる 。食物や、花や、いろいろなもの

が、 小 さな ｪｩ ｊ ー に のって ｩｬｩ ばれる 。 人生が、ゆ っ たりと流れる ｬｉ ｾｮ 問 。

高度4000mを越えた 高い峰々に固 まれた 、桃源境である 。ただ身を

自然、にまかせる 。 シルク ロードに近い小さな街には、政治も 、経済

も、歴史も、未来も、文化も、もちろん存在する 。 しかしそれ以上

に、快適な、あるがままの自然笠I:IJ に身をまかせることが旅人には

可能だ。

なぞときの N E W Y O R K と、 あるがままのスリナガル。 どちら

も、私の心象) ! ftV! ;l の中にしか存杭していない 。 しかし、i { E S O RT

のあ り方のあ る極端を、提示 しているように，思う 。

ホリゾート ｉｾ￞ｊ 発かブームも 、単な るノ ｾＧＧＯ ケージツアーの 尚品開発

に終わらない ホ1"1己発見の場w 作りを探 って欲しい。

( いけ由、み としろヲ .l ，t築家 ・ア パンガウス僻究1;1[所長)

9 7  



. リ ゾ ト

・・・・・・圃・・・・・・・・

ア ン ケ ー 卜

14-

リゾートと日本人の

レシャ-

加 藤 弘 治

日本人の、いわゆるリゾート利用は決して上手といえないが、こ

れは、今までそういうゆっくりした時間のすごし方をしたことがな

い上に、休暇も自由に取れない現状では、もっともなことかも知れ

ません 。 しかし日本人が円高を背景に、猛烈な勢いで海外旅行を楽

しみ出して、そう年月が経過していないにもかかわらず、旅行自体

の楽しみ方は若者を中心 に、かなりうまくなってきています。 でも

リゾート地で本当の創造的な旅なり、生活を楽しんでいるのは一部

の人達、とくに時間的余裕のある人に限られているようです。

今の リゾート地の楽しみ方は、目的がはっきりしていないまま 「良

さそうだから、ゆっくりできそうだから I J その地に行き、そこに

準備された施設や設備を利用して何日かをすごす、といったように

割合奥の浅い表面的な利用の仕方のように見受けられます。 まだリ

ゾート地の楽しみ方自体がよくわからないのかも知れません。

レジャーが、ゆ ったりと長い滞在型のレジャーに変わるのが大勢だ

とすれば、リゾートは立派なハードに加え、楽しさや創造性を常に

提供する場でなくてはなりません。常に新しい企画を外部からも求

め、いつも人々にと って魅力的なソフトの開発が求められていると

思います。

われわれは、旅行業者として自由な発想のもとに、異業種との交

流を深め、新しい企画を提供し、旅行を通して創造性と国際的なサ

ービスの提供に努力して参りたいと考えています 。

( か とう こ うじ 株式会社イ ンターナンヨ ナノレサー ビス)

15 

海外旅行における日本人の

リゾート志向

700 

( 万人)

小 川 洋 一

倒2.9

およそ人間にと って、 「自分の一生をどのようにすごすか J は、 ω  

目的を持ち、自分という人聞を社会の中でどう位置づけるかという

意味で常に大きな課題です 。昔と違い、健康でさえあれば誰でもあ

る程度の心の余裕もでき、自分の希望する生き方が可能な H寺代にな

りました 。 自分が現状に満足せず常に前向きに生きるためには、自

分自身の価値観をし っかりと確立せねはなりません。 そのためには

視野を広くするための勉強や読書も必要でしょう 。最も鮮明に感じ

るのは、いつも の 自分と環境を変えてみる、自分をいつもと違う場

面に置いてみることです。 たとえば小説の主人公とな って主役を演

じたり、いつも自分の頭の隅にある変身願望を実践してみたり、こ

のような意外性との出会いや、胸のときめきの中に生まれる 貴重な

創造の経験がなければ、人生は楽しくないし、自分の向上もないよ

うな 気がします。 そんな意味で人間には、生きている節目ごとに、

今までの 自分を ゆっ たりとした 気持ちの中で振りかえり、また新た

な勇気を生むための旅行が必要で不可欠ではないでしょうか。

クリエイテ ィブな生き方のためには、旅をして新しい発見や出会

いを知り、リソートで心身をリフレ y シュ して創造的な自由な 気分

になることが大切です。

大企業の資本力 ・開発力で、 圏内 ・海外のあちこちに大きな資本

が投下され、大規キ美リゾート開発が活発です。確かに日本人は豊か

になり、自分達の生活をエンジョイすることに熱心にな ってきまし

たが、立派なハー ドさえあれば人が集まり、充実したリゾート ライ

フがすごせる のでし ょうか。大規模な開発で素敵な設備ができれば、

行 ってみたい欲求にはか られますがそのリゾートへ一度行けば 「も

うわか った、知 っている 」 てポJ 足されるだけではまだ本す勿といえな

いのではないでしょうか。時間ができて人々が自分の価値観を強〈

持つことにより当然志向が多様化する中で、それぞれの人にリゾー

卜としてどのように対応できるかのソフト面の充実が重要にな って

くると思います。今までの日本人の、中味が濃く 短 い、忙しす ぎる

98 

匹目 円高 (1 ドル = 2∞向)

第二収オイルシヨ > 7

<65.9 

4∞ 

オイルシヨ > 7 の影響

互D

I TCスタ 卜磁

成田新空港オープン

200 

，毎夕卜旅行自由化

l∞ 

刑 い け ぷ ゐ 了ー ジャンボ機車tM. 叫 出 腕 行 チ 日 一

海外旅行の推移と背景

方面別海外旅行者数の推移

》で
ハ ワ イ グ ア ム

オースト

芳k とg  

港

ラ リ ア

52  447 ，900  154 ，600  32 ，187 473 ，485 

53 490 ，001  167 ，310  34 ，621  485 ，804  

54  592 ，166 198 ，310  46，863 507 ，824  

55  568 ，190 233 ，700  47，411 450 ，690 

56 690 ，400  259 ，400  56 ，035 526 ，149  

57  718 ，000  269 ，530  63 ，924 514 ，263 

58  729 ，000 299 ，216  74 ，290  516，643  

59  816 ，000 300 ，328 94 ，766  599 ，937  

60  856 ，000  298 ，364 115 ，300  633 ，738 

61 944 ，000  357 ，561 733，162  

62  1，170 ，000  457 ，639 

( 単位= 千人)

ム口
湾 耳草 国

569 ，679  595 ，000 

646 ，239  681，596 

678 ，775 611 ，802  

642，774 448 ，842  

579 ，782  523 ，852  

578 ，477 510 ，623 

606 ，828 528 ，631  

631 ，521 594 ，477  

616 ，841 656 ，928  

722 ，880  821 ，101 

資料出所 各国政府観光機関



風 俗 習 慣 . 国 民 性

庶民生，舌 などを知る

と〈にない

その土地の風物 . 自然

の美しさなどを見 る

円高にむリ 苦〈行け

るようにな ったか勺

経済的な帝裕ができた

から

シヨンピングを車し む

友人に銃われたから

食事を楽しむ

訪問国に友人 ー知人が

い るh、ら

絵画、彫刻 ，商船l

音楽などを鑑賞する

長期間事を空けてむ

よ 〈なったから

長期休暇が取れたから

スポー γ 、レジャー

などを楽しむ

結偽記念日などの le念

に行〈 か勺

自分の職業に関係の

，菜いむのを見る

園内には行〈ところが

な〈主 ったから

外国人と友人になる

新婚旅行で行〈がり

タト国箆などの勉強を

する
周囲の人が苦行くから

友人 。知人や続瓜を

訪問する

ロ コ 目 … 、 こ と

その他

ギャンブルー遊興を

目的に行〈
口 一番ーと

その他 110. 5 
わからない

海外旅行の目的

( 11¥典 海外旅行にl制する世論倒古町i 和62年 II 月)
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海外旅行の動機(海外旅行の干定がある者267人lこ. 波数回答 )

( 出典 海外旅行に! 日lーする世諭調 fi il(! 和62!ト11)1 )

海外旅行の経験

(:1¥典 海外旅行に! 叫する世論調先町田制62年 11 )1 )

今 、海外旅行が非常に伸 びており、 「リゾー卜 J と言うとイコー

ル「海外滞在型」というイメージが定着している 。 そしてこれまで

の周遊型海外旅行に加えて、滞在型やリゾート型海外旅行も士首えて

きている 。 しかし、あいかわらず団体客、ブライダル客ばかりが大

切にされ、個人旅行客は冷遇されがちな感があるが、個人の旅行者

は今は少数派でも将来性のある客筋であり 、また、 リゾート型海外

旅行のオピニオンリーダーというべき存在ではなかろうか 。

リソートで一番多い目的地はハワイである 。旅行期間は 5 日- 6

日で、 グアムの場合だと 3 日- 4 日が中心となり、もちろん 7 泊以

上のパック商 品もあるが、数からいくとまだまだ少ない 。ハワイ 以

外のリゾートもいろいろあるが、やはり有名なリゾートのニーズが

高い 。オーストラリアのゴールドコーストやアジアではタイのノ マタ

ヤ、インドネシアのパリ島などは初めて行〈人には非常によく売れ

ている 。安全でクリーンだということも大切なポイントとな って お

り、政情不安なフィ リピンなどはここ二~三年人気がない。客層は

ハネムーン、夏だと家族旅行が年々増えてきており、若い女性グル

ープが中心である 。

旅行目的は欧米人のようにのんびりするためでなく、ハワイ、グ

アムへの目的の 1 位はショ ッピングであり、観光で肌を焼くという

のはハワイでは 4 位でグアムでは 5 位である 。 日本人の海外旅行の

目的に 「ショッピン グJ の占める割合が大きいということはまだ日

本人は海外で保養、休養するという、いわゆるリゾートライ フをエ

ンジョイしている人の割合というのは少ないと言える。海外旅行経

験のある方は問題ないが、初めて行ってみようという方々が自由に

リゾート ライフを楽しむというのはなかなかむずかしい よう である 。

しかしながらある調査の中で、海外旅行のタイプを二つに分けて、

なるべく多くのところを回るツアーと、 l 、 2 カ所滞在型の方とど

ちらがいいかとの問いに 、 l 、 2 カ所滞在型の方がいいという結果

にな った。 これは全世代に支持されており、滞在型は今後ますます

培えるのではないだろうか 。

現段階では、圏内旅行に比べると海外旅行の方がリゾートタイプ

のウ エイトが高い 。 しかもますます高ま ってゆく傾向にある 。客層

としては O L が中心だが、夏休みには家族連れも増えてきている 。

あるインタビューによると、グアムに行った人で「本当は万座ビー

チ ( 沖縄) に行きたか ったが、 価格が高いのでグアムにした J とい

う意見が圧倒的であ った。 これは 、自分のイメージに合えばリゾー

トは国 内外を問わないとい うことではないたーろうか。 日本のリゾー

トもイメージをつく って いけばいいわけで、そのあたりでは海外の

リゾートに負けがちのようである。

かつて日本人はせっかちで滞在型旅行に向かないとか、語学力の

なさもあ って引っ込み思案で現地の人たちにうまく溶け込めないと

か言われたが、最近ではみなそれぞれにうまい楽しみ方を見つけて

いる 。 とくにホボケーとして何もしないのがよか った伊という人が

増えてきたことは、日本人のゆとり志向の高まりというか、ょうや

く日本人も余暇の楽しみ方が本当にわかってきたという感じがす る。

これからは、海外リゾートライフを体験した人たちが、圏内で今

後開発されるリゾートでも、イノベーターの役割を来たしてゆくで

あろう 。

( お が わ ょういち 旅 行 会 社 勤 務 ・海 外 添 来 只 )
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百年の計を今こそ真剣に

稲 葉 好 勝

冬のリゾー卜 地 の代表格は何とい ってもス キー。 スイスのマ ッタ

ーホルン、モンテローザの南斜面をご存知の方も多いと忠、いますが、

昭和41年チェルビーニアのスキー場をチビ ッ子達32名で親善訪問し

たとき の話をご紹介します。

ミラノまで飛行18時間。パスに乗り、 トリノ経由アオスタバレー

を過ぎ、クール7 イヨ ール、モ ンプラントンネルをくぐり、シャモ

ニーに通ずる高速道路を北へと走る 。サンビンセントの街に入ると、

もう目前に南アルプスの 山肌が迫 ってくる 。標高 2，050 m のチェル

ビーニアまで 3 時間の路程です 。 日本より全日程で10日間、現地の

小学生達との交歓会、家庭訪問、 パスポートを持 ってスイスのツ ェ

ルマ ッ トへスキ ー ツア ー と、自閉症の子供達も親善を通じて帰国後

は肉親との対話もはずみ、私達は大変感謝されたものです。

ヨーロ ッパアルプスの南斜面は冬でも太陽をまともに受け、実に

明るく、自然環境に忠、まれた 地形です。 日本は春休み、欧州全土は

イースタ ー休 暇で、最低 2 週間のヴアカンスを楽しむ人達で混雑し

ていました 。今も変わらぬチェルビー ニア、 美味し く安いイタリア

地方料理、宿泊施設の素晴らしさとそのホスピタリティー 、気候 風

土に合わせた 設備、 100- 年こ の方少しも変わ っていない チェルビー

ニア、確かに自然を愛し自然の恐ろしさを 知り つくした人達がもて

る力で、 最大限にその環境との調和を計 って 開発していることが伺

えます。本当のリソート地はすたれない 。施設・ 設備 の健全な経営

とそ の リフ ォーミングを 適時に行えは、事故も発生することなく

本当のリゾートとして未来永劫に人々に愛されるものだと感じまし

fこ。

欧州のリソ ー ト地には、 ノルマンティ海岸ドーヴィル、オ ンフル

ールのように、その素Jl j! i らしい自然環境が公害破壊され 、人々はそ

のリゾート地を地中海のコートタジュールやプエダデルソルの海岸

へと移動を余儀なく された歴 史を 見ることができます。 しかしこ の

モデルにあるよ うに、 人々は二度 とその繰り返しをおかそうとはし

ていません。

チェ ル ビ ニアに 7 泊の経験をした子供達は、今すでに日本を支

える 立派な 中堅社会 人です。ゲレンデで読書に 、またロ ッジで家族

ぐるみで歓談しながら 2 週間は滞在している現地の人達を見て知 っ

ているはずですが、 4 泊 6 日間のノ マターン化し た海外旅行で最もポ

ピュラー化した ハワイ 旅行、これは 一体何な のでしょうか。本当の

日本人の レジャーは 何なのでしょうか。現地での 4 泊は往復の苦痛

な飛行時間より、またワイキキの浜辺で本 当にのんび りしている他

人種を見て次回訪 れると きは「私は必ず 10日間いや 2 週間は 」と 心

に決めて 帰国され たこと と確信します。本当のハワイはそのとき初

めて匙ると思い ます。

人生80年、世界最長寿国われわれ臼本人の本当のリソートライフ

を今真剣に再考するとき、生活や仕事をリクリエイ卜するために必
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要不可欠にな って いる本当のレ ジャー ライフを 、私達日本人は 一生

に一体何度味わえるでしょ うか。 これからの日本人が求める本 当の

リゾー ト地のあり方等々、リゾー トライ フスタイルは この25年間で

ずい分と変わりましたし、今後も若者達の海外を見つめる限がます

ます肥えるため、そ のあ り方が急速に変わって いくものと息われま

す。徳 川1300 年の鎖国期はありましたが、日本人には 2，000 年の伝

統と心があります 。 この機会に、あえて「心の リゾート開発j を提

案したいのですが、本当の リゾート開発は時流に乗った乱開発では

決してなく、旅行業者と奥業種、いわゆるソフトとハードの両面開

発に真剣に 討議、十分な検討、調査を加 えて、調和の とれた開発に

取り組むべき時にある のではないでしょう か。

一大転換期に当たる本年 を リゾー ト再開発元年として、私の初w -

をご紹介したく思います。 それは日本建築協会の提案で大事業です

が成功している夢です。今後絶対に美しい瀬戸 内海を環境汚染しな

いことを条件に、世界一大きな豊富 な太平洋の黒潮の流れを世界一

美しかった瀬戸内海に豊後水道より紀伊水道へ向けて 1 ヵ月間流し

込んでいる光景です。現状持てる造船船舶業界、 j朝の流れを変える

巨大なフェン ス用の合繊業界各社 、自 治体と国政全庁等々、今私達

日本の 国カをもってすれば可能な夢ではないで しょうか。

( いなば よしかっ 株式会制イ ンターナン ョナノレサービス代表取締役 )
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クラブメット、初めに

ソフトありさ

)  11 村 J青

1950年、第二次世界大戦終了から 5 年後、もう余暇を楽しとする

フランス人達が地中 海沿岸のヒーチや島々に集まって来て いた。そ

の中て¥スペイン領マジョルカ鳥のビーチに 、約 2，000 人の大 きな

集団があ った。 まだ物の欠乏している時代である。 宿泊施設はすべ

て箪の払い下 げの小型テントで、昼 間は太陽と海、夜はキ ャンプフ

ァイヤーを囲 んで語り踊りして騒いだ。 ここで の人々との 出会 いは、

彼 らに とって欠 くべからざる生活のfl ii . でもあ った。

「おい兄弟、何もないけど楽しくやろう せJ

とお互いに言い 言いした 。 自分が楽しみ人を楽しませるためには、

物のない分だけ智恵 を出し 合わなければな らない 。

島 まで来るのに途中 の列車のコン パー トメントは、いつも満員の

8 人がけであった 。知り 合 った連中が 、

「ちょうど 、いいじゃないか j

というので、レスト ランのテーブルは 8 人がけということにな った。

「ここまで来て、 金の阪は見たくない よ」

というメ ンハーが多い 。 じゃあ金の代わりに何がいい だ ろう? が 3

色の ビーズ玉 を作 りだ した 。

「子供は子供同士にしよ う、{伝達もその方が楽で いい J

こ うして子供だけ の天国 、 ミニクラブができた 。

地中海クラブの参加メンバー数は 5 年自の夏には最初 の 6 倍、延



G. O ( =Gent l e Org-

ani zer) とは

地中海クラブ独特の

システムであり、 50

ヵ国を越える人々で

構成された G. O達は、

バカンス村で客と共

に24時間寝食を共に

し、村全体の楽しさ

を容と共に創造し、

分かち合う 。

クラブメ y ドパリ( 上) と 同所でのG. O による ショー

べ宿泊日数にして3，3000 日から 192 ，000 日にな ったという 。テント

はストロー屋根の小屋に変わり 6 年目にはスイスのレイザンに冬

のスキーバカンス村ができた 。

しかし、しかしながら創立にかかわ った幹事達は、金を集めて会

社組織にしようとしなかった 。多少なりとも利益を得る磯実な見通

しはあっただろうが、それよりも、資本が入り企業にな ってしまう

と「おい兄弟、楽しくやろうぜ」がなくなることを恐れたのである 。

彼らはもう一年頑張った。メンバーは増え続ける 。冬のバカンス

村ができて、世話をするスタ ンフも 一年中仕事があるようになった 。

11寺代もそろそろリゾートホテルとしての施設を要求している 。

「ぼちぼちゃるか」

という声が出始めた 。 人生を楽しむ陽気な達人達は重い肢をあげた

が、なかにはノマリのオフィスに入るのを嫌がってバカンス村に残る

幹事が多かったそうである 。そして 1957年、株式会社地中海クラブ

が誕生した。すでに組織としての下地はできているし、有給休暇が

法的に拡大されている背景もあ って、一流の資本が投資された。ク

レデリヨーネ、パリパの両銀行、エドモンド ・ロスチ ャイルド財団、

U A P保険会社等々である 。 しかし、当 H寺の地中海クラブには、人

気はあっても格別の資産はない。彼らの投資の根拠は、地中海クラ

ブが持っている集団自然発生的ソフトが企業体とな ってもクラフを

拡大発展させていくだけの魅力がある、との判断によるものであっ

たろう。社会的な背景は違うが、それでもこのあたりの状況は現在

の金余りであっても、日本の財界ではちょっと考えられない現象で

ある 。人と人の出会いの気分が車IJ りあげたリゾートのソフトに、巨

額の投資をするのか、どうか。

神がいて、それもギリシ ャ神話に出てくる人間央いリゾートを司

る神がいて、マジヨルカ島のテント村に 一 人の男を ii;i わされた 。ア

メニティ人聞の多い中で、彼だけは仕事好きで、計数に明るく、経

営に 必要な判断 と決断の能力を持っていた 。天与の使命であるかの

ように彼はリゾート産業一筋の道を走り続け、頂点に登りつめた 。

世 界33ヵ国に 113 ヵ所のバカンス村を持つ地中海クラブの総帥ジ

ルベール ・トリカソは 68歳の今も、新しいバカンス村の建設を決め

るときには、裸足で砂を踏み、海に入り、泳ぐ 。雪ーを踏んで冬山に

登り降 りする 。そして、直接何かを感じとらなければ、最終の O K

は絶対に出さなし、 。

何かを感じとる 。そのときのトリガノの脳裏には、マジョルカの

太陽と海が去来し、 3Ft 火に Wi らされた笑顔が語りかけてくるのをき

いているだろう 。

「おーい、兄弟 、楽しく やろうぜ一」という声を 。

( かわむ ら きよし 株式会社地中海クラ ブ代表取締役凶日本地区総支配人 )
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楽しい時間の創造

株 式会社 遊 時 創 造

乾 和 夫

労働時間の短縮、高齢化社会の到来によ って、個人が自由にする

ことのできる H寺問は確実に増えている 。 よりよい明日を求めて、ひ

たむきに働いた時代は過去のものとなり、人々はより自由にな った

今日のH寺問を、いかにして充笑させるかに心を配るようにな った。

しかし、より多くの自由な H寺間を手にはしたものの、それを個性

的に消費するための舞台装置が、いかにも貧弱なことがわが国の実

状であり、人々がようやく手にしたこの自由な時間を、存分に充足

させるための設備や制度を即座に縫えることが、まさに国民的課題

ではないかと思うのである 。

リソートと 言 えば、たとえばノミリ島のヌサ ・ドゥア ・ビーチあた

りで、何もしないままいつまでも寝転んでいる人達の姿を思い浮か

べるのであるが、そうした時聞の過ごし方も、確かに一つの方向で

はあろう 。 しかし、そうした機会は、たとえ欧米の人達といえども

年に何回も訪れるわけでもあるまい 。それよりも、仕事から解放さ

れた後の夕方の時間、あるいは週末の一両日とい った日常の暮らし

に密接につながる都市空間の中にこそ、より豊かで充実した楽しい

時間を創造するための仕掛け が、 何にも増し て必望書だと考えている 。

( 株)遊時創造は、こうした時代の要請に答えるべく、阪急 ・東宝

グループの共同出資により誕生したのであるが、阪急三番街を中心

とした大阪・梅田の都市再開発や、東京中心部でのショ ッピンクと

レジャーの大基地とも言える有楽町マリオンや日比谷シャンテの建

設、あるいは宝塚ファミリーランドや神戸ポートピアランドなど大

規模レジャー施設の運営などによ って得られた、豊富なノウハウを

集結する場となることにより、都市に生活する人々が、より充実し

た楽しい l侍聞を創造するための都市空間の再生に、斬新てが果敢な提

案を続けていくつもりである 。

( いぬい かずお 株式会社遊 l時創造専務取締役 )
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リゾートという 言葉からのイメージは、太陽の燦燦と輝〈南の島

の青い海、白い船… ですが、私を含む中年の日本人の多くは、いま

だその快楽の園に身を浸したことは余りないようです。今日も、家

族の非難の目に怯えつつも街に溢れる旅行ノ f ンフレ ッ トを横目に眺

めているだけなのです。 でも世の中は確実に余暇充実型に動いてお

り、今風の社会トレンドを表現するとき「健康への欲求、生活水準

の向上、本物指向、消費行動の変一革、余暇時聞の増大」等から、快

適性の追求や個性の主張をキーワードに使うようにな ってきていま

す。 リゾートがよ り一般的なものになるためにも、より質の高い快

適性と差別化された個性が必要と考えられます。

鹿島建設での最近の リゾート プ ロジェクトとしては、安比高原を

はじめ、瀬戸内海直島開発、浅間スポーツアリーナ計画等、各地の

リゾート開発計画をお手伝いさせていただいておりますが、一方、

関連会社でもクリエイティブライフ附がテニスクラブ等のスポーツ

事業を、鹿島リゾート鮒が琴科高原チェルトの森の別荘地開発、附

ホテル鹿鳥の森が軽井沢のホテル経営、ヒューマンライフサ ビス

( 捕がシルバ一事業をと、今後ますます多様化するリゾートニーズに

対応するため、鹿 島グルー プ全体で企画・運営ノウノ¥ウの蓄積に努

アーハンスラロームの外観予想図( 上) と室内ゲレンデイメージ( 下)
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めているところです。

リゾー ト法の制定により、地方都市の活性化のための開発が、よ

り多くなるでしょうが、そのためには、事前の環境アセスメント調

査等による計画性をもって、賞重な自然および景観の破壊をできる

だけ避け、保護する自然、利用する自然、育成する自然、と考慮、し

ていくことが開発計画者の使命であると 考えています。経済的余裕

や、 心の余裕が生まれてきた今、そ の生活の 中に、オア シスとして

の心のリゾートこそ必要ではないでし ょうか。

ここで現在、開発中の都会派・最先端のアミューズメントアメニ

ティ、アーバンスラロームを紹介いたしましょう 。この施設は、当

社 の若手社員らで作られたや余暇施設開発チーム。の発案から生ま

れたものの一つで、都市の中に創り出された巨大な完全室内型・ス

キーゲレンデなのです。 もちろん雪 もかぎりなく天然に近い良質な

人工降雪 で、最適に コント ロールされた環境の 中で、オー ルシーズ

ン、オールタイムを、照明、映像、音響等により、まったく新しい

空間が創出されるのです。 3 - 4 年先になるかもしれませんが、大

阪湾ベイエリアに実現できる予定で、現在設備の実験中です。 この

アーノ〈ンスラ ロームの出現により、都会の中でのリゾート感覚に新

しい H寺代を提供することができると考えております。

( すぎがみ の りまさ 鹿 1;.¥建設株式会社大阪支底開発部専門謀長 )
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交通事業てのノウハウを生かして

東武鉄道株式会社

沖 洗 三

[ 設問A .l ]

欧米での、美しく整備されたリゾート地を思いうかべるとともに、

そこで家族単位で数週間をのんびり過ごしている人々のライフスタ

イルを宿望してしまう 。

[ 設問A - 2 ]  

リソー トの概念である「長期滞在の目 的て¥繰り返し 訪れ、余暇

生活を楽しむ j ことが、にわかに、広〈定着するとは考えにくい。

自由 11寺間は確かに増大しつつあるが、週休二 日制lが主な理由であ

るから、も っ とまとめて休めるような体制がほしい。 たとえば企業

における夏休み、冬休みなどのほかに勤続O年記念の休暇など雇用

者側が 「出動に及ばず j の期間を積極的に設定しないと働き蜂の意

識改革は進まないだろう 。

また、リソートライフを普及させるためには、経済的な負担があ

まりかからないようにすべきだろう 。道路、上下水道等の公共施設

やオートキャンプ場のょっな低燥な宿泊施設については、公共サイ

ドで積極的に整備し、利用料金が高くならないよう反映させたい。

なお、リゾート地へ行かなくとも居住地に近い場所でゴルフ、テ

ニス、水泳などのスポーツや カルチ ャーなどを楽しむ機会は現状

よりも増大するだろうし、またリゾートを含めて余暇の過ごし方の

多様化も進んでいる 。そこで、スポーツクラブやアミューズメ ン ト
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会主主高原たかっえスキー場

ノf ーク などさまざまな余暇事業を新規に展開あるいは企画中 である 。

[ 設問A' 3 ]  

東武鉄道は、鉄道 ・パスなど交通事業を基盤とした総合サービス

業であり、生活に密着した流通、住宅、文化 ・スポーツ 、観光 ・レ

ジャ ー ・リゾー トなど、永年にわたり各種サービス業に 係る諸 々の

ノウハウ を十分に蓄積 して きた 。 また、地域社会と協調しながら共

に発達することを経営理念としている 。

交通事業として展開は 主に関東一円であ るが、観光 ・レジ ャー ・

リゾート の分野においては、おお むねつぎのように取り 組んでいる 。

・当社鉄道終点一帯は、日光、鬼怒川・川 治などわが国を代表する

一大観光地であるので 、従来か ら重点的に取り組んでいる 。

・昭和61年に開通した野岩鉄道附の会津鬼怒川線により、福島県会

j掌地方は、首都圏から直結された 。 この地方は、 雪 、地形ともに一

流のスキー場集積地帯になるポテンシャルを有していることから、

スキー場を主軸としたリ ゾート 地 を目指している 。

・山形県蔵王地区、宮城県松島湾地区 、谷川岳天神地区なとは、リ

ゾート地を目指して従来から取り組んでいる地域であるが、引き続

き、ニ ーズに対応して施設の増設、新設を行っている 。 これらは、

当社サービスエリヤ以外では あるが、 地 域の方々と十分な協力関係

が図られ、かつ、その地域が資源的にみて一級の リゾート 地ある い

は観光地となり得る資質がありそうな場合は、今後も新規の事業展

開にも取り組む方針である 。

[ 設問A. 4 ]  

リゾート法の制定で、 全国にいくつもの リゾー ト地が新たに 誕生

するだろうが、一般の方々のニーズを適確にとらえ、わが国らしい

リゾート地づくりを企画する 必要があろう 。ハード面でいたずらに

デラ ックスを志向し、欧米型を模写することはよくないと考える 。

[ 設問A ' 5 ]  

・栃木県日光、鬼怒川地区… ーホ テル等の宿泊施設、その他遊覧施

設の収容力の増強、施設の近代化および国際的リゾート地の形成。

・福島県会津地区… … 高杖スキー場、台鞍山スキー場等、スキ ーを

主軸とした リゾート地形成。当社関連以外のスキー場も含めてスキ

ー場集積地' 貯 を目指す。

・山形県蔵王地区… … 蔵王スキー場の拡張、施設の増設など、スキ

ーを主軸としたリゾート地の形成。

・宮城県松島湾 地区… … ホテル 遊覧船等の新増設に より、松島湾

地区の遊覧基地化 を図る 。

( お き こうぞう 東武鉄道株式会社総合企画室参IJI役 )
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都市機能を備えた非日常空間の提案

大和ノ、ウス工業株式会社

田 中 正二 郎

大和ハウス工業は 、住まいを通じて豊かな生活環境を提供し、さ

らに、総合生活産業として、よりよい生活空間を提供することを基

本理念に 、地域産業の発展に寄与してまい りました 。

現在リゾート開発を担当しています開発部門は、約20年前に発足

し、その前半10カ年は 主として全国に「ネオポ リス」と 呼ばれる住

宅地を開発し ( その集大成となった「岡 山ネオポ リス 」では「ラン

ドプラ ンニンク 」という新 しい設計手法を導入し、歩車道分離を実

現 ) 、そこで 「住 まい方の提案j を行 ってまいりました 。そして、そ

の開発のノウハウを活かし (ネ オポリ スの開発と平行してリ ゾー ト

開 発に 一 部はすでに着手していたが) 、50年代に入ると リゾート 開

発に注力し、 「健全な余暇生活j の場を提供して まいりました。

リゾート開発を進めるにあたり、当社単独の開発は極力きけ、地

方自 治体との協力のもとに、

(1) 過疎地の開発

(2) 雇用の促進

(3) 地域の振興および活性化

をモ ッ トーに事業を推進し、国土の均等なる発展を図 ってまいりま

したが、これは、 62年 6 月に公布された「総合保養地域主主備法J( い

わゆるリゾート法 ) の理念と 同趣旨 でもあ ります。

具体的に当社のリゾート開発を見ますと、リゾートとは都市機能

を備えた非日常空間の具現であるという考え方のもとに、

(1)便利 で快適な生活

(2) コ ミュ ニテ ィー

(3) カルチャー

(4) 非観光

を備えた空間、すなわちリゾートホテ ルを 中心に、ゴル フ場 ・テニ

スコート・プール ・多目的グラウンド ・別荘地等があり、また 、ロ

ケーシ ョン によりそれに あわせ た各種スポーツが楽 しめる場を 、約

100万坪前後を 基本に提供してお りま す。その中心 となる リゾー トホ

テルは客室数250室から 500室と 大規模なも のであ り、その施設内容

当社のリゾート施設

l  鹿部 (北海道茅部郡鹿部町) ホテノレ・ゴルフ場 ・別荘地

2  八幡平 (岩手県岩手郡松尾村) ホテル

3  宮城蔵王 (宮城県刈田郡蔵王町) ホテ J レ・ゴルフ場 ・別荘地

4  ｾ磐梯 Ｈ 編烏県耶麻郡北塩原村 Ｉ ホテノレ

5  能登 (石川県羽咋郡志賀町) ホテル ・ゴルフ場 ・別荘地

6  i兵名湖 ( 静岡県浜名f ，日雄踏町) ホテ l レ

7  長浜( 滋賀県長浜市) ホテ l レ

8  伊勢志摩 (三重県志摩郡磯部町) ホテ J レ・別荘地

9  南淡路 (兵庫県三原郡南淡町) ホテル

10  大山 (鳥取県西伯郡岸本町) ホテル . 7) IJ;住地

II 土佐 (高知県安芸郡芸西村) ホテル

12  唐津 ( 佐賀県唐津市 ) ホテ j レ

13  霧島 (鹿児島県姶良郡霧島町) ホテ j レ・ゴルフ場 ・別荘地

14  i'l '純残波岬 (沖縦県中頭郡読谷村) ホテ l レ
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. リゾート

アンケー卜

は、コンペンションホール ・会議室 ・各純アミュースメント施設と、

都市機能を十分活かしたものとな っています。 また、そこで働〈従

業只のほとんどが地元採用であり、資材等の調達は地元を中心に行

い、地域の発展に寄与できるものと雌信しております。

昨今、わが国の巨額な貿易黒字による対外貿易摩燦解消のための

内高拡大策、また、働きす ぎに対する労働時間の短縮 とい ったl時代

背訟をもとに、リソート情報が新聞、維誌等を飾らぬ日がないとい

った状況の中、リゾート 開発がー純のブームのように なってお り、

さらには 、リ ゾート法とい った追い風が、世の 中を リゾート 一色に

染めてしま ったような感があることはぬぐえないと思います。 そう

いった状況の中で、リゾートとは本来、地域の住民が中心となり、

( l ) . l 也域の人々が生き生きとした芥らしができる 。

(2)地妓に生きることに誇りをもてる 。

(3) 地域の人々の心の盟かさ が、リソ ー ト客に心の安らぎと満足感を

与える 。

(4) 有主導ではなく民間の意見を尊車し、地域の人々が主体' 1 ' 1をも っ

て開発する 。

とい ったことを笑現 する坊であると巧え l丘す必要があると々えます。

( たなか しょうじろう 大手11ハウス工業株式会社常務取締役 )
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リゾートは企画なり

東急建設株式会社

菅 原 宏 夫

「ここにカ ッコイイ、 シャ イなホテルを造 ってく れよ 1 J あ るいは

「君 、こういうのを設計してくれたまえリと事例写真を見せられる 。

こうしたクライア ン トがよくいますが、そのような事業は失敗する

ケースが多いように 思われ ます。最近で、は l侍代の要37i て¥私達建築

設計家の携わる 仕事にも 、ソフト指向の5!Ii ｾ 、ものが 増え てきて いま

すが、なかでもリゾートはその放たる例であり、私は 『リゾー トは

企画で決まる j と考えています。

事業を成功に導くための最初の仕事は 、優れた企画チームをつく

ることでしょう 。上述のような設計依頼がくるケースは、構成メン

ノ〈ーが偏っている場合で、その結果は往々にして施設、サービス 、

卒業方針等がバラバラになる場合が多〈 、一方 、逆のケースでは、

多くの人が参画しすぎる余 1) 、個性のない総花的な企画が出来やす

く、いずれの場合も楽しい リゾー ト、成功するリ ゾートなどは期待

できません。

つぎの仕事は、敷地の選定になる場合もあ りますが、一般的には

顧客の特定でしょう 。 そして、対象の顧客をどう楽しませるか、 施

設、サービスなどのグレードはどの程度にするのか、特徴的な魅力

づくりはどうす るのか 、シーズン オフ対策はいかにするのか、事業

の見通しなど 『ひとつのストーリーとしての企画j を立てることが

重要であるものと忍われます。国際化時代を迎えた今日、海外の リ

ゾートに 対抗 し符る本絡的リ ゾートは 、明石rgなコンセ プ トを持つ綿

密な企画に基づいたものでない限 り、社会のニーズに応えていける

とは考えられません 。

- 11宇年初めに、アメリカ、カナタのスキーリゾートを体験する機

会がありました 。 アスペン、ウェイル、スノーバード、ウィスラー・

ブラ ッコームなど、北米 を代表するスキー りゾートです。景観のス

ケール、魅力、ゲレンデの大きさ 、アスピリンスノーと呼ばれる軽

い雪など 、やはり素材の持つ魅力には目を見張るものがありました 。

しかし私達を真に楽しませてくれたのは 、曹、まれた自然ばかりでな

く、総合的な施設づくり、街づく りの巧みさ 、オ フシーズンの幅広

い事業企画、行 き届いたゲレンデサービス 、そしてホ テルサービス

など 、ソ フ トの簡て" の素l 1ii らしさでした 。おそ らくこうしたソフト

の充実は、リゾート歴の厚さ 、鍛密な企画、徹底した事業方針に支

えられているものと思われます。事実、スノーバードのパス社長ら

との現地での数回のヒアリングでも 、各種イベ ントの企画 、 コンベ

ンション答の誘致などは 言 うに及ばず 、長期にわたる施設計画 、街

の景観維持 、文化事業の主催なと' 幅広い努力が払われていることが

係認され、リゾ ート ｾ ｉ 工業は企問時点からソフトと 施 設が 一 体とな っ

て計画されたものでなくてはならないことを 痛感しました 。

私達は今、ある大規快スキー リソートの開発に、シティー感覚盟

かな街づくりを提案しています。 多目的ホールから、 パブ、居酒屋、

パチンコ、そして航丁のある街です。世界の リゾー トにひけをとら



ヴェイルの街並み

ない日本らしさ の あ る 街 、 長 期

滞在に耐えうるヒダの深い魅力的

な街です 。大都市のような可能性

を持つ、恵まれた自然の中の、小

さな輝〈都市です。街は、人々が

いて、愛されて、楽しませて、初

めて魅力ある生きた街になります。

私達は、景観、施設、空間、 H寺問、

サービス 、人々 の動き、感動 、そ

アスペン( スノ ー7 ス) ゲレンデ

してそれらを成立させるための事業的な裏付けなど、多くの事象が

- i i l i 動した綿密な y ミュレーションをしつつ、今さらながらに、「リゾ

ートは企画なり j と自問自答を繰り返しながら、企画を進めていま

す。 ( すがわ ら ひろお 東急建 設 株 式会社建築設計総折部参 Ｔｾ Ｉ

2 3  

地域経済の中てのリゾー卜開発

加森観光株式会社

西 国 吏 利

( 市1立%)

) J . 勾は手前別構成比

新聞、雑誌の記事にリゾートという 言葉を見ない日はなく、大衆

紙から専門誌まで、さまざまな視点で取り上げられてはいるものの、

レジャー感覚、ファ γ ション感覚、消費者ニーズとい った視点から

見ると、 一時のカフェパーフ' ームと似た側面を持 っているようです。

消費者との遊隊、流行商売、新規参入、既存施設との差別化、立地

観、装置産業、話題性等々表向きと実態のギ ャップはまさにそのも

のです。

リゾート産業が情緒産業と呼ばれるとすれば、金太郎飴的な施設、

合意にもとづく発想ではリゾート開発は困難と思われます。 そこに、

開発オーナーの夢 、 ドラスチ y クな行動力があ ってはじめて達成し

えるも のと 思われます。

ルスツ高原においても北梅道という地域経済の中で、昭和56年よ

り開発を進め、現存語られているリソート論とは異な った過程を歩

んでおります。北海道の市場規模からいって、投資の回収を長期の

スタンスをも って眺めるとい った戦略はリスクが大きく、当社では

即回収につながる開発を進め、今日に至 っています。

ルスツ高原は、 札幌 ・函館をむすぶ主要幹線、国道 230 号線沿い

に位置し、 150万都市 ・札幌、北海道の表玄関 ・千歳空港、フェリー

ターミナル ・室蘭 ・苫小牧へ車で90分の立地 です。周辺には支務 ・

1同爺国立公園、ニセコ、定山渓温泉等の観光地、背景には北海道の

秀峰「羊蹄 山」、そして、その裾野に広がる雄大な自然を抱え、春は

「花J 、夏はr7kJ 、秋は rl 床J 、冬は「雪J と、誰もが憩い集えるオー

ルシーズンリゾートです。

こうした恵まれたロケーションをベースに、北海道の 550 万人の

老若男女が、四季折々に遊びに来られるレジ ャーランドづくりを目

指してきました 。道内の 550 万人が四季を通じて年 4 回訪れてくれ

ることによ って、道内市場は 220 万人と設定できるところから、対

象市場も道内に絞 って展開してきました 。現在では、施設規模もフ

リー フォール、ウ ルトラツイスターほか 5 つのコースターも含め 60

極以上の遊機具を有する日本ーの規模の遊園地です。

このほかにも、春は 20ヘクタールに及ぶセタナリア ( 芝桜) の花

畑、冬は 5 本のゴンドラリフトを備えたスキー場など 、いずれも日

本有数の規般を誇 って おります 。尾崎将司 プ ロ設計監修のゴルフ場、

ジャンポプール、屋内レジャープール、テニスコート、乗馬などの

附幣施設も充実し 、これらの施設に対応するべく 1，500名収容のホテ

ル、カナダ製ログハウス 6 線、コテージ 8 棟、 140名収容のトラベル

ロ ッジ、 1，000名収容のキャ ンプ施設等バラエティに富んでいます。

これか らも 、コソレフ場 108ホール、サ ッカ一場11筒、乗馬場の充実

などスポーツゾーンの充実と直営ホテルの増築、リゾートマンショ

ン、 保養所、民宿、 ペンション等を誘致し、総計 l 万ベ ッ ドの大規

模リゾートを目指しています。 さらに、近い将来の滞在型リゾート

時代に備え、ルスツ高原をベースとし、周辺の観光資源を組み込ん

だ日帰り圏内へのサテライト観光のための拠点づく りとアクセスの

鐙備を進めるなど、 H寺代を少しリードした展開を行 っています。

リゾートなり、レジ ャー開発は投機を目的にできる産業ではなく、

飽くなき投資の繰り返しによって成り立つ産業だと考えます。

( にしだ っかとし 1m森観光株式会制 )
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. リゾート

ア ン ケ ー ト

24-

『三重サンヘルトゾーン』構想

三重県国際リゾー卜ソ‘ ーン推進室

小 川 益 司

三重県では、全国に先がけて、総合保養地域整備法の適用を得て、

海洋性を基調とした滞在 ・周遊型の国際的なリソー トゾーンの整備

を進め、ゆとりある国民生活の実現に資するとともに、地域の活性

化と県土の均衡ある発展を図ることとしている 。

三重県の南東部の伊勢志摩地域、東紀州地域は海、 山、渓谷なと

の自然景観、農林水産資源、歴史 ・文化的資産が豊富であり、県で

はこの地域を、 S un ふりそそぐ太陽、 Ul t ra mar ineー紺碧の海、

Nat ural  green- 自然の緑、に恵まれた地域としてサン ( S un) ベ ル

ト地域と名づけて 、 自然、歴史、文化、風俗、産業などの優れた資

iJ 点と特性を生かし、民間活力を活用しながら、人間性豊かなリゾー

ト空間を整備しようとするものである 。

その繁備の方針は、っさの三つに特徴づけられる 。

① 日本を代表するリアス式海岸等、海を舞台とした 一大海洋性リ

ゾートの形成

② 伊勢神宮等の歴史、文化、伝統芸能とふれあい、質の高いヒュ

ーマンライフを満喫することができるリソートの形成

③ 国際コンベンション機能等の強化により、i ! t 界に開かれた リゾ

ートの形成

この実現を図るため、それぞれ特色ある八つの重点整備地区を連

珠状に配置し、相互に有機的に連携させることとしており、すでに

鳥羽地区や奥志摩地区では民間によるリゾート 事業が始動している 。

施設の整備にあた っては、リゾート地域として の武重 な資源であ

る優れた自然環境を損なうことのないよう緑地の保全 ・硲保、周辺

の景観と調和した建築物の色彩 ・意匠に配慮することにしている 。

また、民聞の施設整備と併せて、交通基盤、生活環境基盤、農林

水産業の振興に必要な公共施設の繋備も 一体的、計画的に進めてい

くことにしている 。 これらの整備は、今後、おおむね 10年間を目標

としており、総投資額は民間約 3，600 億円、公共約 5，000 億円と見

込んでいる 。

一方、リゾートを本格化するためには、施設盤備と並行して、そ

奥志摩地区の中心 ・英m湾の景観
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れを 利用する側の経済的、社会的な条件づくりが肝要である 。

今後、労働11寺聞の短縮により、西暦2000年には国民の自由 11寺聞は

現在より 25% 増加すると予測されているが、現時点のわが国の労働

時聞は欧米と比較してまだ相当の較差がある 。国民のリゾー卜を実

現するためには自由時間の増大は不可欠であり、県としても国に対

して国民に義務的ともいえる休暇を与える国民休暇法( 仮称) の制定

等長期休暇制度の創設を要望していくとともに、関係方面に完全週

休二 日制の普及を要請するなど、自由時間の増大に努めていきたい 。

( おがわ ますし 三重県国際リ ゾートゾーン 推進室長)

サ ン 2 5  

、燦グ黒潮リゾー卜

和 歌山県企画部

前 晴 夫

あさもよし 紀 へ 行 く 君 が 信 土 出

越ゆらむ今日ぞ 雨な降りそね

ま つ 2るやま

一作者不詳。紀伊の国へ行〈君が真土山 ( 和歌 山 ・奈良県境の 山)

を越えておいでと思われる今日 だから、雨よ降らないでおくれ一

ｪ 毎のない大手口の宮廷人たちは、黒 ｩｾＩＱ 寄せる陽光に輝〈、紀の国の

「海」に ι憧れた古代の旅に、心のひびきを詠んでいます 。

遠く厳しい道程を紀の固に向かう旅人が、真土山の峠を越えて紀

の川に沿 って凶へ向かい、初めて 「海J ，こ臨んだときの感激は、ひ

としお大きいも のがあ ったようで、数多くの歌がうたわれています。

昨春、和歌山 県が作りま した 、、燦H 黒潮リゾート構想は 、今なお

万葉の面 fj i3をf忠ばせる 「和歌山の海」 をテーマにしてリゾー卜の形

成を図り、加えて和歌山県を取り巻〈新しい潮流をとらえつつ、諸

プロジ ェ クトを推進することによ って地域の活性化を図り、新しい

和歌山県 の建設を目指しております。

リソートゾー ンの 4 整備推進地区を万葉歌で追 ってみます。

1 . 加太地区( 和歌山市)

7以il ｪ［｜ ｾ＠ i叫I dとらし 妹が島

形見の j甫に鶴朔る見ゆ

一作者未詳。 iI I ! i を刈る労lーが j中をこいでくるらしい 。妹が島 ( 友ヶ

島) の形見の浦 (加太 j甫) に鱒が飛んでいるのが見える 一

淡路島 を臨み、紀淡海峡は大阪湾への要路てv 荷台が行き交います。

賑わう磯辺、 j攻勢の良い漁師の声 、咲き乱れる花菖荷などの中で、

いま関西国際空港建 設土砂採取跡地 250 haに生まれる良質、多様な

居住機能 と空港ま で十数粁という立地条件を生かしたリサーチ機能

を併せ持つ国際リゾー ト都市 「コスモノ マーク加太」 を中心に、者11市

近郊型リゾー トが誕生しつつあります。

2  . 和歌浦湾地区( 和歌山市~海南市~下津町)

若の託1¥に i¥!)J i前ち来れは、 潟を無み

d隠 し べ た づ

三官辺をきして1時11毎き渡る

山部赤人。若の浦 ( 和歌浦 ) にI掛か‘ 満ちて来て干潟が無くな っ

たので、岸辺の42の生えているあたりをきして鶴が11.鳥きながら飛ん
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で行く ー

海水浴客や釣り船、ヨ ッ トで賑わう現代でも松の校越しに観る風

景は訪れる人々を魅了しています。 この和歌 iijj 湾に65haの人工島 「和

歌山 7 リーナシティ j が出現し、 1，000 隻収容のマリーナやフ ィッ

シャ - 7 ンズワ ー フなどと居住・滞在施設が一体とな って新しいコ

ンセプトの海洋リゾート都市形成に向け胎動を始めています 。和歌

浦湾周辺に近代的なうるおいの最観が生まれるでしょ う。

3  . 田辺・白浜地区( 周辺市~南部町~ 白浜町)

月読の 光 を 清 み 神 島 の

機 聞 の 浦 ゆ 船 出 す 我 は

一作者未詳。 月読の光が清いので神島 ( 田辺湾に浮か ぶ。国の天

然記念物) の機聞の浦( 回辺市漁港) から苅出するよ、われわれはー

いにしえより交通の要所である中核都市田辺市と 牟主の湯として

幾度かの行幸を 仰いだ 白浜温泉など、活気あふれるリゾート適地で

す。田辺湾の活用を柱に、 青少年主体のスポーツ ・コアや中高年向

けの温泉保護滞在をコンセ プ トにして、南紀白浜空港のジェ ッ ト化

や海洋スポーツ施設等の繋備を図り、アクティブなリゾートに生ま

れ変わります。

4  . 勝浦・太地地区( 那智勝浦町~太地町)

" 'J そ

荒機ゆも まして思へや 玉の 浦

離れ小島 の 夢 に し見ゆ る

一作者未詳。荒磯もすばらしい眺めだが、それ以上に懐かし く思

うからか、 玉の 浦( 勝浦・浦村i湾 )の離れ小島が夢に見えることだー

奈良の者11か ら幾山河の苦しい長旅( 約 300 km) をいやす温泉にひ

たりな がら接する「海j の素晴らしい情趣は今も変わりません。年

金保養基地 グ リーンピア南紀の背後地 270 haに、熊野文化 と1民泉を

取り入れた心身のリフレ ッシュの長期滞在型 リゾー トが形成され、

訪れる人々に新しい活力を生み出す場を提供してくれるでしょう 。

引用 : ｲ 紀 州路 町 万楽歌 」 、 「 紀 の 万繋抄 ｪ 、 「 日本 古 ｾ 文 学全 集 ｊ

( まえ はるお 和歌山県企画部地域振興i ' l l )
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琵琶湖リゾートネックレス構想

滋賀県企画部

田 中 健 晴

滋賀県 では、琵琶湖と歴史 ・文化を生かし 、「人と水J [" 水と歴史

・文化j との多様な関わり方を、全国あるいは世界に提案していく

ことをリゾート整備の基本理念として 「琵琶湖リゾートネ ックレス

構想」の策定に取り組んでいる 。

本県は、国土の中央に位喧し、全国各地、とりわけ京阪神と中京

の二大都市圏からの交通アクセスが便利であり、延暦寺や安土城祉

等の神社仏附、城跡をは じめ優れた歴史 ・文化資源、の宝庫である 。

また、美しく雄大な琵琶湖の空間は、温和で親しみやすく、多様な

レクリエーション活動が楽しめる 。

白砂青松の浜辺をもった広大な琵琶湖を 中心に、 のどかな 回国や

緑深 い丘陵・ 高原から なるエリ アを リゾ「ト法でい う特定地域に 設

定し、この中で守 山市を中心とした湖南 ・中部湖岸地区等、琵琶湖

周辺部の 4 箇所に加え、丘陵部では陶芸の町、信楽地区および名神

竜王イン タ一周辺の希望が丘高原地区の 2 箇所、計 6 箇所 ( 下図参

照) を リゾー ト拠点 ( 重点整備地区候補地) として、それぞれし 000

- 3，000 haのエリアに ついて 地域の特性を生か した個性あるハイク

オリテ ィーな リゾー ト空間の務備をめさーすものである 。

たとえば、棚上交通や交通ネ ッ トワークの拠点としてシティー感

覚あふれる本県リゾートのコアゾーンをめざす守山周辺の湖南 ・中

部湖岸地区には、マリーナを中心にホテルやペンション等の宿泊施

設を整備し、農業公園や水生純物園、オートキ ャンプ場の施設を配

置し 、「水と光のレイクサイドリゾート 」地の形成を図る 。

つぎに 、湖か ら高原 ・山岳にいたるバラエテ ィーに富む地形 を有

するマキノ・今津町の湖西北部湖岸地区はスキー場や7 リーナ、ナ

y ツランド等の施設を中心に、 l民業 ・漁業体験やスポーツ ・レクリ

エーションを通じて都市住民にふるさとを笑感させる 「ふるさと体

験リゾート j 地の形成を図る 。

また、高原性の恵 まれた森林空間と紫香楽宮跡に代表される歴史

文化環境の中で、伝統産業 「信楽焼き 」 を核に据え、焼きものと人

リゾート鎚点

①，胡南・中部; ! 月岸地区

②湖北，胡岸地区

③希望が丘地区

④信楽高原地区

⑤湖西南部地区

⑥湖西北部地区
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とのふれあいをさまさまな角度から実現する信楽高原地区は彫刻の

皇、音楽の森、観光牧場、陶芸の森等の整備をめざし、 「炎の里しが

らさ高原 リソート j 地の形成を図る 等、各地区を特色ある魅力

的な町づくりとする整備方向を設定し、 「琵琶湖リゾートネ ックレ

ス構想」としてはこれらの地区を琵琶湖を中心にネ y クレス状に結

び、全体としてはまとまりのある広域的、複合的なリゾートエリア

の形成を図る 。

なお、琵琶湖の周辺ではかねてから、琵琶湖総合開発事業や琵琶

湖l条例、風景条例により良好な環境、景観づく りを全県的に推進し

てお り、リゾー卜地 としての要件の礎を築いているところである 。

四季を問わず気軽に繰り返し訪れることので きる、質の高いリゾ

ート地の笑現をめざす。

( たなか たけはる 滋賀 県企画部地域振興室，'j[ I" J n )
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マイ力ントリー・リゾー卜事情

高知市建設部

山 上 庄 一

今、リゾートづくりの掛け声に、全国各地でリゾー卜と呼は‘ れる

ものが計画されようとしている 。その数も全国に相当数にのぼる 。

その中の一つにわが高知県の従H品する 「匡|民休111;;( 県梢怒りがある 。

しかしながら、本県においては遅きの感も無きにしもあらずである 。

企業も少なく、というより少ないがゆえの過疎県であり、公共事業

依存型の体質である 。そのことから見れは観光産業等は本県の重要

な産業に位: 置つ♂けられてもおかしくはないのであろうが、それにも

かかわらず企業誘致に躍起にな っていたようである 。 しかし、 H1二今

の国際経済情勢を見ると 、よ ほどの条件でないと来るとは恩われな

し、 。

それらのことを考えてか、県は昭和61年、 「国民休暇県 ・高知」を

宣言。政策の長期ビジ ョンの 中に 「個性ある高知」の構想を打ち出

し、その具体的施策として、余11段時間1の増大、価値観の多様化等の

社会変化を背景に、当県の持つ自然、廃史、文化等の資源を最大限

に活用し、心身のリフレ y シュの場として全固め人々に提供しつつ
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県全体のイメージア ンプ と地域の活性化を図ることを掲げ 、県全体

を11のソーンに区分し、それぞれの地域特性を生かした機能を持 た

せた配置をしたとしている 。 しかし現実には、まだまだ市民権を得

ていないようである 。マスコミには、 「国民休暇県も笛吹けど踊ら

ず」と 言われ、全体的に歩調が合 って いないようである 。

最近注目されるようにな った四万十川は、意識して保全したもの

ではなく、なにもしないでいたものが、いつの間にか一番になって

いた 。 それも周囲からの指摘により気が付いたのである 。

その四万十川をも っと売り出そうと、 一昨年トライアスロンを計

画。準備を整え、全国各地から応募があ ったにもかかわらず、高知

県警の交通上の問題で危険性があるとの反対により中止させられて

しまった 。折角地元の者が県外へ向けて国民休暇県の情報発信が出

来る こ とをやろうとした矢先のことであ った。事年察は何のためにあ

るのだろうか。何が目的で、何ヵ、手段なのかと考えてしまうのであ

る。 そのほかにも、県外大手ホテルの進出計画が上がるとホテル ・

旅館等の組織は挙 って反対運動をする 。 日頃は一致団結して観光客

誘致のために何かをやるでもない。 このようなこともあってか、瀬

戸大橋開通後のゴールデンウィークには高知駅で野宿する客も出る

始末であった 。高知県にと って瀬戸大橋の開通までに 何が出来るか

が課題であ ったであろうが、実情は前述したようなことである 。

県の構想には今一つ、コンセプトが明雄でないと言えそうである。

県外の人には 「国民旧家県構想」と勘違いされることもあるという 。

これからは企業誘致の時代は終わり、誘致をするのは人の時代で

ある 。 たとえは‘ 熊本県の鈴木健二氏を見ればわか りやすいであろう 。

一 人の天才が来ることによ って、雇用を生み出すのである 。 その経

国民休暇県構想ゾーニング

消波及効果も相当なものがあり、そのことが企業創造へとつながる

こともある 。 そのためにも、人の来る、来たくなるまちつ、くりが必

要になろうし、滞在型より定住型のリゾートを指向すべきであろう 。

それではと のようにすれば人に来てもらえるか 、正しくリゾー卜

っくりである 。構想の中でコアゾーンに位置付けられる高知市のリ

ゾート開発の要は浦戸湾であろう 。 その開発を考えると、参考とな

るのがアメリカ の リソートではないだろうか。最近流行のウォータ

ーフロ ント再開発と合わせて、まず思つのがサンフランシスコ湾で

ある 。 そこへ行くにつけ、浦戸湾が宝物に見えてくる 。 これに類似

した都市には、サ ンディ エゴ湾、ボルチモアのインナーハーパ一 、

それにボストン等があげられよう 。詳細は述べられないが 、これ ら

の都市の単なるもの真似て・はなく良い点を学び 、人の来てくれる、

来たくなる 7 イリゾートとしてのまちづくりを進めたいものである 。

( やまうえ しょういち 副知rli l:ll 設部都市盤備室都市再開発謀 )
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f宮崎太陽海岸都市J の創出

。g。リゾートとは

宮崎県企画調整部

長 山 登 志 男

さんさんとふりそそぐ太陽、どこまでも広がる海原、自にしみる

緑の広がりとその合聞の自然、と調和した住宅街。人々は、こうした

快適な環境の中で 、定住できないまでも、少しでも長〈滞在し、生

活そのものを楽しむ。 これが、リ ゾートのイメージである 。

したがって、リゾートづくりとは 、多くの人々が住んでみたくな

る快適な生活環境を有する街づくりであり、機能性重視の巨大都市

の中で、忘れきられてきた自然とのふれあい、人と人との交流とい

った人間性の原点を大切にした魅力的な街づく りである 。

。g。リゾートを 支え る社会意識の自主成

リゾー卜 づくりを成功させるためには 、これ らを支える 社会意識

の変革と制度商での補完が必要となる 。

高い塀や生垣で目隠しされた都市の住宅様式は、閉鎖的な空間を

形成し、緑を放逐している 。今、求められているのは、緑の中の広

々とした宅地構成と開放的な家づくり、それに連動した者11市機能の

充実である 。 これは、 一方では、宅地供給面積の大幅な拡大と住民

のプライパシー感覚の変革を求めるものである 。

また 、 リゾート利用の商においても、休暇制度の質的な 充実とそ

れを認める社会風潮lの自主成が必要て‘ ある 。

いうなれば、それは、日本人のライフスタイルゃな識そのものの

変革を内容とするものであり、国を挙げての取り組みが必要である 。

令 リゾー ト開発・経営の基本的な考え方

自然に満ちた快適な街づくりが進めば、自然に民間施設も整備さ

れてくる 。宮崎県では、こうした考えのもとに、新たな施設整備と

ともに、土地区画経理事業や街路事業などの導入による既存市街地

の再編も進めていくこととしている 。

なお、大都市圏からの集客に当たっては、魅力あるイベントの開

催、独自のサービスの提供、リゾートのシンボルとなる建築物の整

備などその経営戦略 を踏まえた施設慾備が必要であり、民聞の施設

鐙備計画を基本とした構想の推進をめざしている 。また、行政の関

与は、自然景観との調和等街つ‘ くりの視点からの最小限のものとし

ている 。

。g。リゾート法制定の効果

宮崎県では 、 ｕ ｩＧ￬和 ＵＸ 年のＺ＼ｉｾ熱帯性ベルト パーク笑 焔桃想を車 ＱＰ に、

民間資本の導入による国際級海洋性リゾートづくりを進めてきてい

る。

昭和62年の総合{ 栄養地域整備法の制定は、本県にと ってはまこと

にH寺機を得たものと高〈評価している 。すなわち、リゾートづくり

は、国民の社会意識の変革などもその内容として含むものであり、

国の力強いリーダーシ ップのもとに、 地方公共団体と民聞が協力し

あ って、進めていくべきものと理解しているからである 。

令官 ｾ ｉ 奇 ・ 日南 ｩｦ ｩｦＮ 岸リゾ ー ト構想の概要

国際海浜コンベンションリゾート 青島スポーツファミリーリゾートゾーン 国際級海洋性リゾートゾーン
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宮崎・日南海岸地域リソート構想は、日南海岸固定公園一帯の 3

市 5 町の区域で展開する 。

それぞれの地域特性を踏まえた異なる魅力を強力にアピールする

6 つのリゾート拠点を整備し、全体として多様な魅力、機能を誇る

宮崎太陽海岸都市を 創出してい くこと としている 。

代表的な地区とその整備の方向等は、つぎのとおりである 。

① 国際海浜 コンベンション リゾート

〔主要施設〕コンベンションホール、ウォーターパーク、 ゴルフ場、

マリーナ等

② 青 鳥 ス ポ ー ツ フ ァ ミ リーリ ゾー卜

〔主要施設〕森 と水のファミリーパーク、ショ ッピングモール

③ マリンスポーツ ・レジャーを 中心とする 国際級海洋性リゾート

〔主要施設〕天然水族館、スキューパタイピングスクール等

( ながやま としお 宮崎県企画調箆部 I} ゾ ト推進局次長 )
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六甲アイラン卜

『ウォータ- ・ワンダー・ワール卜]

神戸市開発局

浅 野 高 史

神戸市が 「魅力ある新たな海上文化都市 j をめざして埋め立て造

成中の六甲アイランドは、総而積 580 haて¥土地利用上、周辺部の

港湾関連ゾ ン等と 中央部の都市機能ソーンの二つに大きく分かれ

ている 。 この都市機能ソーンの南端23. 3haはウォーターフロントパ

ークと位置づけられ、公共で主主備する緑地公園ゾーン ( 延長 750 m 

の水際線をもっ海辺のプ ロムナード 。 9.8 ha) と、民間活力を導入

し事業コ ンペ方式により整備するレジャーゾーン( l 3.5ha) とから

なっている 。

このレジ ャーゾーンを 対象として昨年 5 月に事業コンぺを実施し、

同 9 月に西武百貨庖関西が事業主体となることが決定した 。西武百

貨応関西の計画は「ウォーター ・ワンター ・ワールド ( 仮 称 ) J と呼

ばれ 、ゾーン内に総延長 2 kmに及ぶキ ャ ナ ル ( 水路 ) をめぐらし、

遊覧船を運航させ、水とた っぷ り楽しみながら、日常性から脱出し

て人間らしさを取り戻す1庖設展開をうた っている 。

同計画の特徴は、まず第一に、ゾーンへの入場が無料で誰でも自

由に出入りできる開放型で、隣接の緑地公園と合わせウォーターフ

ロントパークの一体性が確保されることカ、あげられ る。 また、単な

る遊具主体のレジャー施設とは異なり、 「宿泊」、「体験」といった新

しいコンセプ卜に基づく斬新なアイデアが盛り込まれた 「滞在型」、

「複合型」のアミューズメント施設であることも特徴である 。 さら

に、西武セゾングループが所有する帆船を回航して係留するなと水

際線の利用も提案し、また 、キ ャナルでのカヌー& 水上 自転車大会

や帆船まつりなどイベント計画も多機である 。

主な施設を紹介すると、つぎのとおりである 。

①キャナル ・1隔 8 m、深さ 1 m、長さ約 2 kmの格子状水路。船を

浮かべ 、交通路兼イベント 空間として利用する 。 また、キャナルに
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面して広場やレストランを設け、水辺を生かした環境づくりを行う 。

②ゲー トハウス : ゾーン入口部に位置する 12階建ての階段状建築

物。 レジ ャーゾーンのランドマーク 。たて 28m、よこ 43 rn の中空部

分をもち、海への視界を確保。 150 室のホテル、シ ョッピング 、コ

ンベンンヨン 、レストラン等の機能をもっ複合施設。

③ オーシ ャン デ ッキ : 幅12 - 15 m、長さ約 200 rn ( うち僑は 50m)。

ゲートハウスをくくり抜け、海へまっすぐにつながる空 中歩廊 。

④ア ミューズメントノ f ーク : 敷地面積25 ，000rn'。アクアシアター

( 海底探検シミュレ ター ) 、ライブシアタ一、ミニチ ュアランド 、

ハイポニカランド ( 水耕栽培) 、マニフ ァク チャー ・ヴィレ ッジ等の

「参加 J I体験 J I学習 j 型の レジャー施設。

⑤ ウォーターパーク : 敷地面積24 ，000m'。急流下りの楽しめるカ

ラスのピラミ ッ ド、サーフィンのできる造 j皮プール、 トムソーヤの

冒険をイメージしたアドベンチ ャープールなど、リゾー卜性とアド

ベンチ ャー性を 兼ね備えたウォーターレジ ャー施設。

⑥ カーサウA イレッジ ・敷地面積33 ，OOOm'  0 テニスコートのある家、

プールのあ る家等約60煉の住宅。 ビバリーヒルズ風、ペニス風等の

住宅 ・街並みを演 出。新しい 「すまい」のあ り方を「宿泊」 、「体験」

によ って提案一一家族 、 クループ等で利用 。 レジャーゾーンの ?;i! 1在

拠点。

なお 、レジャーゾーンの総事業費は 480 億円、年間集客数は 450

万人が見込まれ 、1991年 5 月の開業が予定されている 。

( あさの たかし 神 戸市開発問民 I:l Jii"!"j ;J 推進室)
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総 合 保 養 地 域 整 備 法
昭和六十二年法律第七十一号

( 目的)

第一条 この法律は、良好な自然条件を有する土地を

含む相当規伎の地域である等の要件を備 えた地域につ

いて、匡l民が余暇等を利用して滞在しつつ行うスポー

ツ、レクリエーション、教養文化活動、休養、集会等

の 多微な活動に資するための総合的な機能の務備を民

間事業者の能力の活用に重点を置きつつ促進する措置

を講ずることにより、ゆとりのある国民生活のための

利便のl ¥' J i ! 主並びに当該地域及びその周辺の地 域の振興

を図り、も って 国民の福祉の向上並びに国土及び国民

経済の均衡ある発展に寄与することを目的とする 。

( 定義 )

第二条 この法律において 「特定施設」とは、次に掲げ

る施設 ( 政令で定める公共施設であるものを除 ( ，) で

あって前条に規定する活動のために必繋なものをいう 。

ー スポーツ又はレクリエーション施設

一 教義文化施設

一 休養施設

四 集 会 施設

五 宿 泊 施 設

六 交通施設 ( 車問、船舶、航空機等の移動施設を含

む。第五条第二項第四号において同じ 。)

七 販 売 施 設

八 熱供給施設、食品供給施設、汚水共同処理地殻そ

の他の滞在者の利便のI曽進に資する施設

2  この法律において「特定民間施設」とは 、特定施設

であ って民間事業者が設置及び運営をするものをいう 。

( 地域)

第三条 この法律による第一条に鋭定する務制ii を促進

するための措置は、次の各号に掲げる要件に該当する

地域に ついて鱗じられるものとする 。

一 良好な自然条件を有する土地を含み、かつ、特定

施設の総合的な整備を行うことができる相当規模の

地域であること 。

二 自然的経済的社会的条件からみて 一体として第一

条に規定する艶備を図ることが相当と認められる地

域であること 。

三 特定施設の周に供する土地の確保が谷易 であるこ

と。

悶 産業及び人口の集積の程度が著しく高い地減であ

って政令で定めるもの以外の地域であること 。

五 特定民間方面設の整備の状況及び見込み並びに国民

の利用上必要な立地条件か らみて相当綾皮の特定民

間i施設の盤備が確実と見込まれる地域であること 。

( 基本方針 )

第四条 国土庁長官、農林水産大臣、通商産業大臣、

運輸大臣、建設大臣及び自治大臣 ( 以下 「主務大臣」

という 。) は、前条各号に掲げる要件に該当する地域に

ついての第一条に規定する整備に関する基本方針 ( 以

下 「基本方針」という 。) を定めなければならない。

2  基本方針においては、次の各号に掲げる事項につ

き、次条第一項の基本構想、の指針となる べきものを定

めるものとする 。

一 第一条に規定する笠備に関する基本的な事項

二 第一条に規定する整備を行おうとする地域 {以下

「特定地域J という 。) の設定に関する事項

三 特 定地域のうち、特定施設の強制ii を特に促進する

ことが適当と認められる地区 ( 以下 「重 点童話備地区」

という 。) の設定に関する事項

四 特定施設の設置及ひH 特定民IUJ 施設の運営に l刻する

事項

五 公共施設( 特定施設であるものを除く 。以下同 じ。)

の盤側1の方針に| 射する ZIH買

六 第一条に規定する務備の一環として推進すべき illi

業の振興に| 刻する事項

七 自然環境の保全との調和、農林漁業の健全な発展

との調和、居住機能との淵和、観光業の健全な発展、

地価iの安定その他第一条に規定する整備に際し配慮

すべき重聖書事項

3  主務大臣は、基本方針を作成するに当た っては、

あらかじめ、第一条に規定する整備に関し、スポー ツ及

び文化の振興並びに社会教育に係る学習活動の推進を

図る見地からの文部大臣の意見を聴かなければならない。

4  主務大臣は、基本方針を定めようとするときは、

環境庁長官その他関係行政後関の長に協議しなければ

ならない。

5  主務大臣は、基本方針に定めたときは、遅滞な〈、

これを公表しなければならない。

6  主務大臣は、情勢の推移により必要が生じたとき

は、基本方針を変更するものとする 。

7  第三項から第五項までの規定は、前条の規定によ

る基本方針の変更について準用する 。

( 基本機恕の承認)

第五条 都道府県は、基本方針に基づき、当該都道府

県内の地域であ って第三条各号に掲げる要件に該当す

ると認められるものについて、第一条に規定する整備

に関する基本総: ¥1 .{ ( 以下 「基本構想、」という 。) を作成

し、主務大臣の象認を申務することができる 。

2  基本栴危! においては、次の各号に掲げる事項につ

いて定めるものとする 。

一 特 定地域の区域

二 第一条に :規定する強制jj の方針に関する事項

三 重点整備地区の区域及び当該区域ごとの繁備の方

針に関する事項

四 重点整備地区において整備されるべき特定民間1施

設 ( 重点聖在留ilt也区間を述絡する特定民間i施設である

交通施設を含む 。Ｉ の枝 ｾ￭ 、位置、規桜、機能 及び運

営に関する基本的なZI"項並びに特定民間1施設以外の

特定施設 (重点強倫地区間を連絡する特定施設であ

る交通施設を含む。) の設置に関する基本的なZI" Jj'(

五 公共施設の政情i J の方針に関する事項

六 第一条に規定する箆備の一環として推進すべき産

業の振興に関する事項

七 特定施設及び公共施設の重量備に必要な土地の確保

に関連して実施される農用地の整備に関する事項

八 自然環境の保全との調和、農林漁業の健全な発展

との調和、居住機能との調和、 観 光業の健全な発展、

地価の安定その他第一条に規定する主主備に際し配慮

すべき事項

3  都道府県は、基本構想を作成しようとするときは、

関係市町村に協議しなければならな却。

4  主務大臣は、基本構恕が次の各号に該当するもの

であると認めるときは、その承認をするも のとす る。

ー その基本構想に係る地域が第三条各号に掲げる要

f'l ニに該当し、かつ、基本方針に適合するものであること 。

二 第二項第二号から 第八号までに掲げる事項に あっ

ては、基本方針に迎合するものであること 。

三 その基本構惣に係る第一条に規定する務{ 桁が当該

特定地域及びその周辺の地域に対して適切な経済効

果を及ぼすものであること 。

四 その他基本方針に ｉｾＡ らして趨切なものであること 。

5  主務大臣は 、基本防恕につき前項の規定による承

認をしようとするときは、環境庁長官その他関係行政

機関の長に協殺しなければな らない。

6  都道府県は、基本構想が第四項の規定による承認

を受けたときは、遅滞なく、これを公表しなければな

らな い。

( 基本f1l i : tP-の変更)

第六条 都道府県は、前条第四項の規定による承認を

受けた基本構想を変更 しようとするときは 、主務大臣

のjft. 認を受けなければならない。

2  前条第三項から第六項までの規定は、前項の場合

について準用する 。

( 基本構想の実施等)

第七条 都道府県は、関係民間事業者の能力を活用し

つつ、第一条に規定する準備を第五条第四項の規定に

よる承認を受けた基本総恕 ( 前条第一項の規定による

変更の承認があったときは、 その変更後のもの。以下

「承認基本構想」占いう 。) に基づいて計画的に行うよ

う努めなければならない。

2  文部大臣は、承認基本総恕の円滑な実施の促進の

ため、関係地方公共団体に対し、スポーツ若しくは文

化の振興又は社会教育に係る学習活動の推進を図る見

地から必要な助言、指導その他の媛DJJ を行うよう努め

なければならない。

3  前項に定めるもののほか、主務大臣 、関係行政機

関の長 、関係地方公共団体及び関係事業者は、承認基

本総ｾｾの円滑な実施が促進されるよう、相互に連携を

図りながら協力しなければならない。

( 課税の特例 )

第八条 ゑ認基本構想に従 って重点盤備地区内で特定

民| 制施設の設置を行う者が設世をした当該施設につい

ては、租税特別措置法(昭和三十二年法律第二十六号 )

で定めるところにより、特別償却 をすることができる 。

(J 也方税の不足] 一課税に{ 半う措置 )

第九条 (略 }

( 資金の確保)

第十条 (略)

( 公共施設の整備 )

第十一条 国及び地方公共団体は、象認基本総: tt! を達

成するために必姿な公共施設の盤備の促進に努めなけ

ればならない。

( 国等の援助 )

第十三条 国及び地方公共団体は、承認基本構想の達

成に資するため、承認基本精想に基づき特定民間施設

の設置及び運営を行う者に対し必要な助 言、指導そ の

他の援助 を行うよう努めなければならない。

( J 也方公共団体による助成等)

第十三条 ( 略)

(農地法等による処分についての配慮 )

第十四条 国の行政機関の長又は都道府県知事は 、重

点強制ii 地区内の土地をゑ認基本構想に定める特定民間

施設の用に供するため、燥地法 ( 昭和二十七年法律第

二百二十九号) その他の法f 4 t の規定による許可その他

の処分を求められたときは、当該重点整備地区におけ

る当該施設の設置の促進が図られるよう適切な配慮を

するものとする 。

( 国有林野の活用等)

第十五条 国は 、承認基本構想、の実施を促進するため、

国有林野の活用について適切な配慮、をするものとする 。

2  港湾管理者 ( 港湾法 ( 昭和二十五年法律第二百十

八号 ) 第五卜六条第一項に規定する都道府県知事を含

む。) は、重点技術地区に係る港湾において承認基本総

恕に定める特定施設の設置の促進が図られるよう当該

港湾に係る水域の利用 について適切な配慮をするもの

とする 。

建 築 と社会/ 1989年 2 月号 111 



E 霊週

木下正利氏逝く

白 井 周 二

木下正手1) 氏略歴

大正 4 年 l 月 l 日生

1I!J，-f1J 14i l'  

東京帝同大学工学部主II 築学科卒

昭和 14年

( 附消水制l ( 現 ・日f水建設) 入社

昭和56年

同社代表取締役冨1) 社長大阪駐在

昭和52年 4 月- 58年 9 月

( 初日本建築協会理事

畏友木下正利氏が H乍年 12月 2 日朝、入院先の神

戸の市民病院で脳梗塞のため急逝してしまった 。

享年73歳、私よりは 10歳も若〈、もう先の見えて

きた私としては、万一の場合何かにつけ後々の こ

とはよ ろしくと 、Ｇ［ｾＭ々申していたところであ っ た

のが、このような司Z態になってしまい悔まれてな

らない 。

彼の育 った家庭環境はたいへんいい家庭だった

らしく、 1庄のご兄弟方は皆さんそれぞれ大会社、

官庁などの主要ポストに絡をお いていられたらし

く、i皮もまた熊本の名門 中学済々 繁から旧制l第五

高等学校を経て京大建築科へと申し分のないエリ

ートコ ース 、そ して昭和 14年 3 月同校卒業と同時

に現有のげi 水建設へと入 ってきたのだった 。

そしてもうその頃は中国との戦争が段々と激し

くな ってきており、そんな時機に入ってきた彼は

厳しい戦中、さらに戦後の復興時代を本社から-

H寺北|屋、九州支庖などを経て、大阪へ赴任してき

たのが1I ! : l 和36年春だ った。 その時たまたまその大

阪で支庖長だ った訟は、ここではじめて彼に逢い、

以来今日までほとんど縦れることのない擦がりが、

この11寺に始ま ったのだ った。

それからしばらく大阪にあ って支庖次長などを

していた彼は、選ばれて北陸支庖長とな って金沢

へ転 出 したのであったが 、ここ へ行って北陸特有

の集会L とiJII il' il の気候は彼に恕 t'I な日品; 怠をもたらし

てしまい、そのため 彼 は急ｾ華再ひＢ大阪へ復帰、 し

ばらくして大阪支庖長となり、後日 、駐ギ「副社長

の要職 に就くのであるが、この金沢で始ま った惑

疾は終生彼につきまとい、このたびの死因となっ

た脳便器もその似jまには これの l刻係が否定できな

し、ょうだ。

このような厄介な病魔に| 尚まされながら彼は、

故設楽貞三さんを悼む

東 畑 謙 三

蔑んで設幾1 ' -1三さんのご逝去をお悼み致します。

設楽さんと同 ｊｾ ｬ の唯 一 在 世 の方である矢崎正 ｦｴ 儀氏

の話をそのまま記載すると 、

-ー ー大正 9 年 9 月に開設早々の京大建築学科に入

学したのは 13人て¥同級会の名前 を十三灯房と名

付けた 。本願寺附近に居た松井清之助君がつけた

ものである 。大正 12年 ( 1923) 3 月無事卒業出来

たのは半分の 6 名、設楽君は I也兄三日誌 の出身なの

で、皆の世 話をみてゐた 。彼は開放的な性絡て¥

加茂川の四条大儒の術l干越に放尿してJ l Iが増水し

たと 言って皆を笑 わせた 。 又公園の池の鯉が列を

なして泳いでゐるのを見て、見ろあの鯉i童の様に

立派に統制のとれた行動をすべきだとなかなか哲

学的な観察力のあった人だった 。不思議な事にこ

の 6 人は卒業後大倉三郎、坂本竜夫の両君を除い

て藤島哲三郎氏を始め 4 人揃って旧満州に泳ぎ出

した 。村田治郎君が先達て' 南揃工専の教授に進出

した事もあって 、次から次へと大陸へ。設楽君も

旧新京市に設幾建築事務所を ｉｾ 日き、自ら経営に 当

ってゐ た。 池の皇里の話の人生哲学予言通りに合致

したものかも知れなし、。ー

つぎに 、旧 満 州 時代よりいつも設ｾさんと行を

共にされた船僑亨氏の話をそのまま記』賊すると、

ーー・昭和 7 年 ( 1932) 大速の穏晶公司が建築部を

開設するに当り、請われて同社の建築部長として

活縦された 。当時は戦雲急なため内地は不況のど

ん底、満州は新興国家として多くの建築工事があ

った。 その活路は主として大述、奉天、ハルピン、

長老手で、文字通り東奔西走が毎日つづいた 。そし

て終戦となったが、日 本人が一様に味 った敗戦の

みぢめさは前の活路振りに反比例 してゐた 。先夫

人を亡くされたのもこ のH寺である 。昭和21年 8 月

離洲、日本に引揚げられ、当時の兵I削除住宅建設

(株 ) へ専務取締役、又昭和29年 3 月( 1954 ) 阪神

土木(株 ) へと就職され、昭和136年 ( 1961) 設楽建

築事務所を開設、同39年名僧変更、洋建築事務所

となり、主として神戸を中心に活躍された 。...

他会ネットワーク

日月 i t;31
i
)" 1  H  6 日 九ｾ Ｇ［Ｂ ｪ 山 ｾｾｉｾ まれ

I昭和63i l三12)) 17 ｕ 逝ｾ ' t 年 90歳

この間日本建築協会では評議員 3Wl 6 年、理事

1  J閉2 年をつとめ、長期にわたり兵庫副支部長と

なり、 H自利43年 ( 1968) 名誉正会只に推騰された 。

また引き妨げ後幸運にめぐまれ、良き奥様と結婚、

一男点結J君を得られ、神戸住吉で幸福な生活をお

くられた 。 しかし好 ｾ ｊｾ 成多 しで、 Ｘ 年前病にたお

れ神戸 中央市民病院で療養、 長い長い 闘病生活を

おくられたが、この間奥様並びに貞樹君のご苦労

振りは大変だった 。故人がいつも気にしていた貞

樹君は結婚され近〈出産とか。神戸大学卒業後ず

っと安井建築設計事務所で活縦、これを元気な時

の設楽さんにみせたか った。

設楽 l'-i 三さんは来却IJ にと って 4 年上の大先班、

いつもご指導をあおいでいたが、職場を終にして

いた関係で上記両氏に語 って もら ったが、一つだ

け業界に ￭ｾｩ え銭したいことがある 。 設 Ｔ Ｑ ささんの卒

業された大正 12年、大阪には有名な設栄建築事務

所と宗建築事務所とがあ った。 l'i 三さんはこの設

集家へ養子として入られたのである 。当H寺大阪中

之島の現在のフェスティパルホールの束、今の三

井物産ビルの所に江階i ビルが建築された 。幸 いに

戦災をまぬかれ戦後長〈残 っていたのが、日本銀

行大阪支 J古とこのビルであ った。関口古11にサラセ

ン脱線のテラカ ンタで古賀ぶちをと った R . C . 8 Il皆

建の大建築である 。 !'i 三 さんは卒業後尊父のとこ

ろでこの託宣言1-' こ参与されたのではなかろうか 。当

時同 Jti lの大倉三日11さんは宗建築事務所へ就職され、

その初めての作品が北浜の旧日本主主築協 会の，怨物

( 元は 11占|入者11市住宅) である。また大林組lの土佐

府iJ11にI而した旧同社本社ビルは同WI (専 科) の平

松さんの作品である 。設袋、大合、平松の三 人は

いずれも大正中 WJ 開設早々の京都大学建築学科で

武日|五一先生に学んだ人々で、先生のすきなスペ

イン剥がこの若 い人々の処女作に出ているのがね

にと って興味あることである 。( ｾＨ畑 ｩｬｬ 築 事務 所会長Ｉ

近 畿事 連協、高齢化 対 応 の 研 究 成果を まとめる

大阪にあ っても金沢にあ ってもよく業界発展のた 近畿地方公共住宅建設事業者等: i ! 凶器協議会は、 ュームと 、記念事業として 「現代建築家による住

め武献するところ多〈 、昭和55年には建設大臣表 近畿各府県の公共住宅建設事業に燐わる 20事業主 宅セミナーj を 9 月から 12月のr : nに連続セミナー

彩、 62年春の叙勲では動三等瑞宝章下J!易の栄にも 体によ り、 昭和154年 11 月に設立された 。 として 4 回開催 し、その講M録をとりまとめた 。

浴したのである 。 現在、本格的な高齢化への対応が大きな諜題 と なお ｉ ｪｲｾ 荷台者住宅対策の事例 Ｈ その Ｑ ＩＨ その Ｒ )  J  

このような頑張り屋で、また肥後っポらしく正 なっており、とりわけ高齢者が安心しで快適かっ 「高齢者住宅計聞の新しい展開を探る J I現代建

義感の強し、人だ った彼は、一 1(0、趣味の人でもあ 充実した老後生活が営めるよう 、最も基礎的な生 築家による ti て宅セミナー」の 4 昔11作は、下記のと

って 、ゴルフ、聞 ｊｾ は私 のよきパートナーであり 、 活基盤である住宅 ・住環境の繁備にむけて早急に おりセ ッ トで笑1Hii 布している 。

消1ft; などでl J ! tにめればお国W; I酒は呑め呑めー」な 対策を講じていくことが、強〈求められている 。 . 1坂5引IHi 絡 郵送 3.000問、直接購入 2，700円

どさまざまな向世'の喉も 聞かせて くれるのだっ た。 こ うした状況を踏まえて、昭和60年皮に「高紛 ・郵送の場合のr J l 込先/ 大阪府池築古11住宅律設課

今ここに永の お別れに当たり、私としては永年 化社会と公的住宅のあり方」研究会を 設け 、各事 内 (太阪 di 中央 I><:A T.Jj ;j2 1  22 06 941 即日l) 近畿公共住宅

にわたる彼の好意に深〈感謝するとともに、こ こ 業主体における「高齢者住宅対策の ｴ ｊｾｗｉ ｊＨその Ｒ )  J  建設 Ｇ ｊ ｾ 業者等ｩＡ￟給協議会事務局

に彼のひたすら安らかなご冥絹を祈りたいと思う 。 をとりまとめた 。「国際居住年j の昭和62年には、 ・直接購入の場合の IJ i 込先/ 上記と日本建築協会

( 冗 . d，¥水ill 設株式会社副社長 ) I高齢者住宅計画の新し い展開を採る 」シン ポジ (大阪市北区梅HI ト ト3-21∞06-348-0635)
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米国の構造設計

いる 。

精造設計手法

のが多くあるが、とくに日本でも 同様に注目され

ている超高強度コンクリートとメガストラクチュ

アについてふれてみ たい。

あるプ ロジェクトがAr c hitect から提示された (趨 )iti 強度コンクリート

際、その建築物にどのような構造ンステムを採用 米国でのコンクリー 卜強度の最高記録は、飛躍

するかという問題は、世の東西を ｉ ｾ ｬ｝ わず最も基本 的に上昇して い る。 F c =8000ps i - 10000psi ( 約

的でかつ重要な 問題であるが、この時点で、A r - 56 0 - 700 kg /  c m' ) 程度の コンク リートは 、かな り

ch  itect に明解かつ気に入られる( デザインを拘束 笑績を積 んでいるが、一昨年 シアトルでー F c =19000

しない) 解答を用意することが肝要である 。 そし ps i  (約 1330kg/ crn' )の コンク リー ト強度が達成さ

一 ニ ュ ー ヨ ー ク て 、 の 設 計 体 験 よ り ー て多くの場合、その決定はパートナーレベルの れた 。 このコンクリ ー は 構 造 強 度 上 は 14000ps i

Engi nee r とAr c hitect の話し合いでなされる 。ー で十分であるが、変形を抑えるためヤング係数が

方 、いわゆるメガストラクチュアをその建築物の 決定され、それを満足するため 19000ps iのコンク

中村 俊治 Identity として表現したい場合には、 Ar c hi tect リートが生ま れたのであ る。 このよ うな( 超 )高強

からの提案もありえる 。 度コンクリートが実際に使用できるのは米国では、

一般によく利用される構造システムを列挙する 試験等で実証されれば、設計者の責任で比較的側

と、床構造システムとして、合成床 ・合成梁、フ 単に使用できるという背景があるからである 。余

筆者は、社内留学制度により昨年 4 月まで 2 年

間、 Ne w Yor k 市にある Sever ud - Sz egez dy 

Consulting  Engi neer s という精進設計事務所に

おいて設計笑務を経験するという機会を得た 。

Sever ud社は J ef f erson Memor ial  Ar c h， Se-

agram Buil ding， Madi son  Squa re  Gar den 等

を手がけた名 門構造事務所であり 、側大林組との

関係も深い。

きて、摩天楼や最近のさまざまな形態の建築物

を生み出し、われわれにもなじみが深そうに忠わ

れる米国の構造設計も、実際には日本では知りが

たい部分も多いため、本稿では米国、とくに New

Y or k を中心とした東海岸での構造設計( 者 )につい

て簡単に紹介してみたい 。

構造設計者( 事務所)

一般に構造設計者 ( St ruct ural Eng ineer ) は、

設備設計者と問機Ar c hitect の下で構造設計 u比

造計画から施工検査まで) を行う一種の下i fi けで

ある 。C l i ent である Archi t ect は必然的に絶大な

発言権を持ち、 一方、構造設計者は、同業者聞の

ラ γ トスラプ ・フラ ッ トプレート、ポイドスラブ、

ワッフルスラプ ( 2 方向 ジョイストスラプ) 等が

あり、架橋システムとしては、モーメントフレー

ム、プレース、シャウオール、またはこれらを組

み合わせたもの等がある 。 これらのシステムの説

明は、文献 1) に詳しいので参照されたい。

建築基準法と設計規準

米国では、その国土の広大さゆえ、気候、地援、

危険度等自然条件が地域によ って大きく異なる上

に、外|の独立性が非常に高いため、多くの1+1で独

自の州建築基準法 ( St at e Bui ldi ng  Code ) が定

められている 。 また、 Ne w Yor k 市のような大都

市では、 Ci t y Code が定められている 。

一方、民間からもいくつかの規準が作成されて

いる 。 日本でも有名な U.B.C. (Un  ifor m Buil d  ing 

Code ) や東海岸でよく用いられる B OC A ( Basi c 

a  t i ona 1  Code ) 等である 。 また、設計規準とし

て、鉄骨構造であれば AI S C の " Manual of  St ee l  

Cons  truc  tion" 、コンクリート 構造でレあれば A CI

318 、、 Bui ldi ng Code Requi rement  for  Re inf o-

r ced Concr et e" が全米で用いられている 。設計

荷量専門のANS I 、、Mini mum Desi gn Load" など

もある 。

競争が厳しく受注獲得が最重要で与あるので、 Ar - れ っきとした法律である州基準に 比 して、民間

chi tect に対して年々その立場は弱くな ってきて の諸規準それ自体には法的拘束力がない点など 、

いるらしい。 その関係は日本の建築基準法と建築学会の諸規準

構造設計料は、 Archi t ect との契約によるが、 との関係に似ている 。

一般につぎのいずれかの方法によ って決定される 。

V  A S DとL R F D、荷重と強度

(1)  総工事費に対するある割合 ( たとえば総工i ' (

の 0 .8 %等 )

(2) Archi t ect が得る全設計料 ( 総工事費 の 4 %

- 6 % が多い ) に対する 一定の割合 ( たとえば15

%等)

(3) 面桜当たりの単価 ( たとえば40世/ ft
2

など )

大学での教育のシステムは日本と大きく異なり、

構造設計者は、大学て"C ivi l Engi neer i ng の学科

で教育を受け、 St ruct ura l Engi neer i ng を専攻

した者が多〈、建築用語も十分知らずに実務につ

く。一方A rchitect はAr c hi t ect ure の学科で教育

を受けるため、構造力学の素養はほとんどない。

ちなみに、 Ar c hi tect は Regi st ered Archi t ect 、

構造設計者は、 Pr of fesi onal Engi neer とい う免

許制度があり、名笑ともに完全に職能が分離して

世界的な流れとして 、構造物の設計は、許容応

力度設計 ( A S D) より終局強度設計 ( U S D) の

考え方に移 ってきている 。一方、荷重や抵抗 ( 強

度 ) の不確かさによる安全率のバラツキを減らす

ために荷重抵抗係数法 ( L R  F  0 ) がある 。この

L R F Dは最近、鋼構造の設計に取り入れられ、

1986年に A 1  S  C より、Aanual of  St eel  Con-

st ruct i on"  L  R  F  0 版が発刊された 。 A C  1 では

同様の考え方を 1971年に取り入れ終局強度設計を

行 っているが、最近の研究結果を考慮し 、荷量係

数が修正される予定である 。

: e : 近の話題

構造設計に関する最近の話題には、興味深いも

談であるが、この 19000ps iのコンク リートのf共試

体は通常のサイズ ( 30cmX  15cm) では 、圧填させ

ることができず、 2OcmX 10cmのシリングーが用い

られたそうである 。

メガストラクチュア

さまざまな名称、がつけられたメガストラクチュ

アが考案されており、一種のブームである 。 巨視

的なものの見方が得意の米国のエンジニアにこの

メガストラクチュアは適していると筆者は考える

が、最近考案されている多くのものは基本的に同

じ考え方よりな っている ーす なわち、建物の 外周

部に巨大な柱を築き、 何層もつきぬけるトラス等

を用い、各階の鉛直荷重をその柱に集めることに

よって水平荷重時に生じる 外柱の号| 張力をキャ ン

セルするシステムである 。

新しい名称のシステムが発表されるたびに、最

も経済的なシステムであり 、いわゆる「高さのプ

レミア 」の限界であると主張しているのは興味深

いが、構造物としての不静定次数の低さや、僅厚

ロール鉄骨 ( J umbo Sect ion ) 、通しの複雑な仕ロ

での溶接等、気になる音11分もある 。

地震力の大きい日本では、鉛直荷重でf也猿H寺引

抜カをキャンセルできるとは考えられないが、地

盤へのアンカ一等を用いることにより実現可能で

あり 、近々このメガストラクチュアブームが訪れ

ると筆者は確信している 。

あとカずき

米国の構造設計全般について紹介したが、最後

にこの経験を 通 じての感恕を述べてみたい 。

Ar c hitect の厳しい要求と斬新なデザインに対

して 、生き残りをかけて懸命に問題を克服してい

こうとする米国の構造設計者の姿を見るにつけ、

自分は、精進設計者として日本独特の厳しい耐渓

規定 ( 実際、日本の設計用地震荷量は、東海岸の

風荷重に比べると破壊的な大きさであるが) を盾

に、アーキテクトの挑戦に背を向けていたのでは

ないかと反省させられた。今後、日本の建築デザ

イン界も米国の影響をさらに敏感に受けていくよ

うになるであろうが、表面的 、技術的な点だけで

なく、学ぶべ きところは学びたいものである 。

文 献

1)  ウ方J レフガング・シエラー著「高層建築の情造」鹿島出版会

( なかむ ら としはる 株式会社大林組本底主主築設計m6部)
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氷蓄熱システムとその採用

行藤三男/ 栗山知広

氷蓄熱システムとは、文字通り氷の形で熱を蓄

え、それを冷房に利用するシステムである。氷を

利用する技術は 古くからあったが、最近注目され

始め、空調分野に利用する技術開発が進められ、

採用例も多くな ってきている 。 この引き金はエネ

ルギー供給事情てe あり、電力各社による夜間蓄熱

調繋契約による夜間電力料金の号| き下げて、あろう 。

わが固めエネルギー消費量は、昭和48年のオイ

ルショ ックを契機に二桁台で伸びてきたも のがそ

れ以降ー桁台に鈍化したものの、着実に増加して

いる 。これに対し、エネルギ - i .原の多様化が図ら

れた結来、石油の占有率は 7 0 %台から現在では 50

% 台に下がっている 。 これを裂がえせば、石油に

代わる新エネルギー・原子力エネルギーがこれに

とってかわり、昭和 60年度では約 10% が原子力エ

ネルギーとな っている 。一方、世界のエネルギー

の消費量をみると、全地球の消費量のうち、先進

7 か固とソ連で全体の 6 割を消費し、一人当たり

では、後進国の 7 - 8 倍 ( 6  - 7  t 石炭/ 人) を

消費している現状である 。 また地球の温暖化現象、

Ox ， SOx等の環境問題を考えた場合、太陽エネ

ルギーあるいは原子力エネルギーの利用拡大が、

先進国に謀せられた使命ではないかと思われる 。

関西電力では、この視点から原子力発電設備の

比率を 2030年には 40% 台にまで上げるべき方向に

進んでおり、そのために、昼夜間の電力消費量の

絡差の拡大化傾向に少しでも歯止めをかけ、負荷

平準化を指向して夜間帯熱調整契約制度を導入し

匡画] 直E

建物

空調時間

た。この制度は、需要家にとっても盆聞に使う熱

を夜間に作り蓄えておくシステムを採用すれば、

電力量料金が大幅に安くなり、メリ ッ トは大きい 。

6. 000 V 供給業務用電力単価( 関西電力)

種 )j IJ  単 価

夜間料金

Ｈ 釦 ｊｾｊ 後 Ｉ

基 本 一 般 料 金 1k W 1，660円00銭

料 金 特 別 料 金 1k W 1，826 .00 

一般 夏 季 1kWh 15 .57 

電力量 料金 その他季 1kWh 14 .15 

料 金 特別 夏 季 1kWh

5. 52 

17  .13 

料金 その他季 1kWh 15 .57 

蓄熱システムそのものは、従来から水蓄熱とい

う形で確立されており、採用例も多い 。 とくに特

定用途の建物 ( たとえば電算センター ) への採用

例が多い。蓄熱システムが、熱i原容量の低減( そ

れに伴う受変電設備費、電力基本料金の低減) 、

熱源の高効率運転、運転の融通性等メリ ッ トが多

い反面、従来のオープン( 水配管回路) 水警熱の

場合、蓄熱槽の容量が大きくスペースおよび構築

資が比較的大きく、蓄熱槽からの熱損失、ポンプ

動力の増大、配管の腐食等の欠点があ ったためで

ある 。 しかしその後、熱交換器の急速な発展によ

り、クローズ式蓄熱システムが取り入れられ、従

来の欠点が大幅に改善されているのが現状である 。

近年急速に普及しつつある氷諮熱システムは、

水蓄熱の長所を伸ばし、欠点を解消できるシステ

ムである 。 とくに蓄熱槽のコンパクト化という課

題に応えられるもので、槽容量は水叢熱に比べて

1 / 5 - 1 / 10になる( 氷の融解熱利用 ) ため、氷

蓄熱ンステム採用の大きな促進要因とな っている 。

ただし、氷蓄熱の場合、熱線、機若草の成績係数の低

下、氷蓄熱槽の費用増という課題も残されている 。

氷蓄熱システムの熱源の運転方法として、昼間

に消費する熱をできるだけ夜間につくる、すなわ

ち夜間移行率を高めていくほど、電力料金の低減

がはかれる ( 蓄熱槽がコンパクトであるため、こ

ういう運転方法でもスペース上制約にならない j

が 、一方、熱材、容量の低減効果は少なくなる 。

氷蓄熱システムの分類

氷の形態として、ダイナミ ック型 ( 動的製氷 )

. 東側 尽巳 トポy プラ ラ 付砂. ，

図ー 1 夜間電力利用によるピークシフト 図- 3 奈良営業所建物断面図

区亙豆三日 医ヨ!J lli 豆亙E 直室主豆ヨ

冷房時

水蓄角帽

暖房時

ホ喜多'M普

図- 2 氷蓄熱システムの組み合わせ 図- 4 奈良営業所熱源システム
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とスタティ ｹ クｾ Ｈ 静的製氷Ｉに分けられる。そ

の名の通り、氷を動かすか動かさないかの分類で

ある 。蓄熱槽としては、基礎梁二重スラプ等の躯

体を利用してその中に製氷コイルを設ける現場施

工形と、 F R P製等の氷蓄熱槽とする工場製作形

に分けられる 。製氷方法は、電力会社、メーカ一、

ゼネコンが種々開発しており、 10種以上のものが

ある 。氷をつくる熱媒として、冷凍機の冷媒て' 直

接冷やす直膨方式と、不凍液を介して冷やすプラ

イン方式がある 。

氷蓄熱システムの採用事例

現在建設中の関西電力奈良営業所の事例を紹介

する 。工場製作形のスタティック型の氷蓄熱シス

テムを採用し、空気熱源ヒートポンプ、氷欝熱箱、

空調機を組み合わせ、氷蓄熱システムの長所を最

大限利用している 。 この建物は、基礎梁二重スラ

ブがないので、床下蓄熱槽とするには躯体質地と

なるため、床上ユニ y 卜形を選択している。また、

帯熱システムの欠点である配管のオープン回路( ポ

ンプ動力増、配管の腐食につながる) を避けてク

ローズ回路とするため、上層階に氷蓄熱槽も設置

している 。 4 階に設けた理由は、直射光を遮るこ

とと、見学者を案内しやすいことによる 。

関西電力営業所でも O A機総の将来増を見越し

て熱滅容量を決定している 。 したがって、将来、

熱源、は畳夜とも 10時間運転となるが、竣工当初は

O A機器が少ないため、盆聞の運転は短〈、夜間l

移行率は高くなる 。氷蓄熱ヒートポンプ方式を採

用すると、熱源容量は l暖房負荷で決まることが多

いので注意を婆するが、その場合、冷房負荷の将

来増に対応しやすいことにもなる 。暖房時には氷

蓄熱槽を混水蓄熱槽として数時間の夜間蓄熱をす

るので、 l暖房側の熱滅容量も数割低減できる 。

熱線部分の電力料金は、奈良営業所の場合、従

来の ｾ ｉ Ｇ 蓄熱ヒートポンプ方式に比べて、約Ｅにな

ると予想している 。関西電力の営業所建物は姫路

営業所をはじめとして、水望書熱空気熱線、ヒートポ

ンプ方式に種々工夫したンステムとしているが、

電力料金は、それらと比較しても約 8 割になると

予想している 。

奈良営業所は、この件での最適ンステムとな っ

ているが、結果として従来の非蓄熱ヒートポンプ

方式に氷蓄熱樽を挿入したンステムとな っている 。

このことは、既設の空気熱拐、ヒートポンプ方式の

建物でも、氷蓄熱槽を追加することで容易に奈良

営業所と同じシステムになることを示している 。

今後の動向

冷房に限ると、ス ペースの点からは夜間に全帯

熱することも可能でレあり、この場合、昼間のテ' マ

ンドで契約電力が決まり、熱柄、の電力基本料金は

無視できるので、設 ｦｮｩｬｾ が安くなれば、とくに冷

房 負荷の大きい建物に対し普及が促進されると考

える 。一般の事務所ビルでも、 O A機器の増加に

よる冷房負荷の増大に対応しやすく、また、既設

建物のリフォームにも容易に設置できるので、採

用例が増えてゆくと考えられるシステムである 。

( 叫 とう みわ つ お 附 株 肘式叩 脚 哨 連 計 チ 一 山

〈り仲や ま ともひろ 株式会社 刊虫盟怒f快大飯第ニコヨI司1"噂務F鵬瓜剣撒崎鴎 性官
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'  
現在、建築物の型枠工事はその90% が合板を使

用した在来工法であるが、近年、合絞め高騰並び

に型枠組立工の慢性的不足に対応すべ〈、種々の

新工法が次々と発売されている 。そして、基礎部

分である 地中梁や柱脚部についてもその傾向は同

様であ り、 合理化、省力化、 低廉化 を追及 し、新

しい工法が開発されている 。

今回ここに紹介するスレート式地中梁型枠工法

は、地中梁や柱脚等埋め戻しを行う基礎部分の型

枠用として開発された高強度特殊スレートと特殊

形状の金具類を用いて組み立てる自立式型枠工法

であり、とくに工期の短縮と省力化を目的として

開発されたものである 。

特長

工期の短縮 在来の合板型枠工法では、 〈型枠

の下f存え→墨出し →型枠組み立て→コンクリート

打設→養生→合板 ・ぱた材撤去→残材片付け→埋

め戻し〉の )1頃序で施工される 。 これに対し本工法

は、①型枠用スレートを梁背に合わせて予め工場

で切断するため下鰐え不要、②合板型粋に比較し

て組み立て工程が簡単、③捻型枠工法のため型枠

材の撤去 ・残材片付け が不要、 ④コンク リートの

益生lll lfMl を待た ずに埋め戻しが可能、等型枠工事

としては画期的な特長を備えているため、その工

総も〈益出し→スレート型枠組み立て→コンクリ

ート 打設→埋め戻し〉のごとく簡略なものとなる 。

施工職種の幅が広がる 最近は、建築工事の活

況も手伝 って建設作業者とくに型枠組立工の不足

が著しく 、都市部においては工期遅延を来すなど

深刻な状況となっている 。本工法はその組み立て

工程が簡単なため、型枠工以外の職方( スレート

工、型枠解体工、軽鉄下地組立工等) でもすぐに

施工できるようになり、作業員硲保が答易となる 。

コスト低減が計れる 組立コストは合板型枠と

ほぼ同等であるが、型枠材撤去に伴う残材の片付

けがないため、場内清掃費 、残材綴出資等が削減

でき、型枠工事のトータルコストが低減できる 。

埋め戻しの時期の選択が可能 型枠工事におい

ては、コンク リート打設前に埋め戻しを行うケ ー

スも多いが、このような場合、合板型枠を使用で

きないため、ブロ ック型枠とするのが一般的であ

る。本工法においては若干の仕様変更を行うこと

によ って、埋め戻しの時期をコンク リート打設の

前後いずれにもすることが可能 となる 。

スラブコンクリートとの同時打ち込みか可能

二重床など埋め戻しを行わ ない工法の場合は、ス

本工法は開発され、市場に送り出されてからま

だ日は i莞いが、採用現場では非常に好評を博して

おり、大きな反響を呼んでいる 。そして、本工法

を基本とする応用工法に対するニーズ、アドバイ

ス等も多数寄せられており、将来に向か つて工法

開発の課題も多〈残っている。

これからは、各現場の声を粘iに改良を加え、よ

りメリ ッ トのある工法を開発すべ〈努力してゆき

スチフナー @! . 200以下

才教条セバレータ一座金

正 日 目

スレート式地中梁型枠

浅野スタンク型枠T
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-Pll の ス レ ー 卜 郡 伊 ト タ ー お よ 的 鞠 合 こ て 緊

ー 上部ランナージョイン卜部にはカノてーチャンネル取リ付け

一一一般部は上部ランナーの頭つなぎとして、コーナー部は火

打ち材として使用

[ A工法] [ 8工法1 [ スラブ同時打段工法]

スレート型枠施工手順

レート型枠の上部ランナーに軽量ビームを組み立

てた上に、デ ッキプレート 、型枠用スレート等を

敷き込むことにより、地中梁とスラプの同時打ち

込みが可能となる 。

施工手順

スレート型枠の組み立ての手順は 、上図の通 り

てーある 。

おわりに

たい 。

( かとう む ねお 浅 野 ス レ ー ト 株 式会 社 技 術 課 長 )
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昭和63年 12月分

理 事 会

第 5 固定例理事会

14 日 5 時 - 5 時 半 於 太 閤 園

出席者 佐 野 会 長 ほ か26名

議 事 (1)通常総会開 催の件

(2) '89世 界デザイン会議運営会理事机任の件

(3) 昭和64年 度 1 級 ・2 級建築施工管理技術

検定試験受験準備講習会後援の件

(4) 入退会者承認の件

(5) 報告事項

編 集 委 員 会

3 月号特集インタビュー

4 日 10時半 - 3 時 半 於 京 都 フ ジ タ ホ テ ル

出席者 篠原一男( 東京工業大学名誉教授) ほか

第 7 国籍エ材料分科会

5 日 4 時 - 6 時 於 本 会 会 議室

出 席 者 松 村 幹 事 ほ か 2 名

議 事 (1) 拡大編集委員会の報告

(2) 4 月号施工材料特集のテー 7 の具体化

第 5 固段備分科会

5 日 6  p寺- 8 1時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 安 倍 幹 事 ほ か 4 名

議 事 (1)1都市環境創造と設備」特集の企画

第 9 回会員企画小委員会

8 日 6 時 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 高田副委員長ほか 7 名

議事( 1 ) 小委員会の活動内容( 報告と今後の企画 )

(2) 新しい企画について

第 9 回作品作風小委員会

7 日 5 時 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 塘 副 委 員 長 ほ か 6 名

殺 事 (1)最近の掲載状況 ・予定の報告

(2)1新建築調査表j の作品 ( 4 月 ・5 月竣工

分) の選定

(3)1Gall er y J 内容報告と今後の検討

第 9 回編集委員会

8 日 4 時 - 6 時 於 本 会 会 議 室

出席者 長谷部委貝長、上回委員長代行

議 事 (1)12月号 「誠資 テレビ」特集経過報告

(2)1夢をのせる輸送設備J特集経過報告と拘

載月の{ 牛

(3)1 リゾート J 特集経過報告と掲載月の件

(4) 2 月号「竹中工務庖創立90周年記念j 特

集経過報告

(5) 収支の修正と状況報告

116 建築と社会/ 1989-'1' 2 月号

第 10回計画系一建築系一分科会

14 日 6 時半 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 加 藤 幹 事 ほ か 9 名

議 事 次 回 特 集 案 検 討

5 月号「法とまちづ〈り」特集編集幹事会

15 日 6 時 - 9 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者石関ｾ夫特別幹事笠井幹事ほか Ｒ 名

殺 事 「法とまちづくり J ( 仮称) 特集の企画

「建築と社会」表紙デザイン小委員会

16 日 2 時 - 3 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 飯塚英雄氏( 日建設計)ほか 7 名

議 事 「建築と社会J 誌表紙デザインの件

第 9 固広告企画小委員会

20 日 4 時 - 5 時30分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 長 谷 部 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 (1)  1 月号「夢をのせる輸送設備 j 特集広告

収入報告

(2) 収支状況報告

2 月号特集インタビュー

22 日 7 時 - 9 時30分 於 レ ス ト ラ ン「ぼると 」

出 席 者 東 孝 光( 大阪大学教授 ) ほか 5 名

3 月号「東海特集」特別編集委員会

26 日 6 時 - 8 時 於 東 海 支 部 会 議 室

出席者 中島支部長ほか 6 名

議事( 1 ) 掲載予定作品の報告

(2) 本文の編集内容

第 8 固施工材料分科会

27 日 4 時 - 7 時 半 於 本 会 会 議室

出席者 山田委員ほか 2 名

議事( 1 ) 4 月号施工材料特集の企画

3 月号「東海特集J 座 談会

28 日 10時 - 11時 半 於 ー 富 市 役 所 市 長 室

出席者 森釘太郎一宮市長、内井昭蔵氏、中島

一支部長

事 業 委 員 会

第 5 回数室分科会

2 日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議室

出 席 者 奥 村 幹 事 ほ か 2 名

議 事 話 題 建 築 を 聞 く

第 6 [ QJ 教室分科会

20 日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 奥 村 幹 事 ほ か 3 名

殺事( 1 ) 話題建築を 聞 く

(2) ビデオ映写会

事業委員会総会( 懇続会)

3 日 6 時半 - 9 時 10分 於 ル ミ ナ ス 神 戸

出席者 西村委只長ほか 19名

第 3 回若い会員活動企画グループ

13 日 6 時半 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出席者 宮野副委貝長ほか 4 名

議 事 (1) 活動企画グループの名称、について

(2) 各テー 7 案の検討に ついて

建 材 委 員 会

14 日 3 時半 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 金井委員長ほか 14名

材料説明: 吹付タイル面の総合改修システム/ 長

谷川委員

議 事 今 後 の 検 討 建 材

出 版 委 員 会

16 日 5 時 - 6 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 須 賀 委 員 長 ほ か 2 名

議 事 ( 1 ) < プロのノウハウ〉と特装本の経過報告

(2) 今後のテー? と執筆者選定について

(3)< プロのノウハウ〉講演会について

話 題 建 築 を 聞 く 会

第 5 回ダイキン OS A K Aアトリオを聞く

10 日 2 時 - 5 時 半 於 現 地

講師 田端修氏 ・丹田悦雄氏

参加者 47名

建築工事実務講習会( 大阪開催)

2 日 9 時ー 5 時 於 建 設 交 流 館

科目 ・講 師 施 工 計 画 : 金田 宏氏( 大林組)

仮設見積 : 安立俊夫氏( 大林組)

/ 竹 中 1

積算業務: 中山雅博氏 l工 務 庖 j

受講者 105名

建 築 ク ラ ブ

第 20日回朝食会

13 日 8 時半 - 10時 於 大 阪 グ ラ ン ドホテル

演題 「忠者と医者の立場j

講 師 桜 井 浩 氏 ( 日生病院理事 ・超音波検査

部長 )

出席者 67名

建築関係団体合同懇親会

第 3 回実行委員会

自日 4 時 - 6 時 於 太 閤 図

出席者 各会選出委員及び事務局

議 事 ' 88年鰍親会の諸準備について

懇親 会

14 日 6 時 - 7 時 半 於 太 閤 聞

出席者 315名

需要者参加型住宅供給研究会

17 日 9 時半 - 12時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 奨 委 只 長 ほ か27名

議 事 (1) 委員の意見発表 住田委貝、巽委只

(2) 需要者参加型住宅供給について( 自由討論)

12月入会者 (敬称略)

〔団体会只 4 社 〕

大輿電設側 千歳電気工業胸中国支社

東洋 シャ y タ- ( 附西部支庖 菱電エレベー

タ施設附大阪支庖

〔個人会只 5 名〕

奥 山 弘 一 藤 岡 三 夫 山 田 勝 紀

( 太 林 組) (佐官基壁画究所) (山田1 m事輔副

告 i中ひとみ 音 村 益 ー

(山田町計事高所) Ｈ 松下住ｾ Ｉ

T  
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2 年は、協会が内務大臣の許可 を得て( 大正15年

10月20 日)、 現在の社団法人日本建築協会とな って

日も浅く、公益法人としての組織体制固めに努力

していた頃です。

・一方、「建築と 社会Jの様子をみますと、昭和 2

年 1 月号では「君事悼 社団法人日本建築協会役員

一問、職員一同J という集枠の会告があ り、 2 月

号で「御発引を憶ふて j という一文があるのみで、

他は通常の誌面であり、会の平静な対応が伺えま

す。現在と政治体制や社会情勢が呉なるとはいえ、

当協会が常に社会の動向に徒らに左布されること

なく、今日まで生き続けてきた姿をみるようであ

る。「建築と社会J 63年11月号で、 i甫辺鋲太郎先生

が述べられたように 、「建築と社会j が驚くべき ロ

ングランを記録するに至った理由は 、第一に協会

が本来備えている柔構造的体質と、第弓に「建築

と社会」の名に表われている協会の基本型念にあ

るといわれたこととも符合するように思えます。

・昭和 2 年のときと異なり、改元が 1 月になった

ため、昨年末に発行した昭和64年 1 月号は、あり

えない発行日付でお腐けしましたが、これも後年

の関係者間でエピソードとして語られるかも知れ

ませんが、協会及び「建築と社会」の姿勢には些

かも変りがないことはもちろん、平成時代を迎え

たのを機にますますの向上発展を誓 ってやみませ

ん。 ( 松田記)

〒541 大阪市中央区備後町 3 丁目長谷ピル 3 F  

小泉産業側照明卒業本部内

コイズミ国際学生照明デザイ ンコンペ事務局

T  E  L  06- 262- 0863 

・ 応募要項は 、学校事務局等にも若干用意してい

ます。

. スケ ンチ等でも参加できます。

・電球等の資料も事務局で用意しています。請求

下さい。

. 入選作品は世界デザイン博覧会出展されること

が決定しています。

主催 小泉産業側

後援 担割日本産業デザイン振興会

( 初日本インダストリアルデザイナー協会

側世界デザイン博覧会協会

. 1 月 8 日か ら平成元年となりました。

会員の年齢構成から時代を大別しますと、明治、

大正、昭和、平成の 4 時代を迎えた方が1 0 %弱、

3 時代が2 0 %弱であり、大部分の皆さんが 2 時代

を迎えたことになります。

. わが日本建築協会も 3 時代包に入りましたが、

前回の改元時をふり返ってみますと、昭和元年、

編 集 後 記 メ モ

ー改元と協会一

国 際 学 生 照 明

デ ザ イ ン コ ン ペ

第 2 回コイズミ国際学生照明デザインコ ンペ

・ 審査委員長

栄久il ! i : 慾司( インダストリアル ・デザイナー )

・ 審査委員

菜 ｩｾｴ 潔 ( グラフィ ック ・デザイナー)

来j竹消訓 ( 建築家)

ジョナサン ・デ ・ノマス( イ ンテ リア デザイナ

ー) 他

・ 1'1・

コイズミ照明大賞 ・金1' 1: .. . ー賞金100万円

銀1'1:・…・ 賞金30万円

銅賞 賞金 10万円

入選… 1'1: 品

・応募資格

1988年 11月10 日時点に、在籍中の学生・生徒

. 参加申込受付

1989年 2 月20 日当日消印有効。

・作品受付

1989年 3 月 l 日- 1989年 3 月10 日必若

詳しくは応募要項参照。

要演希望者は、下記事務局宛70円切手同封のうえ、

ご請求下さい。

f  

新刊案内: 全国書庖て好評発売中/

③
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〈建 築 技 術〉 別 冊Vol. 1  

Ｊサつンｾ・ア［，ｊＮニティの臨 ｅ 十按術 ａｴ ロ ｚＪ

住宅の防音と調音のすべて

￥2 ，400 

耐 久 性向上 を目指す建築実務者のために

鉄筋コンクリート

工事の基本と実務

監修 ・加賀秀治 B 5 平IJ 232頁 ￥ 3 ，800

A  4 判 256 頁監 修 久 我 新 一

専 門 技 術 者 の た め の

建築構造問題快筈集 11巻

各分野の権威が日常業務の中の数々の疑問に

Q & A形式で快答する設計者必携の実用書

監修・石黒徳衛 A 5 判 339頁 ￥ 3 .800
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建築技術者のための

保有水平耐力入門圃

精算法へのアプローチ/

星 睦 贋 著 B 6 半IJ 128頁 ￥ 1，300

言語黒区ZL! 日 |  
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フ

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式
A 、

ヱ三 ネ土

本 社

支 庖

倉 庫

神戸市中央区三宮町3一7- 6(神戸7 7 トクピル5階)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

神戸市東灘区御影石町 4丁目 ( 電話81ト 3610)

テトカッパー防水

・;iii1121R忠告叩五; 日立; ;

カッパー防水帯

奥化工業株式舎社
本 社 東 京 臨 中 央 区 鎖 直8- . - 9 電話回 (571 ) 2703 

大臣事 傍所 大阪市淀川区東三国6- )- 41 電話曲 ( 39)} 1081・2

嶋玉常 集荷 崎玉県桶川市東 1- 3- 30 電話刷87(7. )28.5-6

" 木出蝿所 伸務川県嘩木市官官凶 259 電話0.62 (21) 1761  

r，省園出掛 名古腫市南区若1 1 : 1133 電話052 (811 ) 甜 帥

九州出銭所 佐賀県佐賀郡持軍 1I 大字路高埠. 50 電 話 回52 (.7)  29.5  

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東洋シャッター椋式会社

本 社 . 〒 540 大 阪 市 中 央 区 常 鍛 町 l ー 3 - 8  日 本 生 命 谷 町 ビ ル 含 (943) 6571代 表

東京・償浜 ・盛岡・仙台 ・水 戸 ・静岡 ・岡 崎・名古屋・富山 ・大津・京都・神 戸 ・広 島 ・高松・福 岡 他全 国 主 要 都 市

タイル工事施工

⑩25 川 岸 窯 業 商 唐

本 ヰ土

天理営業所

⑤ 550 大 阪 rli 例 区 l川 本 町 1 - 13 - 3 3  

電 話 大 阪 06 ( 532) 代 0461 ｾ匹 ＵＵＰ

天 理 市 丹 波 市 新 町 50

⑩日本写植印刷株式会社

あ ±

勺 ・T 叩

ゆ 与 さ

z 一一阪 7  

屋門事骨 f

根二一ii ク

工 .JjL 区 ス
代表取締役 神 田 都 義

本 社

白本写幡セ ンヲー

，霊山写幡センヲー

沖縄写樋セ ンヲー

118 

〒545 大阪市阿倍野区阪商田T7- 5-30 _ 06 ( 氏ゆ 111 1代

〒892 鹿児島市名山町4- 7 三宝ビル 官α192 (26)  4371 

干708 ;章山市大手町8番5号 慢範庖会館 官 08682 (4)  1771 

干筑氾南風原村謙綴 沖縄印刷団地 雷O悌 8 (55)  61∞ 

ま株里美実

相 手f ' T -:- ー

談 τ竺E L L

は去 蚕 副

社 三一五
百 号 六 四

Y  



空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 ＱＮｾｾ ｬｮ Ｎ Ｎ 施工

φ 郡朝日3 : 業社

本 社 東 京 町Si巷1><: 浜松田T 1  - 25- 7  1電話 (434) 617i (大代)

大阪支社 大阪市淀川 Iil: 加島 1- 58- 59 電話 (302) 2 2 7 1(代)

支 応 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 l華 ・ 中 国 ・九 州

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 償 浜 併 岡 ・ 京 都・神 戸

， 
電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防災 ・産業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ: J 械式会社

Z陪・大匝本社 〒550 大 阪 市 西 区 江戸掘 1丁目 9需25号 電 話 ( 師 )441 -8231

車京本社 〒 104 11敏柿中央区銀座2丁目 2番 17号 電 話 (03)535-5251 

主 社 名 古 庖 福 岡

宝 庫 札 縦 ・ 仙 台 ・ 斬 湖 ー 大 M " 千 葉 情 浜 金 沢 神戸 天理 問 山 広 島 ー

高 松 熊 本

営 揖 所 帯 広 ・ 函 館 背 議 秋 田 盛 岡 前 橋 監 野 ・ 静 岡 豊 田 埠 富 山

偏 井 京 間I . t車 山 ・ 松 山 ー 高 知 北 九 州 鹿 児 島 ・ 邦覇

出 張 所 旭 川 ー 福 島 ・ 怯江 ー 徳 島 ー 長 崎 宮 崎

海外宝庫 ンノ ガポール・ホ ノコンースリラ ノカ

指摘研究所 〒354 埼 玉 県 入 間 郡三芳 町 大 字 北 永 井390番 地 電 話 ( 倒92)58-1511

空気調和設備 / " X， 産 業 設 備

給 排 水 設 備 1 1冨¥1 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マーー司V 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長

取締役大阪支庖長

白 谷 清 二

堀 亀久治

大阪支庖 大阪市中央区北浜 2 - 2  - 21 電話06(202) 3071 (代表)

本 庖 東京都千代田区有楽町1- 4- 1 電話03(502) 6111 (大代)

支 唐 名古屋 ・九 州 ・北海道 ・中 国 ・東 北 ・ 北 陸 ・四 国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 ， i土JI 地工

φ 三建設備工業株ま吉社

大阪支広 大 阪 市 北 区 和 梅 田T 3 番 5 号 電 話 (352) 1  1  3  H何

本 社 東京都中央区日本紙蝋殻町 2 - 2 2 電 話 (667) 3431  (大代)

支 社 名 古 屋 ・仙台 ・札 幌 ・ 広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

。
空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

格式会社 三 発 空 調

本 社

東京本庖

大阪本庖

支 庖

i品目舌 06- 949- 1371

電話 03- 344- 1911

[! d舌 06- 363ー 1371

1tH舌0222- 61 - 3002

包 括052- 581 - 8571

lt ?舌082- 247- 4535

ti 3古092- 761- 3795

k 阪市中世区岨 見2丁目 11書61{}ツイノ 21MWタワー

東京都新宿区西新宿 新宿住友ピル

大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁目 6 番 18号

仙 台 市 大 田T 2 丁 目 2 番 10 号

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番目号

広 島 市 中 区 紙屋町 1 丁目 2 番 22号

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番 22号

札幌 ー繍浜 京都 ・神戸 総江

青 森 秋 問 ・盛 岡 宇 都 宮 ・大宮 ・千葉 川崎 ・富 山 板 井

鳥 取 高 総 ・下関 熊 本 鹿 児 島 . 1中純

営 業 所

出 9畳 F斤

(i ) 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

官切 よりよき環境へ技術で挑む一一一一

( O)  株 式 会 社 精 柿

副防 ' 一ー一

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 1I 番16号( オート センターピル1. 2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

ナンス部 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6  5  1 代表

東 京 支 1;5 東京都千代田区九段南2丁目 2番5号 (九段ピ Jレ2- 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 ( 03) 262- 3  2  4  1 代表
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斗

本社 東京本庖 東京副断 宿区画鰍宿2・6，' ・03- 344- 1851 大 代 大師本 H 0 06- 448 括的 代

大 陪 宜 杜 ・ 06- 448-5851 代 名 古壇宜庖 ・ 田 2- 211- 1535f代 中 国 支庖 @ 曲 2- 247-5541

九州支/ 6 . . 田 2- 431ー 引 47 f¥ 嘗 機所 北間 寅 帽，呉 得戸 ー事側・ 岡山 四国

空 気 調 和 ノ〆下¥ 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛 生 可てつ7 設 計 施 工

第ーエ索抹式会ー私

大阪支庖

大 阪 支J苫 干 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 番 1 4 号

6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代表)

本 社 〒 100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁目 3 番 1 号

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市北区西天満 5 - 11-12  電 06- 313ー 1846

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚方市甲斐団東町 9 - 3  1包0720- 49- 2128

「帽幅削陪ｾ
空 気 調 和 設 イF

4 ー 設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 包 備

東洋練工舗陣織亘書倉健大幅安値

大 阪 市 西 区 靭 本 田T 3  - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京縞 2 丁目 9 T  E  L  (562)  1  3  5  1  

支 底 名 古 屋 ・ 福 岡

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪市北区 中 W 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 (458) 3628番

支市; 託 業所 福 岡・京古 ｾ ｬ ・ 天 理 ・ 川 ｪＡｬｪ ・ ｾｉｪｬ ￯Ｇ

⑨日本管工業株式会社

本社亙 京 都 宝 庫 京 都 市 南 区 西 九 条 盛 岡 町 2 0 接 地 の 1

宮町古 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間1専用 (691) 1045 

大 阪 支 1苫 大阪市北区天満 1- 5- 20 電結( 06 )  352- 350H間

三 重 支 1苫 滞 市 栄 町 2 - 1  1  1  電話 (0592) 26- 361倒的

四日市営機所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 (0593) 53ー 7431灼

滋 賀 営 機 所 大浦市中央 2 丁目 4- 28 電話 (0775) 22- 9738側
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設 計 施 工電 気・ 言十装工事

栗 原 工 業 績 式 会 紅6を ーーーーーーーーー. . . 可 : ' : Ul ・:.1

ー1=電冒司. . . .

③白玉掛王室指弾

英

大 阪 市 北 区 角 田 町1 - 1 東 阪急 ビ ル T E L 0 6 - 3 1 3 - 1 1 0 1

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原栗取 締 役 社 長

。 住 友 電 設社

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社

男

志社/ 〒553 大匝市橿島区福島7丁目12-8 ，， Ｈ 曲 Ｉ Ｔ 盟 ｾＭ ＱＱＵＱ (大代)

車京/ 〒1国 軍京都道E主2丁目 2- 17 " 阻3)4白 百ll (大忙)

・輯備工事 ・プラント工事

ピル電量誼輔工. ?! 圃 工 事 ・情骨システム工事

工唱電貫輯備工事 桔揖水衛生工 事 先E 道システム 工事

前園電貴闘縄工夢 符 孫 配 菅 工 事 C AT V システム工，

It l!: 工 事 消師晴昌世情工事 書唖アンテナ霊園工事

，馬相取締役社長

住友電設株式会社

f云 云 福 1  ・空力工事皿守'

l 設計 施 工 監 理j 姫滋沼恒-

¥ )  地中道配電腫工事

キ士

r.s 

本

支

出 張 所

⑤ 

気 株

限 りなきク リーンに挑戦す吾川

電 気段傭・ クリーン ルーム ・冷趨房段傭

給 排 水 衛 生 置量備 ・E十狼 帽IJ 御 設 備 ・立 体 自 動 倉 庫

エネ ル ギー黛中監規 システ ム ・回転式自 転車置渇

置量 富十 絡 エ

社

本 祉 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル T E L 大阪06 (385)  1361  (代)

大阪営業所 T E L  k 阪06(385) 1361 (代) 京都営業所 T E L 京都075(31 1) 1185(代)

東京営業所 T E L 束事03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡092(771) 6  1  6  8  

設 計 施 工

ム一

A

士

式

貴本山

電 気 設 備

代 表 取 締 役

電陽朝
ー Ｍｲ 晶ＺＡＧｩｩｴＡｩ， ｕ ，轟品昼竺 ］Ｑ］ＮＱ 、ＢＭＴＮｾ

=エヨ: ; q呈' 環宥車J : ¥. 主主- t ，工

取 締 役 社 長 嘉 車 内 イ 云 三

〒530 ) c 阪市北 1': 両天満 2 - 6 - 8 (宜 ピ ル ) T E L  06(364)  I  4  7  I  

T E L E X 523- 3  2  8  7  

〒 105 車 京 都 港 l司析 楠2・16(ニュー 輔 惜 ピ ル ) T E L  03(504)  0  2  3  I  

T E L E X 222- 6  7  2  • 
干 . 62 名 古 鹿 市 北 区 金 雄 三丁目 12 - l' T E L  052(991)  5  1  3  1  

干657 神 戸市纏区岩血中田f l -2-9(エ ピ ス ピ ル) T E L  078(881)  5  5  7  1  

ｾ＠
本 社

東 京 宣 底

名古屋宣信

神 戸 支 庖

社
ム一

A

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

特 殊 壁 装 材 製 造 販 売 和室に最適

凹.一(株)凋副 J!I:J  !J C::l 
常務取締役支社長

大阪市中央区高飽備 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 ( 202) 032 5 - 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・仙 台 ・丸 ノ内 ・新 宿 ・償浜・名古屋・九州

営業所・出張所 全国主要都市32ヶ所

渇

一

二

工

第

第

'

l

o

a

l

-
-

4

 

Mast er  8 ui 臨 時 丁目 hnol 叩 国

凋 ｴ モＮｊ Ｂｉｊ コえ容量司雇ｬＺ象司ｾｾ重言語 ｴ

日曹マスヲ Ｍｾｊ ｡，ヲ Ｑ 弐掠式会員
本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 ー 16 - 26 T  E  L 03-582-8813  

大阪支底 大阪市中央区北浜3- 2- 2 3 U;; 霊ピル ) T  E  L 06- 202-3294 

Const r uct i oh chemi s t r y f or t he f ut ure.  営 業 種 目

・防 水 工 事 後布 防水 - " ー ト 防 本 ・ モ ル タ ル 防 水

・樹脂注入獲量E工 法 各極 鮒 115法 人後 答 補 修工 事

・ 亀 裂 繍 修 工 事 各傾 倒 脂 注 入 ・ 充 填 ・コーキ ング

・ シ ー リ ン グ 工 穆 シリコン ・チオコ ール ・ウレデン・アク リル

・吹 付 工 事 アクリ Jレ・リ シン ・弾性 タイル・その他

。建 設 業 許 可 大 阪 府 知 事 許 可 ( 般 ー 53) 第 51225号

o 日 本 シ ー リ ン グ 工 事費量協会今員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 2  1  1.J..tJI. 、品三量: . " r Iι . L- I - T T T

星利J也i苛府 関T ピル 201 S  ｉｾＧ＠ ; . r . r +守τ r .r宅7 .nT T

T E L  0 6( 3 15) 0701 ，.-・ 7 ・... ，ＭＭＮ・ＮＮｾ、 ｲｶ I  

。..T'L¥v: s < - - 酬の断熱用シ~人

J多づ:，"" - ＧＧＧＧｊｾ み

目n / ¥ 1 1イチ11ーシートP

目立電線練武曾枇鞘棚刊区糊Ｒｔ目 ＱＱＱＲｾＨ 干畑ビ ルＩ

⑧嵩誕揃株式会本土

輿

代表取締役 土 井 敏 硲

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピル7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671) 1  4  7  8  (代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・滋 賀

蔵

干 534 大 阪 市 都 島 区 中 野 町2丁目 10番 11号 T E L( 06) 351- 5428附

F A X( 06) 351- 5299 
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Tl I J I レヲ! 乱暴ゆJl

特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

責 任 施 工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

- オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

=、
=  

l 3EI 
色 彩 豊長 尺 物

E 耳

目日

/  

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

戸 フ タ ー ケ ア ー

S 小 波 ・S 大 波 ・V i.皮 ・ボ y クス波 . W ジャ ンボ波 ・V デ y キ

S V ジャンボ波 ・ボ ルトレスルーフ BL. 其 の 他

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

各種換気装置 〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・工キゾスター( 強制) J  

ボーロイド( 断熱材) D.G. K. ※ カ タ ロ グ を i創l請 求 下 さ い

i皮板規俗

途用

警暴

大 阪 本 社 干660 尼 崎 市 Hi?，f ll 南. Il Uり 3 - 26 松 本 ビ ル 泣 訴 大|坂(06) 412- 5131( 代 )

大 阪支 j吉 及 工 場 大 阪 . JL1+1  . 名古屋 ・広 品 - 東 条 ・ 刈 谷 ・姫 路

TI' J I !J 9J 乱暴9J l 製造椋式会祖

Ｑｲｴ ， ｪｾｦￎ 蕨 Ｈ ＰＴＸＴ Ｉ ＴＲ Ｍ ＳＱＱＵ Ｈ 代 Ｉ干 335 厳 市 塚 越 5 T 目 6 番 32 J; 子

東 北 ・見E京・ |見j Jlミ ・熊 谷

東 京 本 社 及 工 場

支 庖 及 工 場

デンカC S Aファミリー製品

- 寄与n C S A ( ) j 跳 I
t

l:i l凶 Iｾ ［ ， ｦ Ｉ＠ コンクリートのひびわれ防止に

・雪ニＮｉ ｮ ｬｊｾ，ヨニ Ｎｉ Ｈ クラウト 用無収 ｾＺｬｩｩｈ Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・寄与n 守2 ー宇・，q x(4JE-- ??T) コンクリート躯体の漏水補修に

・安二. In E S(土 質 安 定 用 紙 材 ) 地盤補強用薬注入

- Tニ.Inzl ooo(製品用超高度以布I H) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

A

会式業 株産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖 T E L 本 社 ・京 都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

Q

玄
業 株 式浦 産

T E L 大阪 ( 06) 4 4 3 - 6 1 8 1  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 06) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 03) 2 7 2 - 8 5 0 1  

/ 本 社ゴト

式

社

榛

. d.  

冨寓

-‘  -
ネ土

4 合、

ｾ＠洋 物 産 株 式光

T E L 滋 21 - 守 山( 0 7 7 5 ) 8 3- 2 3 8 1  
2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0 6)  
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シャッターヒジョンは、街に表情を与える

新しいコミュニケーションスペースで本

思い通りの 写 真や文 字 で、シャッターに表情を与・える

シャッターピジ、ヨλ デッドスペースだった閉店後のシャッ

ターを、新しいコミュニケーションスペースlこ変えました。

簡単な改装工事 で、既設 のシャッターにも取り付けOK。

図柄の取替えも手軽にできますから、イベントの演出など

にも効果 的にご利用いただけますユ

CD東洋シャッター株式会社

二 ｊ ヤ ｾｓＭ ｴ［ＺＺｩｾＺｊ TEL. 06(943)6571 

TEL .  03( 479)2911  

03379- 2  

〒540 大阪市中央区常盤町ト3-8 日本生命谷町ビル

〒106 東 京 都 港 区 六 本 木 6- 3 第一地所麻布ビル

雑誌


